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　その少女は美しい赤毛から「紅真珠ペルラ・ロツソ」と呼ばれ、求愛する男が絶たえないという。

　今日もまた、その美しい真珠ペルラの心を得えんと、一人の男が彼女に愛をささやく。

　煌きらびやかなマントを羽は織おった見み目め麗うるわしい貴公子は、赤毛の少女の前に跪ひざまずくと赤いバラを差し出した。

　歩を止めた少女は赤いバラをじっと見つめ、少し口元を歪ゆがませる。

「おぉ、美しき紅真珠、我が愛いとしのセラフィーナ姫。あなたの微笑ほほえみのためなら、この命投げだす所存です。あなたの美しさに囚とらわれたこの哀あわれな男に何なに卒とぞご慈じ悲ひを！　どうか私にあなたの隣となりに立つ栄えい誉よをお与えください！」

　硬かたい表情の少女は、自分の目の前の貴公子を無感動に眺ながめ、いつものセリフを告げる。

「申し訳ありません。お気持ちは大変嬉しいのですが、私の一存ではお答えしようがございません。どうか、お許しください」

　少女はバラを受け取ることなく、平へい坦たんな調子で言うと、悲しげに眉まゆを寄せる貴公子を置き、振り返ることなくその場を去っていった。

　取り残された貴公子は顔を顰しかめ、小さな声で吐はき捨てる。

「難なん攻こう不ふ落らくの冷血姫プリンチペツサ・フレツドめ！」

　毒どくづいた貴公子の顔は、愛の告白の時とは別人のように醜みにくく歪ゆがんでいた。

　冷血姫とも呼ばれた少女は、漏もれ聞こえた雑音に表情を変えることなく、足早に回かい廊ろうを進んでいく。

　ある部屋までたどり着くとそれまでの硬い表情を僅わずかにゆるめ、その扉を開いた。

　するりと部屋に入り扉を閉め、彼女は一いち目もく散さんにカウチに駆け寄って、豪ごう奢しやな刺し繡しゆうが施ほどこされたクッションの表面を細い指でそっと撫なで──

「～～～っクソッ！　何が『愛しのセラフィーナ姫』だ!?　アンタが愛人三人もこさえてヨロシクやってるのコッチは知ってるっつうの!!」

　少女は強く握にぎり締しめた拳こぶしで勢いよくクッションを叩たたき、喚わめき散らす。

「私が『美しき紅真珠』だぁ～？　酒場で酔っ払って私のこと『ソバカスだらけの貧ひん相そうで生意気なガキ』って笑ってただろうが！　ダレッサンドロの情報力舐なめるな！　モゲろ！　モゲて、転げ回れ!!　キエェェェェ～～～～～ッ!!」

　呪じゆ詛そを撒まき散らし、クッションへの暴行を続ける。ボスボスと拳を振り下ろしてから、やっと気がすんだのか、彼女は肩で息をしカウチにヘたり込んだ。

「……とりあえず、現実の若い男、全員滅ほろびろ」

　小さくつぶやき、疲れきった顔で目を閉じた。




　大小様々な港を擁ようし南に広がる大きなストレット湾わんと、背後には切り立ったアルト山脈。東西に細長いディリット平原は、小さいながらも肥ひ沃よく。東西の大陸をつなぐ陸路と海路の要所に位置し、場所柄から交こう易えきも盛さかんで、多くの商人が行き交かう大路は常に活気に溢あふれている。

　楽園とも称しようされるアルゲンターリア共和国は、商業に特化したとても豊かな都市国家だ。

　文化の交差点のこの小さな国は、同時に牽けん制せいし合う大国の緩かん衝しよう地帯でもあった。

　常に大国の脅きよう威いにさらされながらも、外交と経済力で中立を保ち、平へい穏おんをもぎ取ってきた。

　自由と平等を謳うたい、共和制という議会政治を敷しくアルゲンターリアではあったが、当時、議会や委員会は既すでに形けい骸がい化かしていた。国を支えるのは多くの職人や商人組合アルテの自治であり、その組合に資金を提供する大銀行家であるダレッサンドロ家。

　アルゲンターリアは実質、ダレッサンドロ家の支配下にあった。

　アルゲンターリア共和国の実質的な君主で、「口先だけの静かな戦い」の猛も者さでもある銀行家、ジラルド・ダレッサンドロ。

　それが「紅真珠」とも「冷血姫」とも呼ばれる赤毛の少女──セラフィーナ・ダレッサンドロの父であり、セラフィーナを求愛地じ獄ごくの真まっ只ただ中に叩き落とす元げん凶きようでもあった。

　莫ばく大だいな財と権力を持つダレッサンドロ家当主の一人娘でありながら、セラフィーナにはまだ正式な婚約者がいない。

　良家の子女であれば幼い時から婚約者がいることが当たり前だというのに、セラフィーナにそれがいないのは、極きわめて生なま臭ぐさい政治的な理由からだ。

　ダレッサンドロ家には、跡取りとなる息子むすこはいない。親類からの養子も迎むかえていないため、セラフィーナの夫となった男は次代のダレッサンドロ家当主となる。

　身分に関係なく、アルゲンターリアに富とみをもたらす者こそ次代ダレッサンドロの当主にふさわしい──常々そう口にするジラルドは、セラフィーナの夫の座を空くう席せきにすることで、より優秀な者を集め見み極きわめようとしている。

　ダレッサンドロという看板さえなければ、セラフィーナはいたって普通の少女だ。しかし、セラフィーナを取り巻く環境と状況は、彼女から少女らしい恋のときめきや夢を遠ざける。

　どんな男にもなびかない。それがセラフィーナに求められた才であり、無用な権力闘とう争そうから自じ衛えいする唯ゆい一いつの手段でもあった。




「所しよ詮せん私は次期ダレッサンドロ家当主の座についてくるオマケだから、いいですけど」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに吐き捨て、セラフィーナはカウチに寝転がったまま天てん井じようを見上げる。

「紅真珠」だのと持ち上げられ、多くの男たちから求愛される理由を痛いほど理解しているセラフィーナにとって、恋を謳う現実の男たちは醜いものにしか見えない。

　物語にある美しい恋物語は、真実「物語の中」にしかない。

　現実の恋に甘いため息をつくことのできないセラフィーナは、カウチから立ち上がるといつものように書しよ棚だなに並ぶ本を吟ぎん味みした。

　セラフィーナが醜い男から逃げ込んだこの部屋は、ダレッサンドロ家が誇ほこる図書室だ。

　古今東西様々なジャンルのとても貴重な文ぶん献けんが所ところ狭せましと収おさめられ、ダレッサンドロ家の財力がいかほどのものか、この図書室を見ただけでもそのすごさが窺うかがえる。

　素す晴ばらしい蔵書を誇る図書室だが、利用者は少ない。当主は必要な資料のみを自分の書しよ斎さいに寄せ、図書室に訪れることはなく、時折事務官が資料の返却と貸し出しに来る程度。

　この図書室は、半なかばセラフィーナの部屋と化しているのが現状である。

　セラフィーナはさっそく数冊の本を取り出し、机に並べて愛用の椅い子すに座ると、目を輝かせて緑の表紙のノートを開き、ページを忙せわしく捲めくった。
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「いけません！」

　心とは裏腹に姫はその花のような愛らしい顔を背そむけ、騎き士しの手を拒こばみます。

「お許しください、愛しい人。……しかし、ただひと時、あなたとの愛の思い出が欲しいのです。明日は戦場に向かうこの身を哀あわれと思うなら……」

「そんな言い方、ずるいですわ！」

「なんと誹そしられようと構いません。それほどまでに、あなたが欲しいのです……」

　騎士の麗しい声は苦しげで、姫は覚かく悟ごを決め震ふるえる手で彼の手を取るのです。

「……お慕したいしております。だから帰ってくると仰おつしやって。私を思い出だけにすがる哀れな女にしないで」

「あぁ……！　私の姫！　永遠の愛を我が剣に懸かけ誓ちかう！」

　騎士は姫を強く抱きしめ、誓いを込めて接せつ吻ぷんをします。姫は頰ほおを染めそれを受け取ると、涙を溢こぼしました。

　この夜、二人は愛の実を齧かじりました。







　セラフィーナはペンを置き一息つくと、参考資料を眺めうっとりとつぶやく。

「やっぱり、『薔ば薇ら物語』みたいな悲恋はいいわ～。なんやかんやで苦労した割に、結ばれないとか切ない感じが滾たぎるわ～。でも最後くらい幸せになって欲しいのよね。騎士道最高！　主君の奥方と両片想い！　これよ、コレ!!　ギュフフフフフフフフゥゥ～～～～～」

　奇き妙みような笑い声を漏らしながら、セラフィーナは再びペンを取り、猛もう然ぜんと続きを書き進める。

　どんな男にもなびかない高潔なる冷血姫は、求婚者たちには決して見せない最高の笑顔でペンを躍おどらせる。

「やっぱ恋愛は紙の上が一番なのよ！　現実の男とか一切いらないわ!!」

　拗こじれに拗らせた少女らしいときめきは、紙の上で昇しよう華かされる。

　アルゲンターリアで一番求愛される高貴なる紅真珠は今日も図書室に籠こもり、誰だれに見せる当てもない恋愛小説を書き殴なぐっていた。

「さて、ここから離れ離れになった二人をどうやって再会させようかしら……」

　ペンを止めて物語の展開を考えながら、窓から中庭を眺めた。

　芽吹き始めた柔やわらかな緑の中に佇たたずむ大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうを見つめ、セラフィーナはうっとりと微笑む。

　右手に剣を持つ裸はだかの上半身は、しなやかな筋肉に覆おおわれ緊きん張ちよう感かんに漲みなぎっている。整った凜り々りしい顔は驚おどろくほど美しく、敵でもいたのか険しいまでに真剣な目が遠くを見み据すえている。

　少年と青年の境界線上にある奇跡的な一瞬。清らかさと野や蛮ばんさが静かな彫像の中に同居し、神こう々ごうしいまでに麗しい。

　二年前、父が贔屓ひいきにしている工房から買い入れた美しい青年神の彫像。初めて見た時からセラフィーナはこの彫像に夢中だ。

　セラフィーナを平然と傷つける現実の男たちとは比べるべくもない、美しく静かな「彼」。

「……あんな綺き麗れいな人が本当にいたらいいのになぁ」

　彫像を眺め、セラフィーナは頰を染める。恋に落ちた少女のように甘い吐と息いきを漏らし、静かな「彼」をじっと見つめていた。

　──美しいものに囲まれて生きていたいだけなの。

　美しい物語、美しい音楽、美しい絵かい画がに美しい彫像。──美しい「彼」は穏おだやかな光の中、セラフィーナには見えない何かをじっと見ている。




　初春の長閑のどかな午後。昼寝にはうってつけの穏やかな時間ではあったが、会議室を満たすのは長閑さとは対たい極きよくの緊張した空気だった。

「そりゃ、あきまへんなぁ。これ以上ダレッサンドロ様のお力に頼るばかりでは、穀こく物もつ商人衆はんかて心苦しゅうて、通りを顔上げて歩けやしまへんやろ」

　評議委員コンソレの一人が異い義ぎを唱となえると、他の委員たちもそれに乗って我われも我もと発言を始める。

「そうだ！　公平性から言っても、一部地域の限定的な改かい修しゆう工事はおかしい」

「穀物商人街の路ろ地じ改修よりも、港こう湾わんの改修を急いだほうがよろしいかと」

「他にも手をつけなければいけない問題はたくさんある。何な故ぜその地域ばかり急がれるのか、詳くわしく説明を願いたい！」

　次々に上がる反対意見に、柔にゆう和わな笑顔を浮かべたジラルドは小さくため息をついてから口を開く。

「まぁまぁ、みなさん。落ち着いてください。何度も説明したように、あの路地は舗ほ装そうが剝はがれ、馬車の乗り入れが難むずかしいほどの悪路です。今でも商品搬はん入にゆうができず、見本品すらも運び入れが困こん難なんなのはみなさんもご存ぞん知じでしょう？　穀物商人街だけとは言え、取引額の停てい滞たいはそのまま街の経済の停滞にもつながる。停滞は商売の大敵です。早急な対たい処しよこそ、停滞を防ぎます」

　ジラルドはぐるりと評議委員たちを見回し、口の端はしを上げる。

「補修費用も半額は穀物商人組合が債さい権けんを発行することで負ふ担たんすると言ってるんです。港湾改修も急務ですが、船せん舶ぱく組合はいかほどの自己負担をお考えですかな？」

　自己負担という言葉に、威い勢せいのよかった評議委員たちはジラルドの青い瞳を避さけるように目を逸らす。ジラルドは肩を竦すくめると、やんわりと彼らを牽けん制せいした。

「街の経済のためならば、金きん子すのご用立ていか様にもしましょう。しかし、ダレッサンドロはあくまでも金貸しです。返済の期待ができる事業にしか金きん子すはご用意できないことも、わかってください。──それでは、チェレアーリ地区路地改修は全員賛さん成せいで可決、でよろしいですね？」

　話は終わりとジラルドは強ごう引いんに結論づけると、評議委員たちは不満顔のまま賛成の意を表した。

　ジラルドが次の議題に入ろうと資料を開くと、先ほど異議の口火を切った評議委員が意地の悪い笑みを浮かべた。

「まぁ、街の補修も大事ですけど、ダレッサンドロ様のお嬢様の輿こし入いれ先決めるのも『急務』でしょうて。あんなに小さかったセラフィーナさんももう十七。いつまでもフラフラさせとかんで、エエ婿むこさんでもお取りになったらよろしいのでっせ？　なんならわたしが紹介しまひょか？」

　ジラルドは笑顔を引きつらせつつ、殊こと更さら優しい口く調ちようで答えた。

「皆さんにまで嫁とつぎ先をご心配していただけるとは、セラフィーナも幸せ者です。娘に代わりお礼申し上げますね」

　互いに笑顔のまま、和なごやかな言葉の殴り合いを繰くり返かえし、評議会プリオーリの議論は続いた。




　ようやく自宅の書斎に着くと、ジラルドはそれまでの人のいい笑みを消し、疲れた顔で椅子にもたれ込む。水差しを持ち自らグラスに水を注ぐと、一息に飲み干し大きなため息をつく。

「まったく、ジジィどもは煩うるさくてならんよ。こちらが自分の財さい布ふから金を出せと言わない限り、その口を閉じようともしない」

　主のボヤキに、秘書官のジャンニーニはその鋭利な表情をわずかに緩ゆるめた。

「仕方ありませんよ、どの組合も自分たちの地区に資金を引っ張ってこようと必死です。組合で選出された評議委員が躍やつ起きになるのは、職に対して真しん摯しということでしょう──はい、こちらが今日の議ぎ事じ録ろくです」

　秘書官から渡された書類を捲りながら、ジラルドは表情を曇くもらせる。

　議事録に残された懸けん案あんのひとつ。毎度のこととはいえ、なんの対処もしないわけにはいかず、ジラルドは渋しぶい顔のまま秘書官に命じた。

「ジャン君、セラフィーナを呼んできてくれないかい？　少し話がしたい」

「畏かしこまりました」

　秘書官は折り目正しく礼をして辞じ去きよする。一人書斎に残ったジラルドは頰ほお杖づえをついて、憂ゆう鬱うつそうに目を閉じた。

　ほどなく、秘書官に連れられ不ふ貞て腐くされた顔のセラフィーナが現れた。

　セラフィーナはジラルドの顔を見ると眉をひそめ、彼が話しだす前に口を開いた。

「お父様が評議会の後に話すことなんて決まっているから、もう話さなくてもわかっているわ。そして私の答えが同じなのも、お父様もわかっているでしょ？」

　ご機き嫌げんななめを通り越したセラフィーナの表情に、ジラルドは「やれやれ」と小さくつぶやく。

　とにかくとばかりに姿し勢せいを正すと、ジラルドは困り顔のまま娘に穏やかに語りかけた。

「サラちゃん、わかっているかもしれないけど、あえて言わせておくれ。求婚者にはもう少し愛あい想そよくできないかい？　君が彼らに近づきすぎないことは、父さんも非常に助かっているよ。でもね、あまりにも距離を置かれてしまうとそれはそれで困るんだ」

　セラフィーナの目は険しくなる。ジラルドは娘の顔色を窺いながらも、言葉を続けた。

「言い方悪いかもしれないが、ある程度は求婚者をキープしておいて、その……互いに競い合ってくれないと……。ほら、買い手が多ければ多いほど、売り手の意見は通りやすいだろ？　……それにね、イイトコのボンボンは気位が高いんだよ。下手に断ると逆さか恨うらみされたりするし……。ね、わかるよね？　父さんの言ってること」

　弱々しく眉を下げ哀れさを演出する父の言葉に、セラフィーナは鼻息荒く尋たずねた。

「そうね。つまり、そのイイトコのボンボンが、評議会の場を使って遠まわしにお父様に苦情を言ってきたってことね。今回はどちらのイイトコのボンボンかしら？」

　ジラルドは肩を竦めて大きくため息をつくと、怒りに眉を吊つり上げる娘の顔を見た。

「今日の評議会で、テッスート地区の評議委員が当てこすりを言ってきたよ。毛け織おり物もの商人組合のエライさんのご子息あたりかな？」

「……愛人三人のあの男か……女おんな癖ぐせだけじゃ飽き足らず、根性まで悪いとはね……」

　地をはうようなセラフィーナの声に、ジラルドは額に滲にじんだ脂あぶら汗あせをぬぐう。

「ま、まぁ、そういうわけだからね、無用に求婚者を刺激しないで……。のらりくらりとかわしていれば、なんとな～く誤ご魔ま化かせるから。ほら、サラちゃんモテるんだから、そのくらい上う手まいことできないと……」

　人の気も知らず、無神経な父の言葉にセラフィーナの中で何かがブツンと切れた。

「大体、この状況はお父様のせいじゃない！　どうせ私が婚約者を決められるわけじゃないんだから、お父様がとっとと決めればいいのに。いつまでも引き延ばしてるからこんなことになってるんじゃないの！」

　大声で怒ど鳴なると、セラフィーナはそのまま書斎から駆け出していった。

「サラちゃん！　父さんだってこんな状況望んでるわけじゃ……ないけど……」

　娘が飛び出していった扉を見つめ、ジラルドが肩を落とすと、それまで黙だまって二人を見ていたジャンニーニが皮肉な笑みを浮かべた。

「まぁ、セラフィーナお嬢様の言うとおりなので、仕方ありませんよ。毎回同じ展開というのも不毛なものですね」

　しみじみとつぶやく秘書官を恨みがましく見み遣やり、ジラルドは今日何度目かもわからないため息をまたついた。

「あ～あ。私はサラちゃんに嫌われてるんだろうね……こんな時、母さんがいたら……」

「奥方様がご存ぞん命めいでも、やっぱりセラフィーナお嬢様には嫌きらわれていたと思いますよ。さ、次は先ほど到とう着ちやくした設計技ぎ師しのことを──」

「……昔は『大きくなったらお父様と結婚する』って言ってたのに……サラちゃ～ん」

「安心してください。大たい概がいの娘はそう言っておきながら、父親なんて捨てて結婚するんですから。さ、早く許きよ可か書類にサインを！」

　悲しく娘の名を呼び、アルゲンターリアの王とも呼ばれる男は秘書に叱しかられながら資料に目を通した。




　肩を怒らせたままセラフィーナは小走りに回廊を行く。

　──今、私は牛頭の化ばけ物ものミノタウロスよりも荒ぶっています。皆様にご迷めい惑わくをおかけしないよう、自ら図書室という名の地下迷宮に籠ります。

　だから道を開けろぉ～～!!

　そんな心の声がダダ漏れになるほどの凶きよう悪あくな顔で回廊を走るセラフィーナに、使用人の誰もが目を逸らし黙って道をあけた。

　セラフィーナは図書室に駆け込むと、そのまま勢いよくカウチにダイブし、何度もクッションに頭ず突つきをする。

「何が『モテるんだから上手いことやれ』だぁ!?　権力目当ての男にモテモテなだけだっつうの。陰でソバカスだの貧相だのマナ板だの悪口言われてるっつうの。ウチに金がなかったら世を儚はかなんで修道女になるレベルでモテないっつうの!!　現ナ実マの男子と定型文以外の何を話せというのだ、無茶言うな！　ムギィィィィィィィィ～～～ッ!!」

　聞いた者が精神汚お染せんを起こしそうな呪詛を撒き散らし、セラフィーナは喚いた。

「もうヤダヤダヤダヤダ！　みんな大嫌い!!　私のことなんてほっといてよ、婚約だの結婚だの、勝手にすればいいじゃない。なんでいちいち私に絡からむのよ、決定権も拒否権もない私に、どうしろっていうのよ……」

　泣きだしそうな声で叫び、中なか綿わたが飛び出るほど強くクッションを叩く。

　自分を取り巻く環境を理解していても、それを喜んでいるわけじゃない。嫌いや々いやながら受け入れている現実を、上手く立ち回ることなんかできっこない。

　やり場のない怒りと悔くやしさを周囲の第三者にぶつける、なんてことしてはいけない。そのぐらいの分別もある。

　セラフィーナは誰もいない図書室でひと暴れして、なんとか気持ちを落ち着かせた。

「……続きでも書こう」

　ボサボサになった髪のまま緑のノートを広げ、自分の書いた文章を見直し続きを考える。

　しかし、いつものようにアイディアが思い浮かばず、セラフィーナは大きく伸びをして、カウチに寝そべった。

「もう、疲れた……ちょっと休も……」

　セラフィーナはウトウトと目を閉じ、そのまま眠りの国の住人となった。
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　遠くで声が聞こえる。セラフィーナはぼんやりとその声に耳をすませた。

「……ねぇ、君はどんな色の目をしているんだい？」

　耳をくすぐるテノールに肩を竦めると、それは微かすかな笑い声になった。頰にかかる髪を長い指がひと房ふさすくい、テノールの囁ささやきはまた溢れる。

「琥こ珀はく？　それとも翠玉エメラルド？　この赤い髪にはアメジストも似合うだろうね」

　さざめくような笑い声に薄うす目めを開けると、庭に立っているはずの彫像の「彼」が自分を覗のぞき込んでいた。

　白い大理石でできた色しき彩さいを持たないはずの彼は、艶つややかなブルネットの髪を垂たらしアクアマリンの瞳を細めた。

「あぁ、蒼玉サフアイアだ。……なるほど、ルビーとサファイアの組み合わせも綺麗だな」

　彼はその美しい顔に微笑みを浮かべ、セラフィーナの頰に触れた。大好きな彼の笑顔に、セラフィーナも幸せに微笑む。

「私、あなたのこと好きよ……とっても綺麗な顔だから、……だぁいすき」

　滲んだ声で柔らかな寝言をつぶやくと、彼はおかしそうに笑った。

「それは光こう栄えいの至いたり。僕も好きだよ、君の──」

　再び襲ってくる眠気に、彼の声が遠のいていく。

　なんと都合のいい夢だろう。セラフィーナは彼の指に頰ずりすると、ゆっくりと目を閉じ、また別の夢に落ちていった。




　本来は椅子であるそれで長時間寝ているとさすがに躰からだが痛くなる。セラフィーナは伸びをして起き上がり、まだ眠い目を擦こする。

　夕暮れが近づく時間なのか、窓の外は薄暗く、机には読書灯が点ともされていた。

　少し寝すぎてしまったようだ。夕ゆう餉げの時間までに自室に戻っていないと、ばあやにどやされてしまう。

　慌あわててカウチから降りたところで、自分以外の人影があることに気づいた。

　驚きを隠かくしながらも、さっと手て櫛ぐしで髪を整え、その人物を注視する。

　ブルネットの髪の男は、椅子にもたれて書物を読みふけっている。同じ部屋に異性がいるというのに寝こけていた自分が恥はずかしくて、セラフィーナは頰を染めた。

　顔をつき合わせるのも気まずい。

　幸い彼は書物に夢中でこちらに気づいていないようだ。このままこっそり部屋を抜け出せば──そう思い、セラフィーナが間合いを窺っていると、突然彼はノートから顔を上げた。少し長めの艶やかなブルネットの髪をかきあげ、セラフィーナを見るとにこりと笑い口を開いた。

「ねぇ、この続きはどこにあるの？」

　低く美しい声で尋ねる彼に、セラフィーナは息を吞のむ。

　切れ長のアクアマリンの瞳にすっと通った鼻び梁りよう、美しい弧こを描えがく薄い唇。それらは絶ぜつ妙みように配置され、整った怜れい悧りな貌かおを作っている。

　息をするのも忘れ男の美び貌ぼうに見入る。夢のように美しい男はセラフィーナに微笑み、スッと息を吸う。

「『昨夜交かわした愛は夜よ露つゆのように消えはしない。おぉ姫よ、私は必ず帰る、あなたのもとに！　騎士の言葉に姫は悦よろこびに唇を震わせ、』ここで途と切ぎれているんだが──」

「みぎゃあァァァァ～～～ッ!!　ななななに、無む駄だにいい声で朗ろう読どくしてんのよ。馬ば鹿かなの？　アンタ、馬鹿なの!?」

　思わず悲ひ鳴めいを上げる。彼が手にしているのは図書室の蔵書などではない。

　それは、セラフィーナが恋愛小説を書き殴っているノート（通称：サラマイドリー夢ム）だった。

　彼の手の中にある緑の表紙に、セラフィーナは改めて絶ぜつ叫きようした。

「ヒぎゃぁぁぁぁぁァァァァァ～～ッ！　なんで勝手に読んでるのよぉぉぉぉ!!」

「そこに置いてあったので、遠えん慮りよなく拝はい見けんした」

　彼は爽さわやかな笑顔のまま、親指でセラフィーナの机を指す。

「そこは遠慮してヨォォォ!!　見りゃわかるでしょ？　それは図書室の蔵書じゃないの、私物なの。だから早く返して」
















　青くなり赤くなり、目まぐるしく顔色を変えながらセラフィーナは手を出して催さい促そくしたが、彼は訴うつたえなど一切無む視しして、ページをパラパラとめくる。

「これは君のノートなのか？　中のお話は君が書いたの？」

「そんなことどうでもいいでしょ！　もう、中を見ないでよ。早くノート返してよ！」

　涙目でセラフィーナは嘆たん願がんしたが、彼は全く聞いていない。

「なるほど、君が書いたのか。……このノートには数すう篇へんの物語が書いてあったが、どの話も突発的に姫君が見み初そめられ、男女ともに思い合いながらも打ち明けられず、その後は自己完かん結けつな心理描びよう写しやが続き、互いの意思確認もないまま、唐とう突とつに二人の意識は結婚へと進んでいく……。物語の進行にいささか疑問点が多い」

　彼は痛いほど的確な批ひ評ひようを語りだす。セラフィーナはアワアワと無音のまま口の開閉を繰り返し、彼の顔を見ていた。

「特に姫君が見初められる理由が定さだかでないところが、大変気になる。命を投げ出さんばかりに求愛する騎士など、ただ目が合っただけで恋に落ちている。姫君が特段に美しいという描写もないにもかかわらず、だ。一体この騎士は姫君の何にそれほど心奪うばわれたのか、そこがわからない……」

　意い図とせずとは言え、初めて他人に作品を読まれ、批評、いや酷こく評ひようされ。セラフィーナの精神は削けずりカスも出ないほどに削られた。

　──埋うめて。もう私を庭に埋めて、そして墓はか石いしを載のせてください。そうでなければ、世界よ今すぐ終わってください。

　屍し人にんに鞭むちを打つ、そんな状態まで追い込まれたセラフィーナは、ほぼ白目になっていた。

「そして、気になるのが『愛の実を齧り合う』という表現だが、ここだけが抽ちゆう象しよう的てきでバランスが悪い。もう少し具体的に表現したほうが解りやすいな。例えばそうだな、『騎士は無ぶ骨こつな手で姫君の夜よ着ぎを開き、現れた白い肌に唇を寄せ──』」

「ニギャァァァ～～!!　馬鹿変へん態たい！　何言ってるのよ？　何言ってるのよぉぉぉ!?」

　セラフィーナは奇き声せいをあげ、ハレンチ極まりない推すい敲こう案を打ち消す。

　彼はようやく口を閉じると、涙目で顔を真っ赤にしたセラフィーナに笑いかけた。

「疑問点は多いが、この物語集はとても興味深い。巷ちまたに溢れる恋物語は、どれも不ふ条じよう理りなまでに不幸な結けつ末まつだが、君の話には幸せな結末が用意されている。僕はここが気に入ったよ。──だから、今すぐ続きを書いて僕に読ませてくれないか？」

　彼はそう言うとセラフィーナの顔色など気にすることなく、彼女の手を取り強引に握あく手しゆをする。

「じゃ、頼んだよ。なるべく早く続きと次回作を！」

　握った手をブンブンと振ると、彼はセラフィーナを軽く抱きしめ頰にキスをした。

　とんでもない美形の男に自分の書いた物語を読まれ、ダメ出しをくらい、やたらと官かん能のう的な推敲をされ、そして何故か褒ほめられ、頰とはいえキスまでされて──

「～～～～～～～～ッ!?」

　現実がセラフィーナの処理能力を軽く超えた。セラフィーナは大きく目を開けたまま失しつ神しんしていた。




　ゲッソリやつれたセラフィーナはなんとか自室に戻り、寝しん台だいに倒れ込む。

　いろんな意味で胸がいっぱいで食欲など湧わこうはずもなく、心配するばあやを適てき当とうに言いくるめて、夕食は軽く自室でとることにした。

　妙に浮き足立った侍じ女じよたちに給きゆう仕じされ、モソモソと食事をする。

　図書室でセラフィーナが正気に戻った時、既に彼の姿は消え、おまけに緑のノート（サラマイドリー夢）までなくなっていた。

　ノートは彼が持っていったのだろう。セラフィーナは恥ずかしさと悔しさで、涙目になってデザートを食べる。

　──あんなもの公表されたら、確実に三回は死ねるわ……。

　ノートに書き連つらねてある、物語という名の妄もう想そうの痛々しさは、作者であるセラフィーナが一番よく知っている。

　──もぉぉぉぉ、あの男なんなの？　もしかして他国から送り込まれた、新手の暗殺者とかなのぉぉぉ？

　明後日あさつてな心配をしつつ、セラフィーナは絶望のため息をついてフォークを動かす。大好きなはずの梨なしのコンポートは味もわからず、ただ咀そ嚼しやくし飲み込んだだけだった。

　元気のないセラフィーナを励はげますように、やたらとセクシーな侍女のミランダが声をかけてきた。

「そういえば、お嬢様お聞きになりました？」

「なにを？」

「ご主人様がウルバーヌスから著ちよ名めいなマエストロを召しよう喚かんなさったそうですよ。その方がびっくりするほどの美形だって、噂うわさになってまして……」

「……美形……どんな人なの？」

　美形という言葉にセラフィーナの表情が変わる。驚くような美形との図書室での一件を思い出し、顔は勝手に赤くなる。

　ミランダはセラフィーナの表情の理由を勘かん違ちがいしたようで、色っぽい声でマエストロの噂を語った。

「えぇ、美形なだけじゃなくて、名門ヴァローリ工房のご出身で、レオンツィオ・ガブリエリ様とおっしゃる方だそうです。入門してたった三年でマエストロの称しよう号ごうを受けた天才なんですって」

「……ウルバーヌスの……レオンツィオ・ガブリエリ」

　地をはうような低い声でその名をつぶやく。

　庭に佇む大理石の「彼」は、ヴァローリ工房が納のう入にゆうしたものだ。あれほど似ている彫刻だ、あの男はヴァローリ工房の関係者に間違いない。

「そうです、ガブリエリ様です。絵画や彫刻はもちろん、機械の考こう案あんと土ど木ぼく建築の設計。医学にも精せい通つうしていて、舞台の脚本と作曲までしたとか。あの強国プロエリウムのヴァレンシア卿きようの信しん頼らいも厚く、重ちよう用ようされていたんですって……。何をしても超一流で、あまりの多才ぶりに、ウルバーヌスじゃ『万能の天才レオンツィオ』の名を知らない者はいないらしいですよ」

　ヴァローリ工房はウルバーヌスでも一、二を争う、規模の大きい名門工房だ。小さなものは調ちよう度どから、壁へき画がや天井画、彫刻、聖堂などの建築物、橋や水路など土木設計も行う。そして、その工事にまつわる機械や工作機器も造る。

　もちろん、それぞれ専門の職人たちが開発や設計をしているのだが、レオンツィオ・ガブリエリはそのすべてにおいて才を発はつ揮きしているという。

「……ミラ、その人今どこに？」

　セラフィーナの美形好きを知るミランダは、ニコニコと笑い教えてくれた。

「確か、ご主人様と食堂でお食事なさっているはずですよ。お仕事の間はこのお屋や敷しきに逗とう留りゆうされるそうですから、明日にでもお会いに──」

「ありがと、ミラ！」

　ミランダの話が終わる前にセラフィーナは勢いよく立ち上がり、矢のように部屋を飛び出していった。

「……あぁ～、お嬢様ったら、そんなに急がなくても美形は逃げないのに」

　優しい目でセラフィーナの背を見送るミランダに、このあとの騒そう動どうを予想して押しとどめろというのは酷こくな話であった。




　食後とは思えぬ速さで走り、セラフィーナは父と「彼」がいる食堂に向かった。

　またもや回廊を爆走するセラフィーナに、よく教育された使用人たちはそっと目を逸らし道をあけた。

　猪いのししも遠慮する勢いで食堂のドアを開き駆け込むと、さすがにジラルドはセラフィーナを咎とがめた。

「ちょっと、サラちゃん！　お行ぎよう儀ぎが悪い」

　全く威い圧あつ感かんのない怒り顔の父の向かいの席に、「彼」はいた。

　少々憂鬱そうに首をかしげ、ワインの入ったグラスを傾ける姿は、それだけで完成された絵画のように麗しい。

　ほんの一瞬だけ目を奪われたことを誤魔化すように、セラフィーナは表情を硬くし、足音高く彼に歩み寄った。

　彼はセラフィーナの姿を確認すると、ドキリとするような嬉しそうな笑みを浮かべる。

「やぁ、君が噂に名高き紅真珠だったのか。お近づきになれて嬉しいよ」

　図書室での出来事など忘れてしまったかのごとくしれっとした美しい顔に、セラフィーナのこめかみには青あお筋すじが浮かんだ。

「いいから、ちょっと来て」

　強引に彼の腕を摑つかむと、セラフィーナはそのまま食堂を出る。

「ちょっと、サラちゃん!?」

「お父様、お説教は後で聞くから、今は許ゆるして」

　彼はニコニコと笑いながら素す直なおに連行されていく。

「僕は女性の誘いを無む碍げにできないので……。チャオ」

　ジラルドに軽く手を振ると、彼はセラフィーナと共に食堂から逃亡した。




　セラフィーナは彼を人ひと気けのない中庭に連行していく。月光に照らされる中庭は、静せい謐ひつな群ぐん青じように包まれていた。

　彼は自分に起きた出来事に興きよう味み津しん々しんという風ふ情ぜいで、薄うす闇やみでもわかるほど目を輝かせている。

　冴さえ冴ざえとした月光は彼から色彩を奪っていく。セラフィーナは、彫像の青年神と対たい峙じしているような錯さつ覚かくに襲われた。

「あなた、レオンツィオ・ガブリエリ、ね」

　セラフィーナは見み蕩とれそうになる自分を戒いましめるべく強く奥歯を嚙かんで、ギッとレオンツィオを睨にらんだ。

「あぁ、僕の名前をご存知とは嬉しいね。──改めまして。レオンツィオ・ガブリエリと申します、お近づきになれて何よりです。どうか気軽に『レオ』とお呼びください」

　優ゆう雅がに礼をするレオンツィオにセラフィーナは苛いら立だち、頰を引きつらせた。

「あのノート、あなたが持っているのでしょ。返していただける？」

　紅真珠として高こう慢まんに男を叩き潰すイメージを頭に描きながら、セラフィーナは顎あごをあげ背の高い彼を見下した。

　セラフィーナはアルゲンターリアの王と呼ばれるジラルド・ダレッサンドロの一人娘だ。一介のマエストロにへりくだる必要なんてない。

　自分を奮ふるい立たたせ強気に命じると、レオンツィオは笑顔のまま切り捨てた。

「続き書いて見せてくれるの？」

　紅真珠の威い力りよくなど全く効かない彼の態度に、所詮つけ焼やき刃ばでしかないセラフィーナの強気は早くも崩くずされる。

「だから、なんで続き見せないといけないのよ……。とにかくノート返してよ！　そしてお願いだからあのノートのことは全部忘れて!!」

　セラフィーナの嘆願にもレオンツィオは相変わらず笑ったまま。

「なぜ？　あれは非常に面白い。だから僕は続きを読みたい。幸い君はあの続きが書けないわけではないようだ。だったら僕に続きを見せてくれてもいいはずだ」

　やけに理り路ろ整せい然ぜんと続きを要求され、セラフィーナは混乱し始める。

　──あ、あれぇ？　この人、私の書いたお話をすごく褒めてくれてるし、ちょっとぐらいノート見られたり、続き読ませてあげてもいいんじゃないの？

　作品を求められ、羞しゆう恥ちする理由が揺ゆらぎだしたセラフィーナに、彼はとどめとばかりに言葉をつなげた。

「本当にあの物語集は面白い！　僕はそれを確信しているんだ。ヒロインの名前が全部同じなのは、斬ざん新しんとしか言えない！　存在したかもしれないもうひとつの選択という哲てつ学がく的てきなアプローチが秘ひめられていて──」

「やっぱり本気で返してぇぇぇぇぇ!!」

　セラフィーナは基本に立ち戻り、返却を強く求めた。

　──危ないィィ、褒められて気分良くなって忘れてた～。あれは絶対人目に晒さらしちゃいけないものだったヨォォ～！

　セラフィーナが書きなぐった物語集には忌いまわしい秘密がある。

　現実世界の男が大嫌いなセラフィーナが拗らせすぎた恋愛への憧あこがれは、おかしな形で爆発している。

　彼女の書いた恋物語のヒロインの名前はすべて同じなのだ。名前を考えるのが面めん倒どうだった、そんな理由ではない。

　ヒロインの名前はすべて「セラフィーナ」──あの物語集はセラフィーナがしてみたい恋愛シチュエーション集でもあったのだ。

　涙目で「返して」を繰り返すセラフィーナにレオンツィオは不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、にこりと笑った。

「どうして？　君には才能がある。物を作る才能は、作品を他人に見られ、そして他人の作品と比べ切せつ磋さすることによってより伸びるものだ」

「才能とか伸びなくていいから～。むしろ伸びて欲しくないからぁ～」

　──この才能がこれ以上伸びたら、さすがに女子として何かが終わっちゃうよ。

　半ベソで懇こん願がんするセラフィーナの気持ちは彼には少しもわからないようで、しきりに才能を伸ばすことを勧すすめてくる。

「才ある者はその才を独り占めにしてはいけない。世に還かん元げんすることは持てる者の使命だ」

「そんな大げさなものじゃないから、とりあえずノート返してぇ」

「いや、君は自分の才の使い方をわかっていない！　サラ、君には素晴らしい才能がある！」

「つうか、サラとか馴なれ馴れしく呼ぶな！」

「え？　サラって可か愛わいい愛あい称しようだよね、気に入ってないの？」

「そういうことじゃなくてぇ～、アンタ人の話聞きなさいよ!!」

　不毛な会話を繰り返すうちに、セラフィーナの思考は混こん迷めいし始める。

　恋心を抱いだくほど憧れていた彫像にそっくりな美形の男に、恥はじの集しゆう大たい成せいといってもいい自作の恋愛物語を読まれ、続きを見せろと迫せまられる。

　権力目当ての男に迫られることに慣れているとはいえ、それ以外の理由で男に迫られたことなどない。むしろ、全くのプライベートなことで若い男と親しく口をきいたことは、ないに等ひとしい。

　混乱しすぎてついに、セラフィーナは常識的思考を放ほう棄きする。セラフィーナの中の何かがプツンと切れた。

「はい、わかりまシタ～～～」

　それまでの泣きそうだった顔がありえないほどの輝く笑顔になる。

「あなた、なんの目的でうちに来たのデスカ？」

「え？　僕は聖堂改修工事の技師として召喚されたが……？」

　突とつ如じよ、態度の変わったセラフィーナを訝いぶかりながらも、レオンツィオは答えた。

　その返答にセラフィーナの目は険しくなる。

「そういうのじゃなくて、本当の目的デス」

　セラフィーナは妙な笑顔のまま、詰きつ問もんした。

「……レオンツィオ・ガブリエリ、あなたは何か別の目的があってこの屋敷に来たのよ！　そうに決まってる！　本当はダレッサンドロの財産を狙ねらってここに来て……何が目的だァ!!　正直に言えェ!!」

　摑みかからんばかりのセラフィーナに、彼もさすがに一歩引いた。

「大きな陰いん謀ぼうが働いているんだわ！　隠れた闇の組そ織しきが、ダレッサンドロを意のままに動かそうとしてるンダ～～～!!」

　対処しきれないほどの大きなストレスに晒されたセラフィーナは、自分の妄想と交信を始めた。

「わ、私はわかってますカラね～！　ももも、もう、私がその望みを叶かなえてあげますってコトでスヨ。さぁ、あなたの本当の目的を言ってクダサイィィ」

　焦しよう点てんの合っていない目で笑うセラフィーナにたじろぎながらも、レオンツィオは口を開く。

「僕の本当の目的？」

「そうデス、あなたの願いはなんですか！」

　頷くセラフィーナに彼は目を輝かせとうとうと語りだす。

「僕は新しい城と街のデザインをしたい。古い都市には新しいものを造る余地がない。だから新たに城とそれを囲む街を造るんだ。それまでとは違う価か値ち観かんで都市を設計すれば、もっとたくさんのモノが集まり生まれる、そんな城と街を一から設計したい」

　壮そう大だいな夢を語るレオンツィオにセラフィーナは微笑み、そして尋ねる。

「その願いが叶ったら、ウルバーヌスに帰りまスカ？」

「あぁ、それをやり遂とげたら、ここにいる必要もないかもね」

　セラフィーナは彼から言げん質ちを取ると、ニへラと奇妙な笑みを浮かべた。

「だったら、城建たてさせてあげマス」

「はい？」

　突とつ然ぜんの提てい案あんにレオンツィオは首をかしげた。セラフィーナはキョトンとした彼を気にすることなく続ける。

「だから、あなたは城を建てたら私にノートを返してクダサイ、そのままウルバーヌスに帰ってくださイィィ～～!!」

　魂たましいを込めた叫びにレオンツィオは二度三度瞬まばたきをすると、大声を上げて笑った。カラカラと腹を抱かかえて笑い、興こう奮ふんしたままのセラフィーナを見、彼はもう一度笑う。

「自分が何を言っているのかわかってるの？」

「も、そんなことどうでもいいのよ。ノートを返してもらえるなら、私はなんだってするし、できるのよ！」

　これ以上ないほどの必死さで、交換条件を提てい示じする。一方的に条件を叩きつけると、セラフィーナはレオンツィオに背を向け足早に部屋へと戻っていった。
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　──どうしてこうなった……。

　セラフィーナは深夜の図書室で頭を抱かかえ、積つみ上あげた資料の山を見つめた。

　勢いで「城を建たてさせてやる」と言ったものの、まず城を建てるのにはどのくらいの金額が必要なのかもわからなかった。

　安いものではない。その程度のことはわかっていたが、どれほど「安くない」ものなのかを調べ始め、一時間もしないうちに後こう悔かいに暮くれていた。

　──だって、十年分くらいお小こ遣づかいを辞じ退たいして、さらにものすごくおねだりしたら、もしかしたら城買ってくれるかなぁって思ったんだもん！

　生まれながらの大だい富ふ豪ごうのお嬢様であるセラフィーナにとって、身近にあるおおよその物体は、「お父様に頼めば買ってもらえるかもしれない」という認にん識しきだった。

　事実、これまでおねだりしたものは大体手に入った。あまり物欲のないセラフィーナがおねだりするもののほとんどは書物ではあったが。

　とりあえずアルゲンターリアの面積を調べ、過去の土地買ばい収しゆうの記き録ろくから全体の土地の価か格かくを割り出した。市街化の工事記録とそれにまつわる工事代金から面積あたりの単価を算出し、アルゲンターリアの面積にかけあわせる。

　人口と家屋の数も調べ、平へい均きん的な建物価格を考こう慮りよして加算する。

　そして肝かん心じんの城だ。城の設計図は軍事機き密みつにもなるので、細かな資料や工事記録は図書室にも置いていなかった。そこでセラフィーナは城の改かい修しゆう工事の支払い記録と、一般の建物の改修工事費用とを比ひ較かくして、その比率を建物価格を算出するモデル数値とした。

　セラフィーナは徹てつ夜やで調べ上げたそれらの数字から、城と街を建設するために必要な資金を算出してみた。

　後悔してからも続けた都市建設総そう額がく計算。答えが出る頃には、窓の外は明るくなり、窓まど辺べでは可か愛わいらしい小鳥たちが新しい一日を始める歌をうたっていた。

「……ダレッサンドロ全体の年間純利り益えき十年分以上とか……。城とか都市とか、高すぎるでしょ!?」

　思わず叫さけぶと、自分の声が寝ね不ぶ足そくの頭に響ひびく。

　莫ばく大だいな資金が必要な都市建設事業が、父へのおねだり程度では実現できないことを改めて知った。

　セラフィーナは肩を落として、書き付けた天てん文もん学がく的な数字を睨にらむ。

　無理すぎる。いくらセラフィーナが大富豪のお嬢様でも、欲しがって買ってもらえるレベルを軽く超えている。

「城建ててやるとか、狂くるっていたとはいえ……やばいレベルのアレな子発言だったわ……はははは」

　乾かわいた笑いしか出てこない。

　セラフィーナはカーテンを開け、寝不足で痛む目で中庭を見下ろした。

　朝の爽さわやかな光の中で、青年神の彫ちよう像ぞうは今日も美しく佇たたずんでいる。麗うるわしの「彼」を見つめ、セラフィーナは大きなため息をついた。




「先生、もう……これ以上は耐たえられません、ボクには無理です」

　切なく眉まゆを寄せた少年は震ふるえながら懇こん願がんする。

「どうして？　今までだってしてきたじゃないか。また同じことをするだけだよ」

　妖あやしく微笑ほほえむレオンツィオは草の上で寝返りを打ち、頰ほおを上気させる少年に囁ささやく。金髪の少年は、神のごとく美しいレオンツィオの麗しくも悩ましい寝乱れた姿から目を逸らし、悔くやしそうに唇を嚙かみ締しめる。

「だって先生ってばそう言いながら……ちっともボクの言うこと聞いてくれないじゃないですか！」

　美少女と見まごうばかりの可か憐れんな少年は、悲しげな声でレオンツィオを詰なじり俯うつむく。

「……ボクだって……辛いんですよ？」

　レオンツィオは艶つややかなブルネットの髪をかきあげ困ったように目を細めて笑った。

「……ごめんね。でも、僕には君が必要なんだ」

「……せんせぇ」

　美少年は涙ぐみ、残ざん酷こくなまでに美しい彼を見つめていた。




　──なんじゃこりゃー!!

　セラフィーナは柱の陰から、美少年とレオンツィオの妖しい会話を鼻息荒く盗み見していた。
















　城の莫大な建設費用を思い知ったセラフィーナは、自分の無茶な提てい案あんを取り消し、再度ノートの返へん却きやくを頼み込むべく、件くだんの青年を探していた。そして屋や敷しきの裏庭まで来てみたところ、このような場面に出くわしたのだ。

　──美青年と美少年の恋愛とか……アリです、大好物です、ありがとうございます。

　よだれを垂らさんばかりの笑みを浮かべ、円柱に身を隠かくしながら出で歯ば亀がめ、もとい観かん察さつし続けた。

　セラフィーナのやましい視線を感知したのか、美少年はビクリと肩を震わせると、素す早ばやく振り向く。

　まずい。と彼女は咄とつ嗟さに身を隠そうとした。しかし、ガッツリ目が合ってしまう。

「……何か御用ですか」

　美少年に非ひ難なんするようなきつい口く調ちようで尋たずねられ、セラフィーナはバツが悪そうに視線をさまよわせる。すると、レオンツィオはセラフィーナを見るなり勢いよく起き上がり、満面の笑みを浮かべた。

「やぁ、サラ、おはよう。もう続きが書けたのかい？」

　レオンツィオの言葉に美少年は少し驚おどろいた顔でセラフィーナを見ると、姿し勢せいを正して礼を取る。

「不ぶ躾しつけな物言い、申し訳ございません。私はこちらのマエストロ・レオンツィオ・ガブリエリの弟子、ニコラ・コベッリと申します。セラフィーナお嬢様におかれましては、ご機き嫌げん麗しく──」

「ねぇ、サラ。あの騎き士しはどうなってしまったんだい？　残された姫君には政せい略りやく結婚の話があるのに、どうする気なんだい？」

　ニコラの丁てい寧ねいな挨あい拶さつの口上を遮さえぎり、レオンツィオは目を輝かせセラフィーナに抱きつかんばかりに駆け寄ると、持っていた書き付けを流りゆう麗れいな手つきで奪うばい取った。

　奪われた書き付けは無論「物語の続き」などではない。セラフィーナが徹夜して作った城と街建設費用の概がい算さんだ。

「あの、それは……」

　またしてもの馴なれ馴れしすぎる態度と、レオンツィオの体温を感じるほどの物理的近距きよ離りにセラフィーナは赤面し、しどろもどろに口を開く。

　──ち、近い近い、近すぎる！　ムカつくぐらいに顔が好みなんだから、あんまり近寄らないでよ～～!!

　権力目当ての求婚者たちには強気でも、それ以外の男にはひどく奥手なのだ。

　頰を染め硬こう直ちよくするセラフィーナに肩を寄せ、レオンツィオは真剣な様子で書き付けを見ていた。

「……それ、昨日お話ししていた城と街の建設にかかる費用を大まかに計算したものなの。……それ見てもわかるように、城とかってものすごい費用がかかるわけで……」

　バクバクとうるさい心音に戸と惑まどいつつ、セラフィーナはとつとつと語る。

「勢いであんなこと言っちゃったけど……城を建てさせるなんて、私の一存でどうにかなることじゃないわ。ごめんなさい、昨日の発言は取り消すわ。……でも、ノートは返して欲しいの。何か私ができる範はん囲いのことで──」

　セラフィーナが新たな交換条件の交こう渉しようを持ちかけると、レオンツィオはとても綺き麗れいな微笑みを浮かべた。

「この建設費の概算、サラが作ったの？」

「……そ、そうよ。資料も少ないから大体の数字だけど……」

「あれから一人で？　サラが一晩で作ったの？」

「そうよ、だから何よ!?　素人しろうとなりに頑がん張ばったの！　もっとお金はかかるかもしれないけど、桁けた違ちがいってほど外れてはない！　ハズ、なのよ……」

　弱々しく説明するセラフィーナを、彼はしばらくの間ひどく熱っぽい目で見つめ、おもむろに口を開く。

「サラ、君って思った以上に面おも白しろいね。……こんな気持ち初めてだ」

　そう言うと彼はセラフィーナから身を離して姿勢を正し、スッと膝ひざを曲げ礼をした。

「都市の設計、確かにこのレオンツィオ・ガブリエリが承うけたまわりました。必ずや紅真珠ペルラ・ロツソにふさわしい素す晴ばらしい城と街をお見せしましょう」

　これまで彼女に求婚したどの貴公子よりも優ゆう雅がに美しく跪ひざまずき、レオンツィオ・ガブリエリは求愛でもするようにセラフィーナのスカートの裾すそを少し持ち上げ口づけた。

　それは、セラフィーナが夢見た忠ちゆう愛あいを誓ちかう騎士の仕し草ぐさ。しかし、その時のセラフィーナにはそれを喜ぶ余裕はなかった。

「～～って、人の話聞けェェ！　だから城は無理だって言ってるでしょうが!!」

「どうして？　サラのためなら無む償しようで設計してもいいよ」

　スカートの裾を持ったまま首を傾かしげるレオンツィオに、セラフィーナは真っ赤な顔のまま喚わめく。

「だ～か～らぁ～、そういうことじゃなくて、城とか建てるほどのお金、私は持ってないって言ってるの！　ウチがお金持ちでも私がお金持ちってわけじゃないの！　第一、あんな金額お父様でも簡単に動かせないんだからね！　わかってるの!?」

　必死の訴うつたえに、もレオンツィオの涼やかな顔は変わらない。

「いいや、できる。君は必ず城を建てる。君は──女神として君くん臨りんする力がある！」

　力強くそう言うと、レオンツィオは自分の言葉に興こう奮ふんでもしたのかその美び貌ぼうを赤らめ、そして立ち上がる──

「サラは僕の美の女神ミユーズだから！」

　スカートの裾を持ったままで。

「ンぎゃあァァァァァ～～～～～ッ!!」

　ペロリとスカートをめくられたセラフィーナは色気のない悲ひ鳴めいを上げる。

「バカアホ変へん態たい！　～～～モゲろッ!!」

　淑しゆく女じよとは思えぬ言葉で罵ば倒とうすると、セラフィーナはそのまま走って逃げ出した。

「アンタ、何してるんですか!?　あの方は今回の依い頼らい主のお嬢様なんですよ!?　また追い出されたら工房の職人さんたちの支払いどうする気だ!!　ボクの給料どうする気だッ!?」

　それまで空気だったニコラがキレ気味に忠言するも、レオンツィオは気にした様子もなく「結構綺麗な脚だったね」とふらちな答えを返すだけだった。

「～～チッ、……とりあえずボクが謝ってきますから、先生もちゃんとした謝しや罪ざいの言葉考えておいてくださいよ」

　ニコラは小さく舌した打うちして言い捨てると、逃げたセラフィーナを追い駆けていった。




「来るなぁ～～！　あなたもアイツの仲間なんでしょ、私を脅きよう迫はくする気なんでしょぉ！」

「お待ちくださいぃ～！　どうか、どうか謝罪だけでもお聞きください!!」

　喚きながら逃げるセラフィーナをニコラが追いかける。

　全くのインドア派であるセラフィーナの走りなど、美少女面づらしているとは言え一応男のニコラに敵かなうはずなく、すぐに追いつかれる。

「本当に申し訳ありません。どうか、ご無礼をお許しください！　だから、だから、解かい雇こだけはご容よう赦しやをぉ～！　故こ郷きようには老いた両親と幼い弟てい妹まいがいるんです、ボクの稼かせぎで養っているんです、家族を路頭に迷わせたくないんです!!」

　セラフィーナの足元に縋すがりつき、ニコラはその場に土ど下げ座ざして謝罪する。

「なんでしたら、マエストロにきついお仕置きしても構いません、死なない程度でしたら気がすむまで軒のき下したに吊つり下げて殴なぐってもいいですから！　だから解雇だけは、違い約やく金きんだけは～～」

　セラフィーナは焦あせりながら周りを見回す。人ひと気けのない裏庭とは言え、誰だれが見ているとも限らない。

　ニコラの言ってることは無茶苦茶だが、可憐な美少女（本当は男だが）がはいつくばって嘆たん願がんしている姿は、傍はたから見ると、どうしてもセラフィーナの方が悪役に見える。

「ちょっ、やめてよ……誰かに見られたら勘かん違ちがいされるじゃ──」

「許すと、水に流すと、不問に処しよすと、仰おつしやってくださいぃぃ」

　こんな姿を誰かに見られたら、「セラフィーナお嬢様、美少女を虐しいたげて高笑い。やっぱりモテない女の僻ひがみは怖いね☆」みたいな噂うわさが流れてしまう。

　ニコラの土下座は、完全に脅迫である。

「もォォ～許すから～許すからやめてくださ～い」

　セラフィーナは涙目で懇願するしかなかった。

　許しの言葉を引き出すと、ニコラはさっと立ち上がり、何事もなかったように平へい然ぜんと微笑む。

「よかった。これで実家の屋根が直せます」

　小さくつぶやいたニコラの言葉にセラフィーナは悔しくて泣きたくなった。師し匠しように引き続き、弟子の脅しにまで屈くつしてしまった。

「じゃ、そういうことで」

　ニコラはとても爽やかな笑顔で一礼し、涙ぐむセラフィーナを置いてとっとと去っていった。

「どうでもいいから、早く私のノート返して……」

　セラフィーナの声は回かい廊ろうに虚むなしく響くだけだった。




　もう疲れた。小さくつぶやき、セラフィーナは寝不足で重い頭をカウチの肘ひじ掛かけにもたれさせ、目を閉じため息をついた。

　レオンツィオとの交渉は決けつ裂れつに終わった。というよりも交渉の糸口を摑つかむ前に逃げ出してきた、が正解ではあるが。

「どうすりゃいいのよ……」

　誰に問うでもない独り言を漏もらし、セラフィーナは図書室特有の少し埃ほこりっぽい空気を吸い込んだ。

　ここはひとつ父の力を使い、無理やりにでもノートを取り返す、そんなことも考えてみた。しかし、そのためにはどうしてもノートの内容について触れなければならない。

　ノートの秘密を守るための奪だつ還かんなのにそれを明かすなんて、本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。

　父・ジラルドにあのノートを読まれるかと思っただけで、セラフィーナは胃が痛くなり変な汗あせが大量に出てくる。絶対無理だ。身内バレなんて、死んでも死にきれない。

　セラフィーナはレオンツィオの美しい横顔を思い出し、複雑な気持ちになる。

　どんなに美しくとも、セラフィーナの妄もう想そうを詰つめ込んだノートを返却してくれないレオンツィオは、自分の命を狙ねらう暗殺者よりも脅きよう威いであり、恐きよう怖ふの対象である。

　同時にレオンツィオの容よう姿しはセラフィーナの胸を甘くときめかせる。顔が好みすぎて本当に辛い。

　大だい嫌きらいなのに大好き。そんな二に律りつ背はい反はんな思いに、セラフィーナはカウチの上で小さく身を丸めた。

　──いっそ、あんなノートのことなんか諦あきらめて、知らんぷりしちゃえばいいのかも。

　そう思った瞬間、ズキリと胸が痛んだ。

　あのノートは恥はずかしい妄想の産物かもしれない。しかし、同時にセラフィーナの夢の結けつ晶しようでもある。

　現実では手に入らない、甘い恋や幸せな結けつ末まつ。政治の駒こまになることを決められたセラフィーナにとって、それは夢の中でだけ味わえる輝きなのだ。

　セラフィーナが少し涙ぐみ丸まっていると、扉の開く音がする。

「話に聞いたとおりだな」

　驚いたセラフィーナが身を起こすと、そこにはいつぞやの『イイトコのボンボン』がいた。

「……ここは当家のプライベートな場所ですよ。勝手に立ち入らないでください」

　ニヤニヤと笑う彼に、セラフィーナは厳きびしい表情を作る。

　今はセラフィーナの遊び場になっているとはいえ、本来図書室には高価な書物やダレッサンドロの資料も保管されており、屋敷の主の書しよ斎さいと同じ扱いの部屋だ。

　会合などのためにダレッサンドロの屋敷は開放されているとはいえ、勝手にプライベートスペースに入り込むのは咎とがめられる行こう為いだ。

「そんな怖い顔をしなくとも、私はあなたとお近づきになりたいだけなのです」

「どうぞお引き取りを。ここにはダレッサンドロの私的な資料も保管してあります。そのまま引き返していただけるなら、私も見なかったことにします」

　セラフィーナは硬かたい声で警けい告こくを発する。しかし男はニヤついた顔のまま室内に進み入り、セラフィーナに近づいてきた。

「臆おく病びような子猫のように威い嚇かくしなくとも、私は紳しん士しですよ？　少しの間あなたと恋の語らいをしたいだけです」

　もったいぶった猫なで声でへりくだってみせるが、彼の目にはセラフィーナを蔑さげすむ色がありありと見えた。

「まぁ、昨さつ今こんの紳士は家か人じんの咎めを無視して強ごう盗とうのように部屋に押し入ったり、教会の教えに反して情人を三人も作ったり、……大おお忙いそがしだこと」

　セラフィーナは眉を寄せ、不ふ快かい感かんを隠さずに彼を睨ねめつける。しかし彼はひるむことなくカウチの背もたれに手を置き、セラフィーナを見下ろした。

「そんなことを言って……妬やいているのですか？　紅真珠ともて囃はやされても、まだまだ子どもだな。私が大人の恋を教えてあげますよ」

　彼は気き取どった仕草で前髪をかきあげた。

　確かに彼は金持ちの気前のいいボンボンで、醜みにくくない程度に整った容姿をしている。酒場ではさぞかし女にモて、自分にも自信があるのだろう。

　しかし、セラフィーナにとって、その程度の男は鑑かん賞しようする価か値ちもない。

「そのレベルの顔で妬いてもらえると思うなんて、あなた本当におめでたいのね。……それに頭が悪くて私の言ったことわからなかったみたいだから、もう一度言うわね。私はあなたに『早くここから立ち去れ、ゲス野郎』って言ったのよ」

　侮ぶ蔑べつもあらわにセラフィーナは口元を歪ゆがめ、皮肉に嗤わらう。

　基本的にセラフィーナの胸中には求婚者たちへの悪口が渦うず巻まいている。罵ののしる言葉なら、苦もなくなめらかに吐はき出せる。

　プライドの高いおぼっちゃまの顔が一瞬にして赤くなり、憤ふん怒ぬの表情になる。

「～～ッ！　下手に出ていればいい気になりやがってッ!!」

　怒声をあげながら、彼はセラフィーナに手を伸ばした。

　──ヤバイ！　咄嗟に腕で顔をかばった瞬間、

「あぁ、探したよ、僕の女神ミユーズ」

　──のんきな声に、貴公子の動きが止まった。

　緊きん迫ぱくした空気の中、レオンツィオは先ほどの書き付けを手に微笑み、ズカズカとカウチの傍そばまでやってきて、断りもなくセラフィーナの隣となりに座った。

「そちらのお話はまだ時間がかかりそうかな？　僕もサラに用があるから、ここで待たせてもらうよ」

　そう言うとレオンツィオはその美貌を彼に向け、ひどく穏おだやかに笑った。

「さぁ、僕のことなど気にせず、話を続けてくれたまえよ」

　とんでもない美形の微笑みというものは、場合によっては武器にもなる。それを証明するように、レオンツィオの美しすぎる笑顔に、勘違いした『そのレベルの顔』ボンボンのプライドは粉々にくだかれた。

「覚えてろ」だか「今回は勘かん弁べんしてやる」だかを口の中だけでモゴモゴとつぶやき、テッスート地区のボンボンは退たい散さんしていった。




「勝手に隣に座らないでよ」

　小さく震えながらも気丈な口をきくセラフィーナに、レオンツィオは少し笑ってから怒った顔をした。

「君ね、ダレッサンドロのお嬢様なんて肩書が通用するのは公的な場所だけだ。こんな密みつ室しつに男と二人きりになったら、肩書きなんてなんの役にも立たない。……サラはただの非ひ力りきな女の子なんだよ。もっと気をつけなさい」

　レオンツィオの硬い声に、今頃になってセラフィーナの目から涙がこぼれ出す。

「……だって、舐なめられたら、私はアイツ等らに食いものにされちゃうじゃない。『ダレッサンドロ』の名前がある以上、私はただの女の子なんかじゃいられないもの」

　男に大声で怒ど鳴なられる、それだけで暴力的なことだ。

　本当はいつだって、男である求婚者たちが怖い。怖くて堪たまらない、しかし背を向けて逃げるわけにもいかず、なけなしの勇気を振り絞って威嚇している。

　セラフィーナはまだ震えている手を握にぎりしめ、自分の弱さを隠す。

「あの人たちも私が好きで言い寄ってるわけじゃないの。……『ダレッサンドロ』欲しさに、嫌々、仕方なく、可愛くもない小娘のご機嫌取りしてるだけなのよ。紅真珠なんてクッサイ名前まで考えてくださって、ホント、ご苦労なことだわ」

　セラフィーナはボタボタと落ちる誤ご魔ま化かしきれない涙を拳こぶしで拭ぬぐう。レオンツィオはその拳に自分の手をそっと重ね、もう片方の手でセラフィーナの頰を拭いた。

「……僕はね、いろんな国に雇やとわれて、いろんな所にも行ったし、いろんな君主とも直接会ってきた。サラみたいな立場の子もたくさん見てきたよ」

　セラフィーナの頰を拭いながら、レオンツィオは突とつ然ぜん語りだした。

「……それが何よ」

　レオンツィオの唐とう突とつな話に驚いたものの、セラフィーナは気を取り直し、涙を拭っていた彼の手をはねのけ、威嚇するように睨んだ。

「人形みたいに従じゆう順じゆんに運命に従したがう子もいたし、戦って新しい道を切り拓ひらこうとする子もいた。どちらが幸せになれるかなんて僕にはわからないけど、多分サラは従順に運命に従うなんて殊しゆ勝しような真ま似ねはできない。従順でいようとすること自体が無理なんだ」

「──なっ!?」

「だって、君には想像力がありすぎる。サラは自分の心が自由だともう知っている。運命に縛しばられ続けるなんて、きっとできない」

「はぁ？」

「できないことをやり続けるのは苦痛だ。だからサラは戦ったほうが幸せでいられる」

　話の流れについていけず、いつの間にか涙が引っ込んだセラフィーナは、ぽかんと口を開けて隣に座るレオンツィオを見ていた。

　あ、やっぱりこの顔好き。そんなことを考えていると、彼はにこりと笑い手を伸ばす。

「サラは自由でいるための武器も持っている。この書き付けがそれを証しよう明めいしてくれた」

　そう言うと持っていた書き付けをセラフィーナに手渡した。

「これは返すよ」

「……いや、こっちじゃなくて緑のノートを返して……」

「あれはダメ。アレ返したら、サラは僕から逃げちゃうでしょ」

　レオンツィオはセラフィーナの頭をポンポンと軽く撫なでると、妖しく笑う。その仕草にセラフィーナは何も言えず、耳まで真っ赤にする。

「……意味わかんない」

　彼から目を逸らし、書き付けを握り締めた。

「サラは望めばなんだってできる。望んだものが手に入らないのなら、それは正しい方法で望んでないからだ。……あのノートみたいにね」

　レオンツィオはセラフィーナの耳元に囁くと立ち上がり、そのまま図書室を出ていった。

　まだ彼の囁きの余よ韻いんを残す真っ赤な耳を押さえる。

「何が言いたいのか、わかんないよ……」

　ドクドクとうるさい心臓を守るように、セラフィーナは躰からだを丸めて目を閉じた。




　レオンツィオと顔を合わせると調子がおかしくなる。セラフィーナはどうしようもなく火ほ照てる頰を押さえた。

「顔が好きすぎるからいけないのよ！　だってあの人の言ってることは無茶苦茶だもん、顔さえ合わせなきゃ、言いたいことちゃんと言えるし、私の主張の方が真っ当だもの！」

　セラフィーナはバタバタとカウチの上で暴れ、頭の中からレオンツィオの美しすぎる顔を追い出した。

　とにかく、何がなんでもノートを取り返す!!

　その基本に立ち戻り、セラフィーナはノート奪還の作戦を考えてみた。
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　投げた円えん盤ばんの行方ゆくえを見るふりをして、少年は頰を薔ば薇ら色に染め、その美しい横顔を盗み見ていました。

　太陽の神である彼は草原の向こうに消えた円盤に目を凝こらし、少年の視線には気づかないでいます。

「随ずい分ぶんと遠くに飛んでいってしまいましたね」

　胸の高鳴りを隠しながら少年が声をかけると、彼は振り返り、輝くような笑顔になりました。

「しかし、お前はここにいる」

「……アポロン様」

　二人は抱き合うとゆっくりと唇を寄せ、禁きん断だんの花園へと堕おちていくのです──







「～～って、おいィィ!!　何書いてるのよ私ッ!?　『堕ちていくのです』じゃないっつうの！　ノート奪還の作戦考えるの！　神話モチーフの同性愛モノ書きだしてどうする!?」

　ノート奪還作戦を書くために用意した紙に、セラフィーナは無意識に近いレベルで疚しい物語を書き綴つづっていた。

「もうツライ……自分がイタい子すぎてツライ……」

　死にそうな声でブツブツとつぶやき、セラフィーナは頭を抱えた。

　緑のノートのことを考えようとすると、どうしてもレオンツィオのことを考えてしまい、ついでに朝見た光景を思い出してしまう。

　レオンツィオとニコラのような見み目め麗しい男同士が意い味み深しんに話し合う姿は、セラフィーナの創作意欲を無意味にかき立て、本来やらなければいけないことを意識の外に追いやってしまう。

「……しかし、美形は何やっても様になるなぁ～」

　セラフィーナはあこがれに満ちた息をつき、ニコラの可憐な顔を思い出していた。

　明るい金色の巻き毛に白い滑なめらかな頰、スミレ色の大きな瞳は長い睫まつ毛げに縁ふちどられ、ふっくらとした唇は薔薇の蕾つぼみを思わせる。

　うっとりとするような美少女（男だが）は、床にはいつくばって土下座をする姿ですら可愛らしい。その可愛らしさこそが、脅迫的な要よう素そを増す一因ではあったが。

　あんな美少女に生まれたかった。そんなことを思いながら、ニコラの美貌についてあれこれ考えるうちに重要なことに気づいた。

　ニコラは顔だけならば美少女だ。あまり男らしくない容姿のためか、彼とはそれほど緊きん張ちようせずしゃべることができる。

　しかもニコラはレオンツィオよりも常識人のようだ。つまり、ダレッサンドロの権けん威いに物を言わせこちらの言い分を通すことができる相手かもしれない。

「慎重であるより果断であれ、しかし喧けん嘩かは勝てる相手とだけにしろ」

　ダレッサンドロの家訓でもある言葉をつぶやき、セラフィーナは丸め込めそうなニコラにターゲットを変更し、ノート奪還作戦を練ねり直した。




　権威に弱い者には権威を笠かさに着た懐かい柔じゆう、と見せかけた脅迫。それが一番効こう果か的てきだ。

　そんな結論に達したセラフィーナは「アンタたちの待たい遇ぐうよくするよう私が動いてアゲル、そのかわり言うこと聞かないならわかってるんだろうな、アァ～ン？」作戦を実行すべく、ニコラと直接コンタクトを試みた。

　彼らは屋敷の別館にアトリエを構えている。セラフィーナは朝食時にさりげなくアトリエ見学の希き望ぼうを伝えた。

「あ、新しく雇ったマエストロのアトリエが、み、見タイナ～。誰か、工房の方に伝えてくれないカシラ？」

　怪あやしいほど棒ぼう読よみのセリフに、ミランダは苦笑いを浮かべ、やけに優しく答える。

「まぁ、お嬢様ったら……お耳が早いこと。そうですよね、弟子の方もびっくりするほどの美少年ですものね」

「ミラ、ち、違ッ！　そういうのじゃなくて──」

「わかっております。ミランダがちゃんと先方に伝えておきます。……もう、お嬢様ってば本当に美形お好きですよね。……まぁ、私も大好きですけど」

　ウフフと大きな胸を揺ゆらし意味深に笑うミランダは、給きゆう仕じがすむとさっそくレオンツィオのアトリエと約束を取りつけてくれた。

　セラフィーナの大事な何かはゴリンゴリンに削けずられたが、午後には見学と称しようし別館に潜もぐり込こんでいた。手違いさえなければニコラが案内役になるはずだ。

「フフフ……完かん璧ぺきだわよ。これであの美少女男は交渉のテーブルにつかないわけにはいかないッ！」

　セラフィーナは通された応接室で案内役のニコラを待ちながら不敵に笑っていた。が、いつまでたってもニコラは現れない。

　出された菓か子しをつまみながら気まずい時間を潰つぶしていたが、半時経たってもニコラがやってくる気配は一向にない。

「……依頼主の一人娘を待たせるとか、ありえないし」

　ほとほと待ち飽きたセラフィーナは苛いら立だち、こちらからニコラを探すことにする。

「大体、別館っていったって元々私ンチなわけじゃない。勝手に家や捜さがししたところで、なんか問題あるわけ？」

　別館の現在の住人はレオンツィオたちである。勝手に家捜ししていいわけがないが、セラフィーナは無理やりな理屈でよしとした。

　ぐるぐると別館の内部を廻まわり、とはいってもそれほど広くない建物である。部屋を二、三見て回ったところで、すぐにニコラを見つけた。

　彼は別館の裏手にある勝手口で、中年男性と揉もめていた。

「だから、今人を待たせているんです。今日のところはお引き取りください」

「いいえ、今日こそは色よい返事をいただかないと……私の立場も察さつしてください」

　険しい顔をするニコラに中年男性は詰め寄り、必死に口く説どく。

「お願いです。ただ一言、好意を示しめしていただければ……それだけで私は救われる……」

　哀あわれなほど懇願する男に、ニコラは可愛らしい顔を歪めて冷たく言い放つ。

「無理なものは無理です。第一、そちらは既き婚こん者しやでしょう。そんな方に秘ひ密みつ裏りにとはいえ恋愛を望まれるなんて、こちらも困ります。外聞がよくないとは思わないのですか？」

「……そのようなこと、よくある話ではないですか！」

　ニコラの拒絶に男は顔を赤くし詰め寄る。

「お願いです。ただ『憎にくからず想っている』と言っていただければ、私はッ！」

　背を向けようとするニコラの腕を摑み、男はなおも言い募つのっている。

「どうか、どうか慈じ悲ひを……」

　男の悲しい声に、ニコラは不快そうに眉を寄せた。




　──うわぁあああ!!　修しゆ羅ら場ばだ！　ニコ君、おっさんの心弄もてあそんでポイ捨てしたんだ！　魔性だ！　魔性の美少年とか……アリです、ご馳ち走そうです!!

　またしてもセラフィーナは扉の陰に隠れ、ニコラと中年男性のやり取りを鼻息荒く盗み見していた。

　ここに来た目的も忘れ、セラフィーナは目の前で繰くり広ひろげられる美お味いしすぎる光景に「グフフフフ」と不ぶ気き味みな声を漏らし見入ってしまう。

　すると、例のごとくニコラの肩がびくりとはねた。ニコラは素早く振り向き、緩ゆるみきった顔のセラフィーナと誤魔化しようのないほど、しっかり目が合った。

「……ゴ、ゴゴゴ、ごきげんよう」

　咄嗟に愛あい想そ笑いを浮かべ、セラフィーナは白々しく礼をしてみた。

「……セラフィーナお嬢様」

　怒った表情のままのニコラは小さくつぶやく。今いま更さらのように隠れようとしたセラフィーナに、ニコラは突然笑顔になる。異様に明るく、大きな声で話しかけてきた。

「あぁ、お待たせして申し訳ありません。すぐにそちらに参ります」

　ニコラは笑顔のまま気味が悪いほど愛想のいい声でそう言うと、迫せまっていた男を振り返る。

「あちらが新しい依頼主、ダレッサンドロ家のお嬢様です。セラフィーナお嬢様はマエストロ・レオンツィオが美の女神と賞しよう賛さんされておりまして……私どもの大切な方です、といえばご理解いただけますよね？」

　ニコラの説明に中年男性の顔が歪む。引きつった愛想笑いを浮かべたままのセラフィーナを睨み、憎にく々にくしげに吐き捨てる。

「人のものを横から奪いやがって……卑いやしい金貸しが」

　わけもわからず中年男に侮辱され、セラフィーナは口元を歪めた。

「あら、行ぎよう儀ぎも知らない田い舎なか者もののほうが、よっぽど恥ずかしくてよ？」

　──やっちまった。ついつい吐き出してしまった自分の傲ごう慢まんな嫌いや味みに、セラフィーナは後悔したが、既すでに中年男は憤怒に顔を赤黒くしていた。

　やってしまったものは仕方ない。ままよとばかりにセラフィーナはツンと顎あごをあげ、自分を睨む中年男を見下し命じた。

「あなた、もう帰っていいわよ。ご苦労様」

　鼻持ちならないセラフィーナの高たか飛び車しやな態度に、中年男は腹を立て、そのまま挨拶もせず肩を怒らせ去っていった。

　勝手口から男が出て行く姿を確認すると、セラフィーナは大きなため息をつき、ニコラをきつく睨んだ。

「ちょっと、勝手に巻き込まないでよ。あの人絶対私のこと恨うらんだじゃない。関係ないのに、おっさんにメチャ睨まれて……やってられないっつうの!!」

　最後の方はしれっと傍ぼう観かん者しやのふりをしていたニコラに、セラフィーナは悔しくて歯ぎしりをした。

「あなたたち、なんなのよ。疫やく病びよう神がみとかなの？」

「失礼なこと言わないでくださいよ。疫病神なのはマエストロだけです、ボクはその被害を最小にするため、いつもどれほど苦労してるか……」

　思わず半べそになるセラフィーナに、ニコラは逆ギレしながら愚ぐ痴ちりだす。

「大体、今回だって先生がアグロス公国に絵画制作依頼で招かれたのに、現地に行ったら大たい公こう夫人の肖しよう像ぞう画が描くのがどうしても嫌だって言いだして……。アルゲンターリアのダレッサンドロ様に頼み込んで召しよう喚かん依頼してもらってアグロスから逃げてきたんですよ？　だからさっきみたいな人が、未だにアグロスから大公夫人の使者として来るんですよ？　それ断るのいつもボクなんですよ？　ボクだって大公夫人の半なかば恨み言の恋こい文ぶみに返事を代筆するのきついんですからね!!　それなのに……あんにゃろ、仕事しないならマジで吊るす」

　なるほど、先ほどの中年男性はアグロス公国の使者で大公夫人の意い向こうを伝えに来た、そういう構図だったのか。

　ニコラに恋心を抱いだいた中年男性ではなく、レオンツィオに恋心を抱いた大公夫人が使者を通じて口説いていた、ということだった。

「──ッチ」

「お嬢様、今なんで舌打ちした!?　今の話のどこに舌打ちするところがあったんですか!?」

　多少がっかりしながら、キィキィと髪をかきむしりヒステリーを起こすニコラの説明を聞く。

「どうせ、今日もお嬢様がここに来たのは先生に関係があるんでしょ！　全く、あのバカ、お嬢様に何しでかしたんですか？　アイツが口説いたとかなら本気にしないでください。いつもフラフラ調子のいいことばっか言ってる奴なんです。基本的にクズなんです。仕事はできますが、人間としてはどうかしてるんです」

　仮にも自分の師にあたるレオンツィオを酷こく評ひようするニコラに、セラフィーナは若じやつ干かん引いた。怒り心しん頭とうといった様子のニコラから、レオンツィオの自由すぎる行動が窺うかがえる。万事あんな調子なんだろうと、セラフィーナはレオンツィオとの会話を思い出し、顔を引きつらせ微び妙みような笑みを浮かべるしかない。

　──大公夫人もレオの魅み力りよくにやられちゃったのか。確かにかっこいいもんなぁ。

　騎士のように跪き忠愛のキスをした彼の姿が浮かんだが、慌あわててそれを打ち消す。

　レオンツィオとニコラの秘め事めいた会話を覗いて喜んでいた身としては、彼に恋心を抱くのは違う気がする。

　──それに私は現実の男とか、興味ないし！　美男子を鑑賞するのは好きだけど、それ以上は無理だし！　絵的にも私と並ぶよりニコ君の方が絶対似に合あってるし!!

　少しだけ胸が痛んだが、言い訳じみた理由を作ってセラフィーナはその痛みに気づかないふりをした。

「だ、大丈夫よ。私はその……理解ある方だし」

「……なんの理解ですか？」

「イロイロよ！　その、イロイロ、立場とか嗜し好こうとか……」

　セラフィーナはうへへと卑屈な笑みで、訝いぶかる表情のニコラの懐柔を始めた。

「実はね、お宅のマエストロがちょっとした手違いで私の私物を持っていて、返してくれないのよね。それを返していただけるなら、彼の無礼なんて気にしないから！　……緑のノートなんだけど、ここで待ってるから持ってきてくれないかしら？」

　慣れない愛想笑いをしながら、早く返しやがれコノヤローを丁寧に伝えてみた。

　するとニコラは申し訳なさそうに眉を曇くもらせ、さっそく謝罪を始める。

「ご迷めい惑わくをおかけしたようで、本当に申し訳ございません。さっそくガブリエリに伝え、お返しするようにしますので──」

「チョッ待っ！　アイツに伝えるのはマズイの！」

　ニコラの申し出にセラフィーナは慌てる。頑かたくなに返却を拒こばむレオンツィオに伝えたところで、「返さない」という返答しかないことはセラフィーナでもわかる。

　焦あせったセラフィーナからは、自分が用意していた話の進め方や提案が抜け落ちていく。

「できればね、内ない緒しよで取り戻して欲しいの！　こっそりと、気づかれないように！」

「いくらなんでも、そんな泥どろ棒ぼうみたいな真似できませんよ」

「そこをなんとか！　あの人、頼んでも返してくれないんだもん。持ち出してもらうしかないのよ！　なんなら、成功報ほう酬しゆうを渡すから……お願い!!」

　ニコラの人として正しい至し極ごく当然な返答に、セラフィーナは頼み込む。そのあまりにも必死な姿にニコラは訝り始める。

「……お嬢様がそれほどにおっしゃるとは、そのノートは一体どういったものでしょう？　疑うわけじゃないですが、ソレが本当にお嬢様のものだと証明していただけませんか？　例えば内容をお話しいただいて、ボクが確認するとか……」

　ニコラの言葉にセラフィーナはグッと言葉に詰まり、モゴモゴと口ごもり俯いてしまう。

　──何言ってるの？　この美少年。言えるわけないでしょ～!!　自分の名前をつけたヒロインの、アレな感じの恋愛物語がみっちり書き込まれたノートですって……。ホント、馬ば鹿かなの？　私が馬鹿すぎてツライ……。

　セラフィーナは顔を赤くして涙目で喚く。

「もう、内容とかいいから！　今すぐ返してくれるなら、十フィオリーノ払ってもいいわ。だから、ね？」

　金に物を言わせた交渉にニコラの顔はますます強こわばる。ニコラは隠すことなく疑いの眼まな差ざしをセラフィーナに向けた。

「失礼ながらお嬢様、十フィオリーノといえば普通の職人が一月に稼げるかどうかという大金なんですよ？　ノートを返却するだけの報酬としては多すぎますよね？」

　何か疚しいことがあるんだろ？　言外に尋ねるニコラは可愛らしい顔に似合わぬ厳しい目をして、俯くセラフィーナを見ていた。

　──マズイ、これはマズイことになった。

　セラフィーナは交渉が決裂したことを理解すると、ノート奪還作戦をすぐさま撤てつ退たいに切り替えた。

「……あ、あの、もう、もうホント、いいデス」

　上うわ擦ずった声でそれだけ言うと、セラフィーナは一いち目もく散さんにニコラの前から離り脱だつした。




「ちょっと！　メッチャ、ガード堅かたいじゃないのぉ!!　ニコ君なら簡かん単たんに切り崩せそうとか言ったやつ、誰よ!?　私だよッ！　うわぁぁ～～～ん、私のバカァ!!」

　セラフィーナは図書室で一人反省会をし、クッションを叩きながら悔し涙にくれた。

　思った以上にニコラは手堅くしっかりしていた。可愛らしい顔をしているから、強気に押せば言うことを聞きそうだと思っていた自分の甘さが憎い。

　ノート奪還の難なん易い度どが異常に高くて涙目、もう無理です。そう結論づけたくなってきた。

「脅迫も泣き落としも無理、もちろん買収も無理……あとは、強奪か、色仕掛け……」

　セラフィーナはつぶやくとクッションに頰を押しつけた。

　物語に出てくる怪かい盗とうや密みつ偵ていのようにひらりと窓から屋敷に侵しん入にゆうする。そこまで想像して、セラフィーナは深いため息をついた。

　乗馬もできない完全なるインドアっ子で、平へい坦たんな道でつまずいて転ぶこともあるというのに……。

　セラフィーナは、自分の肩の高さにある窓まど枠わくに上ろうと試みた。

　まずは窓枠に手をついて、体を持ち上げスカートを蹴けり、壁に何度も足をよじらせ……。

「フンヌーっ!!　どっこぉ～～い!!」

　モゾモゾともがきながら奇声を発し、窓枠に右膝を載のせるまでに三分、左膝を載せるまでにさらに五分かかった。

　これが別館の窓だったら──そんな想そう定ていでやってはみたものの……。忍しのび込む前に、周りに人だかりができる程度の時間はかかり、間違いなく騒さわぎになるだろう。

「……無理。わかっていたけど、ホント無理……」

　ハァハァと肩で息をして窓枠に座り、改めて自分の運動音おん痴ちぶりと強奪という手段の不可能さを認識していた。

　いつもとは違う目線で図書室を眺めながら、セラフィーナはもうひとつの色仕掛けについても考え──

「いや、考えるまでもなく無理だよね。色仕掛けされる自信はあるけど、するとか……自分より美人の男に色仕掛け……悲しい結果しか想像できないわ」

　ウヘヘと不気味な自じ虐ぎやくの笑い声を漏らし、セラフィーナは体をひねり窓の外を見た。その悩みを嘲あざ笑わらうかのように、空は晴れ渡り平和そのものだ。

　改めてノートを諦めることを検けん討とうしなくてはいけない。国家機密が書いてあるわけでもない、夢物語を綴っただけのもの。人に見られたところで、セラフィーナが恥はじをかく程度の被害しかない。そんな「たかが」ノート一冊のことなのだ。

　──本当に諦めなきゃいけないのは、ノートだけじゃないのかもね。今の状況とか、これからのこととか、そういうの全部に変な期待をする気持ち。この気持ちこそ、早く捨てちゃったほうがいいんだろうけど……。

　青い空を見つめ、セラフィーナは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「……馬鹿なことしか書いてないノートだもん。あんなのなくなったっていいじゃない」

「そんなに簡単に諦めちゃダメだ」

「～～!?　ンギャッ!?」

　突然かけられた声に、セラフィーナは驚きすぎておかしな悲鳴を上げてしまう。

　窓枠から落ちそうになりながら振り向くと、いつの間に現れたのかレオンツィオがセラフィーナを見上げていた。

「あれはサラの大切なものなんだろ？　あんなもの、なんかじゃないはずだ」

　セラフィーナは真剣なレオンツィオの顔をしばらく見つめていた。真しん摯しにまっすぐセラフィーナを見つめる水色の瞳は、澄んでいてとても綺麗だった。

　頰を染めレオンツィオに見み蕩とれている自分に気づき、セラフィーナは浮かんだ甘い気持ちを追い出すように、頭を左右に振ってから彼をきつく睨む。

「そう思うなら、いい加減にノート返してよ！」

　セラフィーナの非難を込めた刺とげ々とげしい声に、何な故ぜか彼はニコリと笑う。

「ダメ。僕は決めたんだ、紅真珠と一緒に城と街を造るって。それができるまで、ノートは返せない。だからサラも諦めずにいてくれないと困る」

「……あなた、本当に何言ってるの？　支し離り滅めつ裂れつすぎるわよ」

「そうかな？　とても単純なことを言ってるつもりなんだけどな……。素晴らしい才能を埋うもれさせることは、この世界にとって大変な損そん失しつだ。だから貴重な財産を埋もれさせないように僕は動く。──わかりやすくないかい？」

「……いいえ、全然わかりません。……ところであなた、いつからそこにいたの」

　セラフィーナがムッとした顔で咎め立てたが、彼は楽しそうに笑ったままだった。

「奥の書庫で、朝からずっと水路の資料を見てたからね。……サラがそこによじ上るのも見せていただいたよ」

　つまり最初から見ていた、ということだ。セラフィーナは恥ずかしさに顔を真っ赤にし、そっぽを向く。

　真っ赤になったセラフィーナの耳を見ると、レオンツィオはますます嬉しそうに笑い、すっと手を差し出した。

「ねぇ。案外、色仕掛けは効果的かもしれないよ。一回試してみたら？　──だから、降りておいで、姫君」

　──なんじゃぁああコイツ～!!　なんたるキザ、なんたるタラシ！　そんなセリフで私がホイホイ言うこと聞くとか思ってんのぉおおお!?

　心の中で罵倒しまくったが、セラフィーナの顔はこれ以上ないほど赤くなる。震える指でスカートの生き地じを強く握り締めた。

「アンタの手なんか借りるもんですか！　……そこどいてよ、このくらい自分で降りられるから」

　わけもなく潤うるんでしまう目でレオンツィオを睨みつけると、彼は苦笑いしてからおとなしく退どいた。

　……ヤバイ、けっこう高かった。足の裏から床までの距離を見て少し後悔したが、セラフィーナはフンッと鼻を鳴らし、思い切って飛び降りた──ところまではよかったが、結局着地に失しつ敗ぱいした。

「フギャッ！」

　よろめいたところを彼に抱きとめられ、何故かそのまま抱きしめられた。

「強くて弱い、硬くて柔やわらかで、尖とがっていて丸くって、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで即そく断だんする。すぐ曲がるくせに決して折れたりしない……サラはとっても不ふ思し議ぎだね」

　耳をくすぐるレオンツィオの低く甘い声に、セラフィーナの心臓は口から出そうなくらい飛び跳ねた。

「何言ってるか、わかんない!!」

　セラフィーナは猫のように暴れて彼の腕から逃げ出そうと必死にもがく。

　レオンツィオは声を上げ楽しそうに笑うと腕の力を緩めてセラフィーナを逃がした。そして泣きだしそうな目で睨むセラフィーナを見つめ、花が綻ほころぶようにうっとりと笑った。

「セラフィーナが好きってことさ」

　ヒュッと小さく息を吞のみ、セラフィーナは瞬まばたきもできずレオンツィオの微笑みを見つめていた。

　愛の告白なんて聞き飽きている。求婚者たちを蹴散らす、いつもの事務的な返答をしようと口を開いたが、唇は震えるばかりでうまく声が出せない。

　セラフィーナは脂あぶら汗あせを垂たらし、生まれたての子鹿のようにプルプルと小こ刻きざみに震える。

「ぁぁアホォォォ～～～ッ!!」

　掠かすれた情けない叫びをあげ、頰を赤く染めたまま、セラフィーナは走って逃げた。
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「お父様、お話があるの」

　セラフィーナは暗く真剣な表情で突とつ然ぜん書しよ斎さいをおとずれた。娘から訪たずねて来たことにジラルドは少し驚おどろいたが、気を取り直し冷静な父の顔を作る。

　これまでの態度を反はん省せいして、親子としての対話をしようと来たに違いない。

　ジラルドはそう思い、セラフィーナの反省の弁を聞くべく鷹おう揚ように構えた。

「サラちゃん、まずはそこに座りなさい」

　威い厳げんを込めた声で椅い子すを勧すすめると、セラフィーナは黙だまって従したがい、おとなしく腰かけた。久方ぶりの口答えをしない娘の姿に、ジラルドは小さな感動を覚える。

　長かった反抗期もやっと終わった、これからは昔のように可か愛わいく素す直なおな娘に戻るのだろう。厳きびしい顔を保たもとうとしても、つい頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　娘の幼おさない頃の愛くるしい姿を思い出して、ジラルドが感かん慨がいに浸っていると、セラフィーナは硬かたい表情で口を開く。

「お父様、私、城建たてるから、お金貸して。そうね、五百万フィオリーノくらい」

「……えっ、城？　五百万？」

「うん、城。五百万フィオリーノ貸して」

　ジラルドは感慨に浸ったままの顔で動かなくなった。

　──しばらくお待ちください。

「はぁぁぁぁぁぁ～～～～～!?　何言ってるの？　ねェ何言ってるのサラちゃん!?　城って何？　城ってなんのこと!?」

「城って、君主の職場兼住居の大きな建物。城と街だから街の部分も忘れずに」

「そういうんじゃなくて!!　……城と街だよ？　冗談か何かかな？　城なんだよ!?」

　何事にも動じない狡こう猾かつな政治家と呼ばれるジラルドは、動どう揺ようしきった様子で何度もセラフィーナに確認する。

「うん、冗談じゃなくて城ね。とにかく急いで城建てなきゃならなくなったから」

　話はすんだとばかりに立ち上がろうとするセラフィーナに、ジラルドはつい大きな声を出した。

「待ちなさい、セラフィーナ！」

　滅めつ多たに声を荒らげない父の怒ど声せいに、セラフィーナはビクリと肩を竦すくめた。

　セラフィーナはじわりと目元に涙を浮かべると、それまでの硬い表情がみるみる崩くずれだす。

「セラフィーナ、そりゃ私も今まで君のおねだりはなんだって聞いてきた。でもね、城は君のおねだりする異国の書物や絵巻と違うんだよ。私の言ってること、わかるよね？」

　父の厳しい声にセラフィーナは涙ぐみながら奥歯を嚙かむ。

　自分がとてつもなくおかしなことを言っているのはわかっている。わかってはいるが、最も早はやこれしかないのだ。

「だって、お父様言ったじゃない！　言い寄る男とは距きよ離りをとれって!!　だってアイツ城建てない限り、私につきまとう気マンマンだもん。もうサクッと城建てて、早く退たい散さんしてもらうしかないじゃない～!!」

　娘の叫びに、ジラルドは思わず頭を抱かかえる。

「は？　はぁ!?　はぁぁぁ!?　いや、わかんないから！　サラちゃんの言ってること、父さん、全然わかりません！　あと、男って何？　男ってどういうこと？　何がどうしたら男の子に城建てろって迫せまられるの？　今の若い子、そういうふうに女の子口く説どくの？　強気男子がモテるとかなの？　でも強気すぎない？　いや、強気のレベル超えて無理難なん題だいって感じじゃない？　壁ドンみたいな感じで城ドンとかなの？　好きなの？　サラちゃんは城ドンが好きなの？」

　一気に捲まくし立ててはいたが、ジラルドの言葉の大半は話に関係のない質問になっていた。

「べべべべべべ別に好きじゃないし！　城ドンなんて、むしろ嫌きらいですし！」

　城ドンって何？　いや、城ドンどうでもいい。

　そんな当たり前の思考はパニックに陥おちいった父娘おやこから、スッポリ抜け落ちていた。

　アワアワと落ち着きなく、会話として成立しない、投げっぱなしの大きな独り言を互いに言い合っていると、秘書官のジャンニーニが書斎のドアを叩いた。

「失礼いたします。レオンツィオ・ガブリエリ様がお見えです」

　ジャンニーニが告げた名に、セラフィーナは咄とつ嗟さに父の仕事机の下に隠かくれようとする。

「え？　さっき言ってた城ドン男子ってレオンツィオ君なの？　格かつ好こういいと城ドンとか許されるの？」

「許してないし！　そんなことより、お父様邪じや魔ま!!」

　モソモソといまだに揉もめている父娘を冷たい目で眺ながめて、ジャンニーニは大きな声で再確認した。

「レオンツィオ・ガブリエリ様がお見えです！　もう通しますからね」

　訂てい正せい、事後承しよう諾だくだった。

　ジャンニーニの宣言に二人が異い義ぎを唱となえるよりも早く、レオンツィオが颯さつ爽そうと書斎に入ってくる。

　レオンツィオはセラフィーナの顔を見ると嬉しそうに微笑ほほえみ、「チャオ」と唇だけ動かして軽く手を振った。

「レオンツィオ君、何か用でもあったかな？　細かな打ち合わせならば、ジャンニーニか担当者にしてくれればいいよ」

　余よ裕ゆうがあるとは言えないギクシャクとした動きでソファーに座り、レオンツィオにも椅子を勧める。腐くさってもダレッサンドロ家当主ジラルド、娘に城ドンした男にも表面上は冷静に対たい応おうした。

　レオンツィオはジラルドに従い、彼の向かいの席に座った。セラフィーナは書斎から抜け出るタイミングをなくし、かといって今いま更さら机の下に隠れるわけにもいかず、気まずい顔で部屋の隅すみに立っていた。

「シニョール、僕がここに来たのは、そちらのセラフィーナ嬢のことについてお話があるからです」

　レオンツィオが切り出した言葉に、ジラルドとセラフィーナの顔に緊きん張ちようが走る。ジラルドは少し姿し勢せいを直し、レオンツィオの目をジッと見み据すえて先を促うながした。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申しましょう。セラフィーナ嬢をたったひとりの花はな婿むこのモノにするなんて、金貨をドブに捨てるようなものです。もっと大きな役割こそ、彼女にふさわしい。──セラフィーナ嬢はこの街の女神として君くん臨りんするべきだ」

　突然のレオンツィオの提てい案あんに、ジラルドは首を傾かしげ微笑む。

　わかりません、そんな顔になったジラルドに、セラフィーナは同情めいた視線を送った。

　レオンツィオは数枚の書き付けを取り出し、ジラルドに渡す。

「それは、『城と街を造りたい』という僕の一言だけでセラフィーナ嬢が作ってくれた、建設予算の概がい算さん書しよの写しです。彼女の言葉のとおりなら、あの図書室にある資料だけをヒントにたったひとりで、しかも一晩でそれを作り上げた」

　レオンツィオの言葉に、ジラルドは書き付けを食い入るように見つめる。

「シニョール、あなたならば解るでしょう。その書き付けが証明したセラフィーナ嬢の稀け有うな才能が。数字から状況を読み取る洞どう察さつ力、少ない単語だけで物事を組み立てる推すい理り力、資料だけで現実を構成できる分析力。何よりもすごいのは、それらの力すべてを活いかす凄すさまじいまでの想像力。……あなたが大陸中の男を並べ、次代のために欲した才は、あなたの娘が有あり余あまるほど持っている」

　ジラルドは書き付けに視線を落としたまま、何も言わず彼の言葉を聞いていた。

「お金は寂さみしがり屋だ、たくさんあるところに自然と集まってくる。同じように才有る人物も寂しがり屋だ、才有る人物がいるところに自然と集まってくる。──セラフィーナ嬢は才あるすべての者を引き寄せ君臨する、アルゲンターリアの要かなめとなるでしょう」

　託たく宣せんじみたレオンツィオの言葉にジラルドは少し笑い、ようやく書き付けから顔を上げた。

「レオンツィオ君、えらく娘を気に入ってくれたみたいだが……私はこれでも金貸しで、商売人だ。実じつ績せきもない、担たん保ぽもない、そんな者に多くの出資はできない。君たちはどれほどの担保を差し出せるんだい？」

　冷れい徹てつな金貸しの顔でジラルドは薄うすい笑みを浮かべた。レオンツィオはジラルドの放つ威い圧あつを軽くいなし、穏おだやかなまま答える。

「セラフィーナ嬢の人生すべて──」

「おい、こら待て！　何勝手に私の人生を質しちに入れてるのよ!!」

　ものすごく重いシリアスな空気におとなしく黙っていたセラフィーナだったが、我が慢まんできずに思わず突っ込んでしまう。

「つうか、この話の流れはなんなの？　私の今後、みたいな話なんだから、そこは私の同意をとってから進めようよ！」

　憤ふん慨がいするセラフィーナに、レオンツィオは意外、とでもいうように目を瞬しばたたかせる。

「同意は必要なのかな？　サラはこのままおとなしく、どこぞの有力者の息子むすこや成なりあがりの野心家の従じゆう順じゆんな妻になるつもりだったの？」

「そ、それは……」

　レオンツィオの意地の悪い問いかけに、セラフィーナは答えに詰つまり黙ってしまう。

　そんなの嫌いやに決まってる。尊そん敬けいもできない相手に自分の何もかもを任せて、ただ黙って従うしかないこれからなんて、想像しただけで吐はきそうだ。

　しかし、自分で戦うなんて考えてもいなかった。戦って自分の未来が変えられる可能性があるなんて、と思ってもみなかったからだ。

　セラフィーナは複雑な表情で父を見た。ジラルドは温度のない顔で、静かにセラフィーナを見ていた。

「……私は──」

　それだけ言って、セラフィーナはまた黙り込む。このまま耐たえるだけなんて嫌だ。かといって自分で戦うのも怖い。

　──いきなりそんな決断できないって！　今まで私、お父様と口くち喧げん嘩かぐらいしかしたことないのよ？　人生かけて戦えって言われたって、どうやってやるのよ!?

　怯おびえた視線をさまよわせていると、レオンツィオは静かに宣せん誓せいした。

「それにつけ加え、レオンツィオ・ガブリエリのこれから先すべての契けい約やくをアルゲンターリアに捧ささげましょう。万能の天才と呼ばれたこの僕が、アルゲンターリアの専属マエストロになります」

　その宣誓にジラルドの眉まゆがぴくりと動いた。レオンツィオはジラルドの小さな変化に口角を上げる。

「アルゲンターリア専属となるからには、僕の新たな契約はすべてダレッサンドロ家の管理下で行っていただいて構いません。もちろん、他国からの招しよう聘へいを断るのもそちらの自由。僕がプロエリウムの地を再び踏むことなく、ヴァレンシア卿きようの屋や敷しきの門を潜くぐることもなく……。そうすることだって可能だ」

　脅おどしにも似たレオンツィオの発言に、ジラルドはクツクツと低く笑い彼を見た。

「なるほど、君は自分の才を正しく評ひよう価かしている。なおかつ、こちらが一番値ねをつけざるを得えない売り方も知ってる。……怖い、怖い」

　決けつ闘とうのような緊迫感に、セラフィーナは困こん惑わくしながらも思考をめぐらせる。

　──考えろ！　これがチャンスなのかピンチなのかわかんないけど、とにかく私の人生の分ぶん岐き点てんなんだ。ダレッサンドロ家当主の座の付ふ属ぞく品ひんでしかない私から逃げ出せる、私も戦いに参加できるんだ！

　セラフィーナは決心すると、ツンと顎あごをあげジラルドとレオンツィオを見下ろした。

「お父様、借用書の用意をして。私に五百万フィオリーノ貸して頂ちよう戴だい。──マエストロ・レオンツィオ、あなた、これから私の連帯保証人よ。覚かく悟ごはできてるんでしょうね？」

　あまたの求婚者を駆く逐ちくした紅真珠ペルラ・ロツソの名にふさわしい媚こびない態度で言い放つと、セラフィーナはギッと強くレオンツィオを睨にらんだ。

「この世界で一番素敵な城と街を建てて。どの物語に出てくる城よりも優ゆう雅がで美しい、『セラフィーナ』の物語にふさわしい城じゃなきゃ嫌よ!!」

　強気なセラフィーナの命令にレオンツィオは嬉しそうに笑って頷うなずき、ジラルドは複雑な顔でため息をついた。

　正式に借金を申し出たセラフィーナに、ジラルドはしばらく逡しゆん巡じゆんしてからペンを取った。単たん調ちように借用書を作り、セラフィーナに差し出す。

　だが、よく見ると、その借用書には金額も利り子しも返済期間さえもが記されていない。借用書としてはありえない不ふ備びだ。

「お父様、これ借用書になってないわ」

　セラフィーナが不備を指し摘てきすると、ジラルドは冷たく笑った。

「あぁ、そうだよ。──サラちゃん、私は君に五百万フィオリーノなんて大金は貸せない。正直、百フィオリーノだってサラちゃん自身から取り立てるのは困こん難なんだからね。それでも私は君に金を貸す。そして君は私にその金を返す。それだけは承しよう知ちした」

　ジラルドはそう言うと、借用書の連帯保証人の欄らんを指差した。

「つまり、ここにサインをする人がほとんどの責せき任にんを負うってことだ。この連帯保証人の価か値ちで、貸出の金額を決める。確かにレオンツィオ君には価か値ちがある、しかしそれだけでは五百万フィオリーノは無理だ。だから、君たちに返済計画を作ってもらおう」

「返済計画？」

「そう、どうやって資金を活用して、それを回収するか。いつまでにどれほど返済できるのか。返済利り息そくはどうするか。そういったことを決め、それから条件を書き加えよう」

　父の申し出にセラフィーナは首を傾げた。

「それだったら、返済計画を決めてからサインすればいいじゃない」

　セラフィーナの異議に、ジラルドは口の端はしを歪ゆがめた。

「そんな甘いこと、私がすると思っているのかい？　交こう渉しようが決けつ裂れつしたら話はなかった事に、なんて程度の覚悟なら、ここで引きなさい。これは、交渉が決裂したら私が自由に条件と金額を書き加え、君たちに借金を背負わせて縛しばりつけるためのものだからね。──君たちの覚悟を見せろと言ってるんだよ」

　柔にゆう和わな父の顔しか見たことのなかったセラフィーナは、大銀行家ジラルド・ダレッサンドロの酷こく薄はくな笑みに背筋が寒くなる。

「さぁ、どうするんだい？」

　ペンを差し出すジラルドにセラフィーナは躊ちゆう躇ちよを見せるが、レオンツィオは横からそのペンを受け取り、連帯保証人の欄にサラリとサインを入れた。

「はい、サラもどうぞ」

　レオンツィオは笑顔のままセラフィーナにペンを差し出した。

「アンタ、アホか!?　そんな簡単にサインしてどうすんの!?」

「なぜ？　サインしなきゃ、お金借りられないし、城建てられないよ？」

　レオンツィオの言葉にセラフィーナは頭を抱えたが、そのとおりなので諦あきらめた。
















「もう、私も大たい概がいアホだわ！」

　セラフィーナは悔くやしさに叫さけび、借用書にサインをした。

　この夜、セラフィーナとアルゲンターリアの運命は少し角度を変えて動きだした。

　この変化が時代が求めた必然だったのか、全くのイレギュラーだったのか。後の歴史家も、まして当人たちも結論は出せていない。
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　ぼんやりとした頭でヒバリのさえずりを聞く。あたたかいベッドの中で寝返りをうち、カーテンの間から差し込む朝の光を見ていた。

「今日から、借金五百万フィオリーノ生活だよ。返済のこと考えると、もう生きてるのがどうでもよくなる……」

　国家予算にも匹ひつ敵てきする借金を背負ってしまったセラフィーナは、改めて数字のすごさを嚙み締しめていた。仮にこの屋敷で侍じ女じよとして働くと、一年間に八十フィオリーノほどの給きゆう金きんが貰もらえる。単純に計算しても、六万二千五百年ほど働かないと返済できない。

　乾かわいた笑いを漏もらしセラフィーナは布団の中でじたばたと暴れた。

「なんなんだ～、昨日の私！　勢いありすぎたわ、思い切りよく決断しすぎたわ。城とか街とか五百万とか……アホだろ、自分～～～!!」

　さっそく大後こう悔かいして、ベッドの中で泣き言を叫ぶ。

「大体、城なんか欲しくないっつうの！　今の屋敷で十分だっつうの！　私が欲しいのはノートですから！　あのノートと城と街が同等とか……自分の価値基準おかしすぎて笑うしかない!!」

　アヘヘヘ、と切せつ羽ぱ詰つまった痛々しい笑い声を漏らしていると、ミランダが朝の支し度たくに現れた。

「お嬢様、おはようございます。今日もいい天気ですわよ」

「……ミラ、生きるのがツライから、今日はこのまま寝てるわ……」

　ミランダはいつまでもベッドから出てこないセラフィーナに、実力行こう使しにでた。無理やり掛かけ布ふを引っペがし、イモムシのように身を縮ちぢこまらせるセラフィーナの夜着を剝はぎ取とる。

「ヤダァ～～～～～!!　今日は、このまま寝てるの～～」

　下着姿で不ふ貞て腐くされるセラフィーナに、ミランダは呆あきれたと言わんばかりに肩を竦める。

「ダメです！　今日は、旦だん那な様がお嬢様とお話がしたいとの仰おおせですからね。ちゃんと着替えて、さっさと朝食をすませましょう」

「……それが嫌なんだってば。お父様の顔見たくない～」

　昨日までとは違った意味で父の顔を見たくない。セラフィーナは昨夜の父を思い出し、ボスボスと枕まくらを叩たたいた。

　──娘が城建てるとか、そんな無茶言いだしたら普通に止めてよ！　金額を入れてない借用書にサインさせるとか、あの人悪あく魔まか？

　よくよく考えなくても、娘に容よう赦しやなく恐おそろしいことをさせる父に歯ぎしりをする。

「もォォォお父様なんか大嫌いッ！　若い男もおっさんも等しく滅ほろびろッ!!」

　半ベソでいつまでも喚わめいているセラフィーナに、ミランダは笑顔で最後通つう牒ちようを放つ。

「お嬢様、いい加減に着替えないと、部屋の外でお待ちのガブリエル様を呼びますよ？」

「ごめんなさい、今すぐ着替えます……」

　ようやくベッドからはい出たセラフィーナは、おとなしく朝の支度をし、嫌々ながら今日という日を始めることにした。




　暗い顔で部屋の外に出ると、レオンツィオは柱にもたれ、窓から庭を見ていた。彼はセラフィーナに気づくと、軽く手を振り朝の挨あい拶さつをする。

「おはよう、いい朝だね。よく眠れたかい？」

　朝から無意味に爽さわやかなレオンツィオを、セラフィーナは寝不足の充血した目で恨うらめしく睨む。

「よく眠れるわけないじゃない。一夜にして笑えるくらいの負ふ債さい者しやになったのよ。こんな時に熟じゆく睡すいできるほど、私は能のう天てん気きじゃないの！」

「そう？　熟睡しようが徹てつ夜やしようが借金は減らないんだから、健康のためにも良く眠ればいいじゃないか」

　レオンツィオはツヤツヤした血色のいい顔で笑うと、不満顔のセラフィーナの手を取り、ステップでも踏むように歩きだした。

　食堂に着くと、レオンツィオはセラフィーナの正面の席に座り、まるで我が家のごとく寛くつろいだ様子で給きゆう仕じを受けていた。

　あまりにも堂々とした態度のレオンツィオに、セラフィーナは呆れ気ぎ味みにため息をつく。

　この屋敷に招かれ、一週間も経たってないレオンツィオ。彼はどこでもこんな調子で、何事にも臆おくすることなく自然体でいられるのだろう。

　呆れながらも、羨うらやましくもある。

　彼は天才の名を欲しいままにし、容よう姿しも極きわめて端たん正せいで、おまけに明るく社交的だ。恐れるものなど、この世界にはないのだろう。

　コンプレックスの塊かたまりみたいなセラフィーナにとって、レオンツィオは目め障ざわりなほどまぶしく感じる。

　ニコニコと果汁を飲むレオンツィオを睨み、セラフィーナは苦々しく口を開いた。

「……あなた、ちょっとは不安にならないの？　バカみたいに暢のん気きにしちゃって。あんなムチャクチャな借用書にサインして、これからどうなるのかとか、心配じゃないの？」

「そりゃ僕だって不安だよ、将来に不安のない人なんてこの世にいないさ。でも、不安以上に期待の方が大きいからね。それにここの食事は美お味いしい。希望があって美味しい物があるんだ、暗い顔をする理由が見当たらないよ」

　あまりにもレオンツィオらしい楽天的思考の模も範はん解答に、セラフィーナは笑ってしまった。

　やっと笑顔になったセラフィーナを見つめ、レオンツィオも嬉しそうに笑った。

「さぁ、一緒に朝食を食べて、シニョール・ダレッサンドロが思わず大金を貸したくなるような返済計画を作ろうじゃないか！」

「……大金借りたら、それだけ返済は大変だってこと、忘れないでよね」

「その大金でみんなが喜ぶすごいものが造れたら、結果として返済は楽になるさ」

　セラフィーナの苦く言げんにレオンツィオはカラカラと笑い、パンをちぎってパクリと食べた。




　食事が終わると図書室に場所を移し、ジラルドに提示する返済計画について話し合った。

　セラフィーナは机に自分が作った建設予算の概算書を開き、参考とした資料も並べる。

「そもそもこの概算書は、アルゲンターリアの中心地区『カッサフォルテ』をモデルケースにしたものだけど、あなたはどんな城と街を造る気なの？　まず、それ確認しなきゃ」

　レオンツィオはセラフィーナが並べた資料の中から地図を広げ、パルーデのあたりを指差す。

「ここ、パルーデに城を建てて、その先に広がる干潟ラグーナを都市開発する」

　パルーデはアルゲンターリアの隣となりに位置する海岸線の低地である。接地する海岸は遠浅の干潟が広がり、しかし干潟といっても粘ねん土ど質の泥どろに覆おおわれているため漁にも向かない、そんな土地である。

　アルゲンターリアとパルーデのすぐ傍そばには、広大とは言えないがそこそこの広さの農地が広がるフォルミードという土地もある。

　セラフィーナは首を傾げ、レオンツィオが示す地名を確認する。

「パルーデ？　フォルミードじゃなくて？　あんな沼みたいなところ、どうやって使うのよ」

「ここに、水上都市を造る。街中に水路を張りめぐらし、個々の建物の搬はん入にゆう口まで小型船を寄せられるようにするんだ。そうすれば、馬車を使うよりも効こう率りつがいい、直接大量輸送が可能になる。アルゲンターリアに隣りん接せつしたパルーデを物流に特化した都市にして、アルゲンターリア自体を拡張する」

　水上都市という壮そう大だいな計画にセラフィーナは絶ぜつ句くし、彼の顔をまじまじと見た。

「……正気？　……って、アンタがマトモっぽい時なんてなかったわよね」

「正気さ。むしろこのアルゲンターリアの方が狂きよう気きなんだよ。こんなツギハギだらけで道幅はばさえ揃そろわない状態で、商業都市として発展を続けようとする。馬車が入らない道に商店が軒のきを連つらね、商品はすべて人力で運ぶなんて効率が悪すぎる」

　セラフィーナはレオンツィオの嘆なげきを聞き、改めて地図を覗のぞき込む。

　確かに、今のアルゲンターリアには「馬車の乗り入れ」という問題がついて回っていた。

　元々アルゲンターリアは、かつてあったウナ・ヴォルタ帝国の支配地域拡かく張ちようのために造られた、足場としての街でしかない。しっかりとした都市計画に基もとづいて造られたのではなく、敵の侵しん入にゆうを防ぐことに重点をおいた砦の街だ。

　そのため、路地は狭せまく曲がりくねり、建物の間口は小さい。

　過去何度も改かい修しゆうを繰くり返かえし、街の中心に大きな通りを造り、道を拡張している。しかし、あくまでそれは中心部のみで、街全体の基本構造は変わらない。

　大量の商品の運び入れが困難、それがアルゲンターリアの商人たちを悩ませる大きな問題でもあった。

　地図を見つめるセラフィーナにレオンツィオは歌うように囁ささやきかける。

「想像してごらんよ！　街中に張りめぐらされた水路に浮かぶゴンドラを。石橋を潜り、色とりどりのゴンドラが人やモノを乗せ行き交かう。窓の下には海につながる青い水路。素す晴ばらしい光景だとは思わないかい」

　レオンツィオの魅み力りよく的てきな声は、セラフィーナの頭の中に水上都市という蒼あおに彩いろどられた美しい風景を描かせる。

　花売りの行商を乗せたゴンドラはきらめく水面を滑すべる。石橋の上からゴンドラを呼び止め、恋人のために花を買った彼は恋人の待つ窓まど辺べに──
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「あぁセラフィーナ、俺の可愛い恋人。すねてないで顔を見せておくれ」

　窓の下を流れる水路に浮かぶゴンドラから、セラフィーナを誘う歌が聞こえてくるのです。彼の声が聞こえても、わざと無視して窓に背を向け、その可愛らしい頰をふくらませます。

　なんて勝手な人、約束をすっぽかしたのに今頃になって来るなんて。

　その時、セラフィーナのもとに甘い薔ば薇らの香りが届くのです。不ふ思し議ぎに思い振り向くと、そこには彼が。

「逃がさないよ、可愛い子猫」

　彼はそう言うと、彼女を強引に抱きしめるのです──




　セラフィーナはよだれが垂たれそうな顔で水上都市のイメージをふくらませる。

　──イイ！　水上都市イイ！　彼はどこか危険な香りがする強引な騎き士し！　ゴンドラに乗って窓の下から恋の唄うたとか歌って。恋人をめぐっての橋の上での決闘シーンとか入れれば、もう言うことなし!!

　グヘグヘと無意識のうちに笑っていると、レオンツィオは満足そうに頷く。

「あぁ、サラも気に入ってくれたみたいで僕も嬉しいよ」
















「～～～っ!!　人の心、勝手に覗くなぁぁああ!!」

　セラフィーナが喚くと、彼はますます嬉しそうに笑った。

　気を取り直して、セラフィーナは真ま面じ目めに水上都市について考えた。

　確かに水上都市は物流という点では理想的かもしれない。

　一頭立ての馬車を使うより小型船の方が、比ひ較かく的てき大量に荷を運べる。馬も必要ないため、馬小屋の設置という問題も解決できる。もちろん船の停てい泊はく所じよは必要だが。

　しかし、水上都市には大きな問題がある──

「でも、埋め立てて都市を造るわけでしょ？　それってお金もかかりそうだし、技術的にも大変じゃないの？」

　セラフィーナの問いにレオンツィオは席を立ち、とある地図を持ち出した。

「あのあたりの干潟はとても浅く、泥の下にはすぐ岩がん盤ばんがある。どうやら元は小さな島の集まりだったらしい。それは三百年前の古地図だよ。そこにはパルーデが小さな島の連なりであったという記述がある」

　レオンツィオの広げた古地図には、パルーデの先に小さな岩がん礁しようやなだらかな島が描かれている。

「その島々は二百五十年前に起こったグラニート火山の噴ふん火か時じに、小しよう規き模ぼながら地じ盤ばん沈ちん下かを起こして海に沈しずんだらしい。つまり、その島があった場所には確実に土台があるってことになる。その土台を活かして埋め立てをして、街をデザインする」

　セラフィーナは古地図を眺め、ようやくレオンツィオの言いたいことを理解した。

「埋め立てで沈んだ島を再構築して、元々海だった部分を水路にするってことね。──この古地図が正確だったら、網あみ目め状じように海があり、ひとつずつの島は適度に小さい。いい具合にワンブロックぐらいの広さしかないものね」

　セラフィーナの返事にレオンツィオは手を叩く。

「大正解！　サラは本当に話がわかる。しかも、その干潟の所有権はアルゲンターリアの管理下にあってね。土地改良をしても、カッサフォルテの土地を買うよりもずいぶんと安く上がる。土地改良費用は君の出した試算よりもいくぶんかは安くすむだろうね」

　レオンツィオの何気ない言葉に、セラフィーナは軽く眉を寄せる。とても引っかかる言葉を聞いた。その引っかかりを深く見つめると、気持ち悪い想像をしてしまう。

　セラフィーナの表情の変化に気づかず、レオンツィオは楽しそうに現在の地図を広げ直し、説明を続ける。

「干潟の先は、水深が深い海なんだ。港にするにも十分な深さがあるからね、喫きつ水すいの深い大きな船も乗り入れ可能だ。大きな港を併へい設せつすれば、海路の要の都市になる。世界中の物資が集まる交こう易えき都市だ！」

　やや興奮気味に語るレオンツィオは子どものように目を輝かせている。しかし、セラフィーナは冷静な声でレオンツィオに問うた。

「……あなた、確かウルバーヌス出身で、ついこの前までアグロスにいて……各地を転々としてたはずよね。その割にはやけにアルゲンターリアやその周辺事情に詳くわしくない？　周辺国とはいえ、他国には使いようもない僻へき地ちの所有権やその土地の来らい歴れきなんて、そうそう調べないわよね。……そもそも、いつから城と街建設を計画してたの？　──アンタ、本当は何者なの？」

　セラフィーナの鋭するどい声にレオンツィオは少し驚いた顔をしてから、いたずらっぽく笑い肩を竦めた。

「やっぱり、君はとっても素敵で魅力的な女性だね」

　レオンツィオのふざけた言葉にセラフィーナの眉が吊つり上がる。

「バカにしないでよ！　私の質問にちゃんと答えて！」

　厳しい声にレオンツィオはフッと息を吐き、笑みを消した。

「僕は十五でマエストロの称号を得てから、しばらく独立できずに師し匠しようのヴァローリ工房に居い候そうろうしてた。アンドレア先生は、僕を助手として大きな仕事にも連れて行ってくれた。若くても仕事ができるって、外の人に一生懸けん命めい宣せん伝でんしてくれたよ。でも、ダメだった。どんないい仕事をしても、僕自身には仕事の依い頼らいは来なかった」

　セラフィーナは何も言わずレオンツィオの顔を見ていた。いつもの明るい表情はなりを潜め、ただ静かな何もない顔だ。

「僕はウルバーヌスの誰だれよりも仕事ができる気でいたよ、でも『若い』から誰も僕に仕事を任せてくれない。とっても悔しかったよ、『若い』、そんな理由で否ひ定ていされることが」

　レオンツィオの表情が苦く歪む。初めて見せた彼の仄ほの暗ぐらい顔に、セラフィーナはなぜか胸が痛くなった。

「そんな時、僕の作った工作機を評価してくれる人が現れた。その人は僕が『若い』なんてこと気にせず仕事をくれたんだ。初めて自分の仕事が認められて、嬉しかったよ。僕はその人の依頼を率そつ先せんして受けるようになった。でも、アンドレア先生はその人の依頼を受けることを喜んではくれなかったよ」

　レオンツィオは少し笑い目を閉じた。

「先生は僕に説教をするようになったんだ。『マエストロという称しよう号ごうは、この世に何かを作り出す者に与えられる気高い称号だ。その意味をよく考えろ』なんてね。その時は先生が僕を妬ねたんでいる、なんて思ってた。今考えると本当に馬ば鹿かな思い上がりだったよ……。僕は先生が疎うとましくなり工房を出て、招聘依頼を受けた。──プロエリウムのヴァレンシア卿の下で、軍事顧こ問もんをすることにしたんだ」

　軍事顧問、その不ふ穏おんな肩書きにセラフィーナは顔を強こわばらせる。

「ヴァレンシア卿は僕より少し年上の若い君主で、でも若いなんてことを言い訳にしない、強くて優秀な人だった。僕は彼の君主としての強きよう靭じんな精神に心しん酔すいしたよ。彼に言われるまま、より強力な投石器や連れん射しやのできる弩いしゆみとかの武器を開発した。その武器が最大限に活かせる戦法なんかも考えて……そうして、彼に褒ほめられると素晴らしいマエストロになれた気がして、僕は本当に嬉しかったんだ」

　建築に必要な工作機器を作っていたレオンツィオにとって、その技術を転用して固定式の大型弩や投石器などの武器の開発することは容よう易いなことでもあった。

　褒められると嬉しい。

　それは単純だが、レオンツィオにとってはとても重要なことだった。

　研究や制作にのめり込みがちなレオンツィオにとって、作品こそが自分の主張であり他人との対話の糸口でもある。その作品を褒められるということは、レオンツィオ自身が肯こう定ていされたと同じ意味だった。

　より重い石をより遠くに飛ばすことのできる投石器。その石が潰つぶすものはなんなのか。より速くより威力のある矢を飛ばす弩。その矢や尻じりは何を突きつらぬくのか。

　自分の提案した効率のいい武器の使用法が、どんな結果をもたらし、ヴァレンシア卿は何を見て喜び、褒めていたのか。

　レオンツィオはマエストロ・アンドレアの言った言葉が何を指していたのか、深く考えることはなかった。

「でもある時、僕は自分が造ったものがどう使われるのかを見てしまった。戦場で僕の作品がたくさんの人を殺し街を壊したのを見て、僕の作品がなんであったのか、やっと理解した。……悲しくて本当に怖かった」

　暗い目のまま、レオンツィオは自じ嘲ちよう気味な微笑みを浮かべつぶやいた。

「その時から、ずっと街を造りたいと思ってたよ。……僕が壊したたくさんのモノをどこかで造り直して、この世界に還かえしたいって思っていた」

　レオンツィオはそれ以上の説明をしなかったが、それでもセラフィーナにはちゃんとわかった。

　人に喜ばれるために、レオンツィオは作品を造っていたのだ。そこには善ぜん意いしかなく、誰かの不幸を望む気持ちは少しもなかった。

　しかし、結果として彼の作品は多くの人に不幸をもたらし、たくさんの物を壊した。

　レオンツィオが見た光景がどれほど悲ひ惨さんなものだったのか、セラフィーナには正確にはわからない。それでも彼を苦しめるには十分すぎるほど、凄せい惨さんだったのだろう。

　金持ちの娘で、悲惨なものなど目にしたことのない自分の赦ゆるしなど、彼は求めていないだろう。

　それでも──

　セラフィーナは恐る恐る口を開く。

「あのね、レオは人殺しや破壊を望んで何かを造ったことなんてないんでしょ。他の人に喜んで欲しくて造ってたんでしょ。だったらその部分は誇ほこってもいいと思うの。結果はよくなかったけど、レオにそんな物造らせた人が一番いけないのよ。だから、なんというか……これからは、もっとまともな人の依頼受けるようになさい！　……と思うわけ」

　セラフィーナのボロボロな主張にレオンツィオはニコリと笑いうなずく。

「そうだね、僕もそう思う。だから僕はサラのためにモノを造りたいんだ」

　そう言うと、レオンツィオはとても優しい目でセラフィーナを見つめた。

「サラはとてもまともだ。それに優しい。俗っぽい幸せを望み、同じように小さな喜びを望む人々を笑ったりしない。大きな野望もなく、もちろん目的のためには犠ぎ牲せいがあっても構わないなんて思わない。穏やかな暮らしにちゃんと価値を見み出いだすことができる、君はとってもまともな感性を持ち続けている。だから僕はサラが好きで、ずっとついていくって決めた」

　自分を見つめるレオンツィオの目はひどく真剣なもので、セラフィーナは勝手に上昇する体温と暴れる心臓に、吐きそうになった。

　──なんなんだ、この人！　またサラッと『好き』とか言ってますけど。もうヤダ、だから美形は嫌だ！　美形なら何言っても女が喜ぶと思いやがって～～～っ。

　パクパクと口を動かし、気の利きいた返しをしようとしたが何も思いつかない。セラフィーナは自分がひどく赤い顔をしていることを恥はじる。

「わ、わ、ワタ、私、面めん食くいなの！　レレレ、レオ、アンタ、顔が良いからちょっとイイかもって思ってるだけだから！　顔が好きってことだから！　私が優しくしても、いい気になるなよ!!」

　何言ってるの？　それ言わなくてもいいことだよね!?

　自分に激しくツッコミを入れ、セラフィーナは戻らない言葉に冷や汗をかいていた。

　そんなセラフィーナの失言にレオンツィオは腹を抱えて笑う。

「この顔に生まれて、本当に良かったよ！」

　笑いながらそう言うと、幸せそうに頰を染めた。その顔からは先ほどまでの仄暗い色は完全に消えていた。




　わざとらしく咳せき払ばらいをして気を取り直し、セラフィーナは改めて提案する。

「それじゃ、こういうのはどう？　開発する街の規模や城の設計図を提示して、どのくらいの有用性があるかを説明するのよ。大きな経済効こう果かが見込める街なら、入居者がたくさん集まって、返済への道筋も見通せるわ。図面から建物面積と使用権、賃貸料を算出して、返済計画を立てるのよ」

　どんなふうに街を造っていくのかわかんないから、全く見けん当とう違ちがいかもしれないけど……。そう前置きをしてから、セラフィーナは地図でパルーデの端を指差し、レオンツィオを見る。

「街を端から部分的に開発して、出来上がったところからどんどん入居させるってことはできる？　まずは工事関係者とかから順じゆんに住んでもらって。そうすればその人たち目当てに食堂やらが開くよね。そこから賃料貰えばいいんじゃない？　そうしたら、収入を得ながら開発を進められるわ」

　セラフィーナは頭の中で算盤そろばんを弾きながら、唇に指を当てる。

「とにかく借かり入いれ額がくが多すぎるもの。本格的な返済は、街が完成しないことには始まらないと思う。それまでは、利子分だけでも返済するってことを計画に入れましょう」

　セラフィーナの一連の提案にレオンツィオはパチパチと手を叩く。

「やっぱり君についてくって決めて正解だったよ。じゃ、僕は具体的な街の完成図を描いてみよう」

　彼はそう言うと、大きな紙にペンで数個の点を描き入れる。

　ふむ、と点を見つめ、レオンツィオはいきなりペンを走らせた。

　点が数個ついただけの白い紙に、まるで最初から描いてあった線をたどるように、迷いなくペンを進めていく。

　みるみるうちに、紙上には街の俯ふ瞰かん図ずが出来上がっていく。セラフィーナは瞬まばたきも惜おしいほどに目を見開き、その所業を見ていた。彼が天才と呼ばれる理由を目まの当たりにし、セラフィーナはその凄まじさに興奮した。

　ものの半時もしないうちに、緻ち密みつな街の完成予想図ができあがる。

　レオンツィオがペンを置くと、セラフィーナはようやく安心して大きく息をはいた。

「……ただの調子のいい美形だと思ってたけど……結構すごいのね」

「お褒めにあずかり光栄ですよ」

　セラフィーナの微び妙みような賞しよう賛さんに、レオンツィオはインクを乾かしながらにこりと笑った。

　出来上がった図面を見つめ、セラフィーナはノートやわずらわしい求婚者のことも忘れ、まだ見ぬ水上都市に思いを馳はせていた。
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「入りなさい」

　ジラルドの声に従したがい、セラフィーナはレオンツィオと共に書しよ斎さいに入る。そこにはジラルドの他にジャンニーニと財ざい務む担たん当とう官、区く画かく整備の担当官、それとなぜかニコラがいた。

　ニコラは緊きん張ちようのためか、可か愛わいらしい顔を強こわばらせている。緊張などまるで感じさせない太たい平へい楽らくなレオンツィオの顔を見ると、怒りに唇を震ふるわせ睨にらんでいた。

『貴き様さまァ、今度は何をやらかしたァ～!?』

　そんな声が聞こえてきそうなニコラの形ぎよう相そうに、セラフィーナは同情と同意を込め、軽く会え釈しやくをする。

「揃そろったようだね。それでは始めてもらおうか」

　ジラルドは全員に椅い子すを勧すすめ、各々が席に着くと、さっそくセラフィーナに返へん済さい計画の説明を求めた。

　セラフィーナは小さく息を吸い込み呼吸を整えると、ぐるりと全員の顔を見渡し口を開く。

「まず最初に、この計画の根こん幹かんである城と街について説明させてください」

　レオンツィオが描いた街の完成予想図とアルゲンターリア近辺の地図、古地図を並べ、造ろうとしている城と街が水上都市であることを伝える。

「水上都市には多くのメリットがあります。その最大の特徴は物流に強いという点です。船は小型であっても大量の輸ゆ送そうが可能です。今のアルゲンターリアが抱かかえる問題は二点、土地の狭せまさ、輸送路の貧ひん弱じやくさ。隣りん接せつ地ちであるパルーデに新しい街を拓ひらけば、問題は一気に解消できます」

　セラフィーナの説明に、区画整備担当官は身を乗り出し地図と完成図に見入る。

「埋うめ立ては陥かん没ぼつした島を土台にして行い、島と島の間を水路として利用します。沖の水深が深くなる地点に港を整備し、大型船の乗り入れを可能にし、第二のアルゲンターリア港として機能させる予定です」

　区画整備担当官は興こう奮ふんした様子で古地図を眺ながめ、何度もうなずく。

「それは正確な測そく量りように基づいて描かれたものか？」

　土木のスペシャリストでもある区画整備担当官の質問に、レオンツィオは肩を竦すくめた。

「いいえ。測量には多くの人手が要りますからね。融ゆう資しがあればすぐにでも人を雇やとって測量し、もっと正確な設計ができますが、今のところ過去の資料を参考にするのが精せい一いつ杯ぱい」

　レオンツィオの言葉に区画整備担当官は、恨うらめしげに財ざい務む担当官を見つめる。彼はこの計画に大きく心動かされたようだ。

　その視線に財務担当官は不ふ快かいそうに眉まゆを寄せ、先に渡しておいたセラフィーナの建築予算概がい算さん書しよの数字を何度も確認している。

「当たり前ですが、五百万フィオリーノを一気に貸りることが不可能であることは承しよう知ちしています。まずは土地の収しゆう容よう代金と、アルゲンターリアに隣接したブロックの開発資金を貸していただきたいのです」

　セラフィーナの提案に財務担当官は眉をぴくりと動かす。

「区画を切って開発を完成させ入居を募つのり、次の区画の開発資金に回す。その方式で街を順じゆん次じ開発し稼か働どうさせていくつもりです。第一区画が成功すれば、次の区画のいい宣せん伝でんにもなりますし」

「なるほど。しかし、入居の選定はどうするつもりですかな？　アルゲンターリア中の商人をそのまま移転させれば、それはアルゲンターリアの空くう洞どう化かにもつながる」

　財務担当官に区画ごとの開発資金と賃料の具体案を書いた資料を渡し、こうつけ加えた。

「いまだアルゲンターリアに商館を持てない商人組合アルテや職人組合に、積せつ極きよく的てきに声をかけ入居を促うながします。どんな商品でもアルゲンターリアに行けば取引の窓口がある、そういう状況を作り出したいのです」

　セラフィーナは落ち着いた声で説明をしていた。財務担当官も興味深そうに賃料の設定書を見ている。

　大人たちに囲かこまれ、決して味方が多いというわけではない会議でも、セラフィーナは背筋を伸ばし堂々としていた。

　が、それは表面上であり、内心は緊張で動どう転てんしまくり、背中は冷や汗あせでびっしょり、吐はきそうなほど胃は痛み、今にも逃げ出したかった。

　──お願い、想そう定てい外がいな質問だけはやめて！　正直、つけ焼やき刃ばな計画だから、つっこまれるとボロボロなんだよ～！

　セラフィーナはいつも被かぶっている「気き位ぐらいの高いお嬢様」という猫の毛皮を二重三重にまとい、強力な猫甲かつ冑ちゆうで対たい峙じしていた。

「あぁ、確かに素す晴ばらしい計画だ。新しい街の開発は大変意い義ぎがある」

　それまで黙だまっていたジラルドが笑顔を浮かべ発言した。

　これはいけるか!?

　そんなセラフィーナの喜びを読み取ったように、ジラルドは薄うすい笑みのまま語りだす。

「しかし、この計画ではダレッサンドロ自体にそれほど恩おん恵けいはない。五百万つぎ込んで回収が五百万、そんな計算が関の山だ。それならばリスクを冒おかさず、手て堅がたい商人や工房相手に金を貸していたほうが儲もうかる」

　娘相手にも容よう赦しやはない。ジラルドの非情な商人ぶりに、セラフィーナは内心舌した打うちをして対たい抗こうする。

「長い目で見れば大きな回収が見込めます。経済が活発になれば、それだけ銀行業にもプラスになり、アルゲンターリアでのダレッサンドロの地位も上がる。小さな金きん利りを集めるより、ずいぶん効こう率りつのいい回収ではありませんか」

　引きつった笑みで父を睨み、セラフィーナは反論した。

「そうかな？　博ばく打ちめいた投資は身を滅ほろぼす。私には借金を新たな借金で返す、愚おろかな事業にしか見えないな」

「あら、ジラルド・ダレッサンドロともあろう商人が弱気ですこと。革かく新しんのない事業は他者に追い抜かされ、すぐに負け犬になってしまいますわ」

「革新と無む謀ぼうを同列に扱わないで欲しいな。言うまでもなく、その計画は無謀の方だ」

「お父様も年を取ったこと。新しいことをすぐに無謀だなんていうんですもの」

「あぁ、年をとったからこそ、そういう挑発には乗らないんだよ。ハハハハハ」

「まぁ、根性の悪い老人になった自覚があるってことかしら？　オホホホホホ」

　異い様ようなほど和なごやかに笑い合う父娘おやこの会話を、周囲は気き味み悪げに見守る。

　──あぁ、この二人の性格の悪さは遺い伝でんなんだ。そんな気持ちを共有していた。

「とにかく、その計画には最大の弱点が存在する」

　ジラルドの指し摘てきにセラフィーナの笑顔が固まる。

「そんな大規模な開発は、いくら金を出すといってもダレッサンドロの一存では進められない。各商業組合や評議委員コンソレ、評議会プリオーリの同意がなくては」

　ジラルドはそう言うと、強ばるセラフィーナの顔を見つめニヤリと笑った。

「力があるとはいえ、ダレッサンドロはアルゲンターリアの一市民でしかない。これほど大きな計画を立ち上げるには、アルゲンターリアの最高議ぎ決けつ機関、アルゲンターリアの住民すべてが投票する全住民集会アレンゴで承しよう認にんを得えなくてはいけない。──なんの根回しもなしにこんな荒こう唐とう無む稽けいな計画、評議会の議題にも上げられないよ」

　ジラルドはバッサリとセラフィーナの計画案を切り捨てると、そのまま席を立った。

「サラちゃん、君の計画はお話にならないよ。今のままじゃ、ただの絵え空そら事ごとだ。融資なんてできるはずもない」

　ジラルドはそのまま書斎を出て行く。担当官たちも慌あわててその後を追い、書斎にはジャンニーニを含めた四人が取り残された。




　セラフィーナは屈くつ辱じよくにブルブルと震え、父に言われた言葉を何度も嚙かみ締しめていた。

「あ～、やっぱりお金を借りるって難むずかしいね」

　レオンツィオの暢のん気きな声にセラフィーナは声を荒らげる。

「アンタ悔くやしくないの!?　せっかく作ったもの、絵空事って笑われたのよ!?」

　激げつ昂こうするセラフィーナにレオンツィオは肩を竦め、セラフィーナの作った資料を見ていた。

「悔しいが、シニョールの言うことはもっともだからね。このアルゲンターリアは明確な君主のいない共和制だ、絶対王政のようにはなんでも強ごう引いんに決めることはできない」

「そんなこと──」

　レオンツィオに食ってかかろうとしたセラフィーナに、それまで黙っていたジャンニーニがすっと手を伸ばしさえぎった。

「セラフィーナお嬢様、ジラルド様やレオンツィオ様のおっしゃることも、そのとおり、というものです」

　ジャンニーニの冷静な声に、セラフィーナは言葉を詰つまらせ俯うつむく。

　そのとおり。そんなことはセラフィーナにもわかっている。だが嫌いや々いや始めたこととはいえ、とても頑がん張ばって作った計画だった。セラフィーナは初めて真剣に、自分を含めた大きな未来というものを考えたのだ。

　奥歯を嚙みしめ溢あふれそうな涙を堪こらえていると、ジャンニーニがくすりと笑った。

「セラフィーナお嬢様、あなたのお父様はあなたに大変甘い。せっかくヒントを置いていかれたのですから、使って差し上げてください。それとも、お父様の言葉はヒントですら反はん抗こうするのですか？」

　それだけ言うと、ジャンニーニは立ち上がり一礼をして書斎を出て行った。

　セラフィーナはポカンと口を開き、ジャンニーニの出て行った扉を見ていた。

「ヒント、って……なんのことよ」

　セラフィーナの小さなつぶやきにレオンツィオは笑い立ち上がると、机に広げられた地図を片付けだした。

「さぁ、こうしちゃいられない。次の手を打つために伝つ手てを探さないと」

　彼は丁てい寧ねいに完成予想図を折りたたみ、まだ座ったままのセラフィーナを急せかす。

「さぁ、サラもぼーっとしてないで！」

「ちょっと、なんなの？　ヒントって何よ!?」

　セラフィーナが困こん惑わくした顔でレオンツィオに尋たずねると、彼は資料を片付けながら答えた。

「シニョールは『組合と評議委員に根回しをして、評議会を優ゆう位いに進めて、全住民集会に持ち込んで承認させろ』って言ったんだよ」

「つまり？」

「つまり、評議会の議題に上げる前にこの計画の賛さん成せい派はを作っておけ。議論する前に議案が通るように根回しをしろ、って助言してくれたんだよ──シニョールはこの計画に賛成してくれたってことさ」

　レオンツィオの答えにセラフィーナの頰ほおに赤味がさす。ぱっと目を輝かせ、興奮気味に立ち上がった。

「お父様はお金を貸してくれるってこと？」

「あぁ、多分ね。そのために公的な承認をもぎ取れって言ってくれたことだし」

「やっっっった～～～ッ！」

　セラフィーナは飛び上がらんばかりに喜ぶ。

　そんなセラフィーナの姿を、レオンツィオはまぶしそうに目を細め見ていた。が──

「……つうか、アンタら何やってくれちゃってんだよォォォォォ!?」

　強きよう烈れつな叫さけびが、喜びはしゃぐセラフィーナの声をかき消した。

　それまで存在感ゼロで黙っていたニコラが、可愛らしい顔を真っ赤にして喚わめきだす。

「ホント、何やってくれちゃってるの？　レオ先生、アンタ、アンドレア大先生の言ったことするっと抜けちゃったんですか？　『三年とは言わない、ほとぼりが冷めるまでせめて一年はイイ子におとなしくしてろ！』って言われたでしょ？　何、アルゲンターリアに着いて早々大事起こしちゃってるの？」

　ニコラは机をバンバン叩たたいて、興奮しきった状態で喚き続けた。

「水上都市とか、大プロジェクト打ち立てて！　アンタ、依い頼らい受けてるリートゥスの聖堂補ほ修しゆう工事、どうする気だ!?　『また、レオンツィオがやらかしました』ってアンドレア大先生にお伝えしなきゃいけないのか!?　ボクはどうしたらいい……」

　最後の方は完全に泣き言で、ニコラは机の上に顔を伏せた。

「もうヤダ！　こんな人、面めん倒どう見きれない！　ボクはダリオ先生に師し事じしたい！　もっと常識のあるまともなマエストロに師事したいィィィ!!」

　ニコラの悲痛な叫びも、レオンツィオの胸には一切届かなかったようだ。

　レオンツィオはニコラの言葉を聞くと。ハタと手を打つ。

「あ、そうだ！　ダリオ先輩って確かアルゲンターリア出身で、今は石工組合の幹かん部ぶだったよね？　まずは彼に頼んでみたらどうだろう。ニコ君、ダリオ先輩の住所知ってるよね？」

「アンタ、人の話聞いてんのかァァァ!?」

　──あ～、この人、いつもこんな感じで周りの人振り回してるんだ～。

　二人のやり取りを見て、セラフィーナはいろいろ心配になった。が、もう今いま更さらなので、そこについて深く考えるのはやめる。

　大きく深呼吸して気持ちを入れ替えると、荒れまくるニコラといたって穏おだやかなレオンツィオに声をかけた。

「あ、あのね。お取り込み中悪いけど……まずは、その『ダリオさん』のところに行ってみない？　話だけでも聞いてもらおうよ」

　セラフィーナの提案に、ニコラは改めて泣き言を言う。

「お嬢様まで、コイツの変な病気が移うつったんだ～～」

　確かにそうかもしれない。セラフィーナは複雑な気持ちで、喚くニコラを宥なだめ、ダリオとやらの住所を聞き出した。




　さっそく、ピエトラ地区にあるダリオの工房を訪たずねる。工房と住居を兼かねたダリオの屋や敷しきには、多くの弟子や職人達が働いていた。

　ニコラが声をかけると、筋きん骨こつたくましい職人が大だい理り石せきの石くずを払はらいながら応対した。

「親方になんのご用で？」

「ヴァローリ工房でお世話になった、弟弟子のレオンツィオ・ガブリエリが会いに来たと、おつなぎいただけますでしょうか」

　レオンツィオの名で面会を申し出ると、すぐに客間に通された。

　待っていると、ほどなくして男が現れた。歳の頃は三十前半だろうか。軍人のように体格のいい彼は、その男らしく整った野性味あふれる顔に満面の笑みを浮かべ、セラフィーナたち三人を歓かん迎げいした。

「お～！　レオちゃん、久しぶりやん。元気にしとったか？　また、依頼主と揉もめたんか？　腹減ってへんか？　飯食うか、飯？」

　レオンツィオの顔を見るなりダリオはそう言うと、レオンツィオの頭をわしゃわしゃと撫なで回す。

「先輩、お久しぶりです。お腹は減ってませんし、今回の依頼主とはまだ揉めてませんよ」

「ほかほか、そんならええよ。レオちゃんええ子やのに、すぐ揉め事起こしよるから、俺も師し匠しようもいっつも心配やねんで。も～、師匠もお年やさかい心配かけたらあかんで～」

　ダリオはカカカと笑うと、今度はニコラの頭を撫で回した。

「ニコちゃん、相変わらず小ちっこいのぉ～、肉食わなあかんで。今日はうちで飯食うてくか？　オッチャンとこの若いのが昨日猪いのしし獲ってきたさかい」

「だ、大丈夫です。ちゃんと食べてます、食べてますから！」

「ほか。じゃ、後で猪の肉持って帰り」

　またダリオはカカカと笑うと、今度はセラフィーナの頭を撫で回した。

「お嬢ちゃんもちゃんと飯食うとるか～？　エライほっそいの～、ウチのオカンが鶏とり肉にく食うと乳ちち大きゅうなる言うてたで。今から鶏焼いたるさかい食うてくか～？」

「ほっといてよ!!　毎日鶏肉食べてもこんなもんだよ!!」
















　セラフィーナが涙目で喚くと、ダリオは笑い、そしてふと真顔になった。

「そういや、この子、どこの子やったん？」

　ようやくダリオの歓迎の挨あい拶さつが終わり、自己紹介が始められた。

「お初にお目にかかります。わたくし、ジラルド・ダレッサンドロの娘、セラフィーナ・ダレッサンドロと申します。この度はダリオ様に提案したいことがありまして、こちらに参まいりました」

　力任せに撫でられぐしゃぐしゃになった髪を直し、ダレッサンドロの令嬢らしくセラフィーナが挨拶すると、ダリオも姿勢を正し改めて挨拶をした。

「ようこそお越しくださいました。ベルニ工房のマエストロをしております、ダリオ・ベルニと申します。弟弟子のレオンツィオがお世話になっておりますようで、ありがとうございます」

　人ひと懐なつっこい笑みを消し、ダリオはキリリとした表情で礼をする。カッチリとしたたくましい体はとても姿勢がよく、まるで騎士のように精せい悍かんだ。

　──ヤダ、この人、さっきまでアホっぽかったけど、よく見るとワイルドで意外にカッコイイ、かも……。

　先ほどとは全く別人のように紳しん士し的な挨拶に、セラフィーナがドギマギしていると、レオンツィオが機き嫌げん悪く口を挟はさむ。

「先輩、天然だからキライ」

　いきなり拗すねたレオンツィオにダリオは首を傾かしげながらも、ニコニコと笑っている。

「天然代表のレオちゃんに言われたないわ～。もぉ、レオちゃん何拗ねてん？　飴あめちゃんあげるから機嫌直し」

　彼はそう言うと、ポケットから飴を出し、嫌がるレオンツィオに無理やり握にぎらせていた。




「ほな、話聞こか」

　ようやく席に着いたダリオに、セラフィーナとレオンツィオはパルーデの都市開発計画を説明した。

「私どもはパルーデとその周辺を埋め立て、水上都市を造る計画を立てています」

　結けつ論ろんから切り出し、セラフィーナは計画の概がい要ようを、レオンツィオは技術的な説明をしていく。

　一度、ジラルドたちにも説明した内容ではあったが、初めて会ったダリオの人となりや思想などはまだわからない。セラフィーナは説明に不足はないか、しつこくはないか。また、ダリオの知りたい情報は提てい示じできているのか、何度も彼の表情を確かめていた。

　ダリオは真しん剣けんな顔で説明を聞き、地図と完成予想図を見ている。黙ったまま質問も挟まず、一通りの説明が終わるまで、彼は厳きびしい表情で資料を見つめ続けていた。

　これはダメかもしれない。ダリオの無反応ぶりに内心落らく胆たんしながらセラフィーナが説明を終えると、ダリオは資料から顔を上げ、口を開いた。

「なぁ、お嬢ちゃんとレオちゃんはこの計画、本気で進める気なん？」

　あまりにも根本的で直接的な質問に、セラフィーナは言葉に詰まる。咄とつ嗟さに言葉の出ないセラフィーナに追い討うちをかけるように、ダリオは質ただす。

「こない大きな話、生なま半はん可かなことやできへん。どのくらい本気かわからんようでは、俺かてええも悪いも言えへんねん」

　ダリオの真剣な目に、レオンツィオはふわりと笑う。

「僕とセラフィーナ嬢はジラルド・ダレッサンドロ発行の金額のない借用書にサインしてから、ここに来たよ。つまり、そのくらいは本気ってことですよ、先輩」

　レオンツィオの答えにダリオの目は凄すごみを増す。

　獰どう猛もうといってもいいような目でしばらくレオンツィオを睨むと、ダリオは突然大きな声で笑いだした。

「ええんとちゃう？　俺はこの都市計画賛成やで」

「は？　え、……いいんですか」

　セラフィーナが思わず聞き直すと、ダリオは事もなげに答えた。

「うん、ええよ。多分、石工組合はこの計画、みんな賛成する思うで」

　そう言うと、ダリオは呆ほうけた顔のセラフィーナに理由を説明した。

「あんな、ここんとこずーっと、石工の仕事は彫ちよう刻こくやら改修やらの、短期で小さい仕事ばっかりなんよ。アルゲンターリアでは新しく大きな建物建てることなんて、ほとんどできへんねん。職人はな、仕事をする中で弟子に技を教えるんよ。せやから仕事がないと技術を次の代に伝えられへん。受け継つがれた技が消えてまうんよ」

　ダリオは嬉しそうに完成図を撫で笑う。

「この街の石工は仕事しとうて、建物が新しく建てられるよその地方にどんどん流出しとるんよ。この計画がホンマに動くなら石工が街を出て行かなくてすむ。出てった石工も帰ってくるんちゃうやろか」

　ダリオは椅子から立ち上がると、改めてレオンツィオとセラフィーナに頭を下げた。

「まだ早いかもしれんけど、ホンマありがとうな。俺、アルゲンターリアが好きや。でも今のままじゃ、職人たちに仕事のないアルゲンターリアに残ってくれなんて言われへん。よそ行って技磨みがいてくれって言うしかない。この話が動きだしたら、堂々とアルゲンターリアで仕事したってくれって言えるわ。……ホンマ、おおきにやで」

　ダリオの真しん摯しな感謝の言葉に、セラフィーナも頭を下げた。




　まぁ、菓か子しでも食うてき。とのダリオの言葉に、出された焼き菓子ビスコツトをつまむ。

「しかし、レオちゃんはいっつも何かしらやらかすなぁ。フツー城と街造りたいなんて依頼主に言うたら、呆あきれられるか追い出されるか、どっちかやで。レオちゃん、ええパトロン見つけたなぁ」

「はい、僕もセラフィーナ嬢との出会いは、運命だと思ってますよ」

　兄弟弟子の楽しげな会話にセラフィーナの顔は渋しぶくなる。

　──私だって呆れて追い出したかったけど、脅おどされてこんなことになっているんですけど？

　喉のどまで出かかった言葉を飲み込んで曖あい昧まいに笑っていると、ニコラがまたもや切れた。

「も、なんでダリオ先生まで賛成しちゃうんですか？　こんな無茶な話、ガツっとやめろって言ってくれると思ってたのに。ダリオ先生は良りよう識しきある大人だと信じてたのに！　ボクもう、アンドレア大先生に顔向けできません～～～」

　ニコラの嘆なげきにダリオは苦笑いして慰なぐさめる。

「ゴメンな、ニコちゃん。ほら、俺も職人抱えたマエストロやさかい、仕事は欲しいねん。それに、レオちゃんの面倒はニコちゃんしか見られへんから……」

「フツー逆でしょ!?　師匠が弟子の面倒見るんでしょ、弟子に師匠の面倒見させないでください～。……レオ先生の尻しり拭ぬぐいで生しよう涯がいが終わるのは嫌だァァァ!!　ボクだってちゃんとしたマエストロになって故こ郷きように錦にしきをォォォ!!」

「ニコちゃん、ええ子やから落ち着いてぇな。俺のお菓子もあげるから……」

　ニコラがヒスギレを起こしている間、レオンツィオは触らぬ神に祟たたりなしとばかりに黙って焼き菓子を食べていた。

　いや、ニコラの人生はあの男の尻拭いに費ついやされる、多分。

　そんなことを思いながら、セラフィーナもモソモソと焼き菓子を頰張り、自分の人生も随ずい分ぶんと目の前の男に侵しん食しよくされていることにため息をついた。




　ニコラが涙目でダリオの分の焼き菓子を頰張る頃、ダリオは思い出したようにセラフィーナに話しかけた。

「そういや、お嬢ちゃん。俺んとこにわざわざこの話持ってきたのは、組合の説得とか評議会対たい策さくとか、そういうことって考えてええんやろか？」

「はい、そのように考えていただけるなら……。これだけ大きな話、いきなり議題に上げることはできないようなので」

　顔に似合わず察さつしのいいダリオに感心し、セラフィーナは少しだけ内情を明かし、助じよ力りよくを願うことにした。

「正直に言えば、この計画はまだ動きだす前段階です。計画を計画した、そんなところでしかないのが現状です。ですから、この計画がスムーズに議題に上るよう、ダリオ様にも石工組合を通じてご協力いただきたいのです」

　ピエトラ地区には工房が多数存在し、建築や土木関連の職能組合がいくつかある。商人よりも職人が多い地区でもある。

「ええよ、任せとき。この辺の工房はどこも同じ悩み抱えとる。石工だけやのうて、他の職能組合にも話通しといたるわ。ピエトラの評議委員も元々マエストロやってたオッチャンやさかい、俺が頼んどいたる」

　ダリオの頼もしい言葉にセラフィーナは喜びで頰を染め、何度も礼を言う。

「ありがとうございます。本当に助かります、ありがとうございます！」

「ええよ、ええよ。ホントならこない大きな話は、もっと上のもんが言いださなあかんことや。お嬢ちゃんみたいな若い子におんぶにだっこでは示しがつかんのよ。こっちこそ、ありがとうな」

　セラフィーナは複ふく雑ざつな気持ちでダリオの感謝の言葉を聞いていた。

　元々この計画は、とても個人的で不ふ純じゆんな気持ちから動きだしたものだ。褒ほめられたり感謝されたりすると、居い心地ごこちが悪くなる。

　笑顔のダリオから目を逸らし俯いてしまったセラフィーナに代わり、レオンツィオがダリオの感謝に返事をした。

「いえ、僕も城とか街とかが造ってみたくて言いだしたことなんで、お気になさらず」

　しれっとしたレオンツィオの発言にダリオは楽しそうに笑い、レオンツィオの頭をゴシゴシと撫でた。

「ホンマ、レオちゃんには敵かなわんわ～」

　セラフィーナはダリオの感謝に答えなくてすんだことに、胸を撫で下ろしていた。




　帰り際、ダリオはレオンツィオを呼び止めると、セラフィーナたちには聞こえないように小声で囁ささやいた。

「レオちゃん、女の子には優しゅうせなあかんよ。……あのお嬢ちゃん、説明の間ずっと震えとったで？」

「……そんなこと、僕だって知ってます」

　ダリオの指摘にレオンツィオはむっとした顔になる。

　意外に子どもっぽい弟弟子のむくれた顔に、ダリオは困った顔で忠ちゆう告こくした。

「ほんなら、ちゃんと庇かばったり。女の子はデリケートなんよ？　意地悪したり、泣かしたらあかんねんで。……レオちゃん、変なとこで女の子に冷たいから、俺心配やわ」

「あの子をそのへんのつまらない女の子と一緒にしないでください！　サラはやっと見つけた、僕の才能を預けたい人なんです。僕を使うのにふさわしい人なんだ」

「そんでも、女の子には変わりあらへん。優しゅうせなあかんのや。大事な子やったら、ちゃんと大事にせな。レオちゃん、嫌きらわれるで」

　レオンツィオは反はん論ろんしようと口を動かしたが、けっきょくは何も言い返さなかった。

「……善ぜん処しよします」

「ホンマ、レオちゃんはかぁいらしい！　かぁいらしーなぁ!!」

　不ふ貞て腐くされたままそう言ったレオンツィオを、ダリオは笑いながら激はげしく撫で回した。




　ジラルドは書斎で報告書を見つめ、むっと頰を膨ふくらませジャンニーニに文句をつけた。

「あの子たち、一番最初にピエトラ地区の石工組合を切り崩くずしたよ」

「新しく建設関連の工事受じゆ注ちゆうが見込める話ですからね。ピエトラ地区は賛成に回るでしょう。一番初めに賛成を見込めるところに話を通すのは上じよう策さくだと思いますが、何かご不満な点でも？」

　ジラルドは大きなため息をつき、面おも白しろくなさそうに頰ほお杖づえをついた。

「評議委員を直接攻めずに、組合から攻めることにしたのか。組合から突き上げを喰くらえば、市民の代表である評議委員は同意するしかないからね。あの地区は全面賛成ってことになるだろう。最初にしちゃ上出来すぎる……その点が実に不満だ」

「また、そのような意地の悪いことを……。ジラルド様はあの計画に賛成ではないのですか？」

　呆れ顔で諫いさめる秘書官に、ジラルドは口を尖とがらせぼやいた。

「ダレッサンドロの当主としては成功して欲しいけど、娘の父親としては失しつ敗ぱいして欲しい。あれ成功させたら、サラちゃん自身の価値は今の何十倍にも膨れ上がる。ダレッサンドロの財ざいを狙ねらう程度の小物が擦すり寄ってくるのはいいけどさ、あんまり優秀な男は、面倒だし……なんか嫌」

「しょうもない父心を発はつ揮きしてると、ますますセラフィーナお嬢様に嫌われますよ。いいじゃないですか。優秀な婿むこが来ることは、ダレッサンドロのためにもなりますよ」

　ジャンニーニのまっとうすぎる返しに、ジラルドは不貞腐れてまた大きなため息をついた。

「あ～、ジャン君とこは男の子ばっかりだから、娘を持つ父親の気持ちがわかんないんだよ。複雑なの、娘の父は！　レオ君みたいな顔も頭もよくて背が高い子が婿とかだと、ムカつくんだよ」

「……だからって、ジラルド様にそっくりな腹黒い婿連れてきたら嫌でしょうに」

「うん、すごく嫌」

　ジラルドの即そく答とうにジャンニーニは苦笑いで資料を並べ、次に着ちやく手しゆする仕事の準備に取りかかる。

「嫌がらせとかは絶対にダメですよ。真剣にセラフィーナお嬢様に嫌われますからね」

「は～い。……私だってこれ以上サラちゃんに嫌われることはしませんよ」

　強めに注意され素す直なおに返事をしながらも、ジラルドは気づかれないように舌打ちをして独りごちた。

「でも、本当に嫌なのはプロエリウムの動きかな。……計画にもサラちゃんにも、あの人が興味持たないといいけど」

　最悪のパターンを思い浮かべ、ジラルドはジャンニーニの用意した書類に目を通し始めた。
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　セラフィーナはジャンニーニに頼み込んで、評議委員のリストと共に、その評議委員を選出した地区の組合幹部の名めい簿ぼを手に入れた。

　先日のダリオとの会話をヒントに次の手を考えていたのだ。

　別館のアトリエに集まったレオンツィオとニコラ、物もの珍めずらしそうに室内を見回しているダリオを前にして、セラフィーナは説得作戦を説明した。

「まずね、この水上都市ができることによって、得とくする人と損そんする人に分けるの。得する人には、どんな得をするのか、何をしたらもっと得するかを具体的に提示しながら計画の説明をするの」

　セラフィーナはそう言って組合の名簿を並べ、今度は評議委員のリストをその地区ごとに分けた。

「石工組合の時みたいに、その地区の多くの人が恩恵を受けるなら、組合の人が評議委員を説得してくれるわ。先に賛成派をたくさん作っておきたいから、そうなりそうな地区から説明に行きましょう」

　セラフィーナの説明にニコラは質問する。

「それでは、損する人の方はどうするんですか？」

「そっちは逆の手順で説得するの。まず、評議委員に計画を説明して、自分たちの地区の人が損することを伝えるの。そうしたら、評議委員は反対するじゃない」

「そうですね、自分が損する話は誰だれでも嫌ですからね」

「そこで評議委員だけに交こう換かん条件を教えるの。例えば、賛成に回ってくれたら、優先的に新都市のいい場所に入居できるようにするとか、他の組合が転出して空いた土地の買ばい収しゆうを斡あつ旋せんするとか」

「それをなんで評議委員だけに教えるんですか？」

「先に評議委員の手て柄がらを用意しとくのよ。その評議委員のおかげで優位にことが進められたってその地区の市民が感じられる手柄をこっちで作っておいて、それを餌えさにして評議委員に地区の人たちを説得させるの。そしたら評議委員は『私の働きで損を最小限にした』って宣伝できるでしょ」

　ふむ、と唸うなってからニコラは首を傾げる。

「そう上手くいきますかね。反対して計画潰つぶしたほうがいいってなるかもしれないですよ？」

　するとセラフィーナが意地の悪い顔で笑った。

「だから、先に賛成派をたくさん作っておくのよ。反対派の人たちが詳くわしい計画知る前に、賛成派の人が街に増えれば焦あせるじゃない。この計画は賛成派が多い、議決される見通しだって思わせればいいのよ。我われ先さきに泥どろ船ぶねから逃げ出す方法考えるからね」

　ククククと笑うセラフィーナの顔は、間ま違ちがっても若い娘がしてはいけないどす黒いものだった。

「うわ～、えげつな～。十代の女子なのにその性格の悪さ、さすがに引きます」

「なんとでも言いなさいよ。とにかくそういう方向で行くから！」

　強気に言い切ったセラフィーナに、ニコラはあえて質問した。

「ところで、なんでボクにこれからの方策を説明するんですか？」

　今更の質問に、セラフィーナは鼻で笑うと胸を張って答えた。

「当然、ニコ君にも説得作戦の尖せん兵ぺいとして参加してもらうからよ。こういうことはまず最初に、顔のいいおとなしそうな子がつなぎ取りに行くのよ。それだけで、好感度上がるから」

「おいィィィ、何、計画推すい進しんの仕事割り振っちゃってんの!?　ボクがこの計画に一番反対だって知ってて言ってますか」

　すかさず声を上げたニコラに、セラフィーナは怯ひるむことなく言い切る。

「忘れたいかもしれないけど、ニコ君の師匠であるレオはこの計画の連帯保証人だからね！　失敗したらニコ君の給きゆう金きんはもちろんのこと、身の安全とかもどうなるかわかんないから」

　それまで黙っていたレオンツィオが、ものすごくいい笑顔で口を開く。

「ごめんね、ニコ君。僕がとんでもない負ふ債さい者しやで」

「アンタら、鬼かァァァ!!」

　血を吐きそうな叫びを上げるニコラを宥めながら、ダリオも質問をする。

「なぁ、俺は何したらええの？」

「ダリオさんには、雰ふん囲い気き作りをお願いしたいんです」

　ダリオが首を傾げると、セラフィーナは補ほ足そく説明をした。

「組合同士の横のつながりを利用して、『新しく持ち上がっている都市計画はいい感じだから賛成だよ』ぐらいのゆるい噂うわさを街に流して欲しいんです。具ぐ体たい的てきな計画の内容は追おい々おいこちらから説明に行くんで」

「あぁ、さっき言うとったアレやな。俺ら石工衆で土ど壌じよう作りしといたらええねんな。任しとき」

「はい、よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げると、ダリオはニコニコとセラフィーナの頭を撫でる。

「ええよ、ええよ。俺は頑張っとる子好きやさかい、そういう子は応おう援えんするようにしとるんよ」

　ダリオの優しい笑顔と大きな手に、セラフィーナは頰を染め照れ笑いをした。

　どこまでの情報を噂として流すか、二人で打ち合わせを始めると、ニコラは気を利きかせて飲み物の用意に席を立った。

「新しい街の位置ぐらいは言っといたほうがええ？」

「まだ周辺の調ちよう査さが終わってないので変へん更こうもあるかもしれません。あまり場所を明かさない方向で」

　噂の具体的な内容を話し合い、石工衆が工作として動く範はん囲いを二人で検けん討とうする。

　そんな二人の横で、レオンツィオはいつもの微笑ほほえみを消し、つまらなそうな顔でガリガリとペンを動かし、尖せん塔とうの絵を描いていた。

「ねぇ、測量はどのくらいの期間がかかるものなの？」

　セラフィーナが話しかけると、レオンツィオはムッとした顔でそっぽを向き冷たい声で答えた。

「技ぎ師しの人数さえ揃えば、半月もあればできるよ」

　美しいがどこか寂さびしげなスケッチを描きながら、へそを曲げた様子のレオンツィオにセラフィーナは訳がわからず首を傾げる。

　ダリオは大きなため息をついてから、レオンツィオの頭にげんこつを落とした。

「イデッ！」

「レオちゃん、女の子には優しゅう！　先輩の言うことはちゃんと聞き！」

　突然ダリオに怒られたレオンツィオは悔しそうに兄弟子を睨んでから、何な故ぜかセラフィーナのことも睨んだ。

　──え？　なぜそこで私を睨む？

　セラフィーナはますます訳がわからず困惑したが、そのまま打ち合わせを進めた。

　結局、ダリオとの打ち合わせが終わるまでレオンツィオの機嫌は直らず、彼が再び笑顔を見せたのはダリオの帰りを見送る時になってからだった。




　それから、レオンツィオには測量の調整を任せ、セラフィーナは早さつ速そく「得する方」であるチェレアーリ地区の穀こく物もつ商人組合の組合商しよう館かんを訪ねた。

　チェレアーリ地区はアルゲンターリアでも一番古くからある地区で、生活に直結する穀物商や食料を取り扱う商店が多い。

　しかし、古い地区であるが故、道みち幅はばも狭く入りくみ、その上毎年のように補修を必要としている。

　地区全体の全面的な改修が必ひつ須すではあるが、大規模な改修となると長い期間の移転を余儀なくされる。

　大きな倉庫が必要な穀物商が移転できるような物件を、過か密みつ気味のアルゲンターリアで複数件探すことは不可能といってもいい。かといって、大きな市場があるアルゲンターリアから、穀物商や食料品関連の組合が離れることはもちろんできない。

　チェレアーリ地区は、慢まん性せい的てきな病気を抱えている状態なのだ。

　ニコラを使いに出すと、セラフィーナの読みどおりすぐに組合長との面会が叶かなった。

　商館の客間で待つと、ほどなく組合長と補佐官が現れる。共に四十代半なかばの実直そうな人物だった。

　挨拶をすませ、セラフィーナは前置きもそこそこに新しい都市計画について話し始める。

「今回の計画は、アルゲンターリアの慢性的な物流の悪さを解消することに重点を置いています。水路を張りめぐらせることで、船による大量輸送が可能になり、穀物のような大きな商品の輸送コストも、馬車を使うよりずいぶん安くなります」

　セラフィーナのような若い娘の説明も、組合長たちは真剣な顔で聞いていた。

　彼らは本気で自分の話を聞いている。そのことがとてつもないプレッシャーになってセラフィーナにのしかかり、声が少し上うわ擦ずった。

　若いから。女だから。なんの実績もないから。そんな理由で侮あなどってはくれない。これまでセラフィーナが対峙してきた求婚者たちとは違う、本物の大人。

　所しよ詮せん身内の父や、レオンツィオの先輩というつながりのあるダリオのように、容赦はしてくれないだろう。

　──ヤダ、怖いよ。失敗したらどうしよう。こんな怖い思いするくらいなら、図書室の中にいればよかった。誰かの思おも惑わくの中で息を潜ひそめていれば、こんな怖いこと、しなくてすんだのに……。

　プレッシャーが恐きよう怖ふに変わりそうな瞬間、レオンツィオの声が耳に蘇よみがえった。

『君は戦ったほうが幸せでいられる』

　すると、セラフィーナの胸に赤々と燃える闘とう志しがみなぎった。

　──別にアンタに私の幸せ決めてもらわなくても結構よ！　私は私の理由でここにいるんだから！

　セラフィーナは背筋を伸ばし、改めて目の前の二人の顔を正面から見た。

　──落ち着け、落ち着け私。確かにこの人たちは味方じゃない、だけど、敵でもないんだから！

　セラフィーナは落ち着きを取り戻し、完成予定図の最初に開発を始める地区を指差し、入居予定の順じゆん序じよについて説明する。

「当然ながら入居は開発工事関係の組合からとなりますが、これほど大きな開発です、大量の工事関係者が入ります。すると当然、彼らの胃袋を支える市場を造る必要が出てくる。開発中は安全面からも出店は許きよ可か制せいとなるでしょう。私は歴史があり信用のおけるチェレアーリ地区の商人の方に、ぜひとも出店していただきたいのです」

「つまり、私どもが入居できる地区ができるまで、商売もさせていただける、ということですか？」

　セラフィーナは組合長と補佐官に上品に微笑みかけ、こうつけ足した。

「えぇ、計画に同意していただけるだろうチェレアーリの方々には、十分に儲けていただきたいのです」

　計画に賛成するなら出店許可を出す。セラフィーナが暗にそう伝えると、組合長と補佐官は顔を見合わせクスリと笑い合った。

　組合長は苦笑しながら、セラフィーナに向き直る。

「さすがダレッサンドロの方は抜け目ない。これではいち早く賛成しないことには、チェレアーリの商人は商売の流れを読めないマヌケの集まりと呼ばれてしまう」

　組合長は補佐官に組合員招集の指示を出すと、立ち上がりセラフィーナに手を差し出した。

「紅真珠ペルラ・ロツソなんて大げさな二つ名だと思ってましたが、なるほどダレッサンドロの宝にふさわしいお嬢さんですね」

「お褒めにあずかり光栄ですわ。英えい断だんに感謝いたします、シニョール」

　セラフィーナは少し頰を上気させ彼と握あく手しゆを交かわす。

　婦女子に対する礼ではなく、対等な商人としての契けい約やく成立の握手。

　歴史ある穀物商人組合長が、若くまだ実績もないセラフィーナを対たい等とうな交こう渉しよう相手とみなし、扱った証あかしでもあった。




　激げき動どうの一日をすごし、セラフィーナはようやく心の楽園である図書室にたどり着く。

　念のため誰もいないことを確認すると、セラフィーナはぐったりとカウチに寝転がり、深呼吸して肺の中を書物の香りで満たした。

「ふ～、なんだかんだ言っても、やっぱここが一番落ち着くわ。も、外は疲れる……」

　つい最近まで極きよく力りよく屋敷の外には出ず、知らない人間（特に男！）とは口をきかないようにしてきたというのに……。

　状況の激変ぶりにセラフィーナはほとほと疲れ、思いっきりだらけた格かつ好こうでくつろいだ。

　高い天てん井じようの黒い梁はりを見つめ、自分を取り巻く環境が変わり始めたことに思いをはせる。

　屋敷に閉じ籠こもり、やって来る求婚者たちに怯おびえ、懸けん命めいに虚きよ勢せいを張って彼らを追い払っていた。

　何ひとつ自分らしい言葉を持たず、ダレッサンドロの令嬢として対応していた自分の姿は、我ながら滑こつ稽けいだ。

　紅真珠という名を嫌いながら、結局自分が一番、紅真珠たらんとしていたように思える。

　懸命に言葉を尽つくし都市計画を説明している時、セラフィーナは自分の言葉で思いを伝えていることに気づいた。

　──ノートの中以外でも、ちゃんと私の物語ってあるんだ。私の言葉で進む世界が、外にもあったんだ。

　物語を書き綴つづっていた緑のノート以外に、自分の言葉を表すことができる場所がある、その状況にセラフィーナは驚おどろきと高こう揚ようを感じている。

「私、私の言葉で他人としゃべれるんだ……私の言葉でも、話を聞いてくれる人いるんだ」

　確認するように小さくつぶやき、セラフィーナはクッションを抱きしめ、初めて感じる喜びを嚙み締めて──

「～～って、危ねぇ～、ちょっと城造り楽しいとか思っちゃうとこだった！　違う違う、私が目標とするのは、あくまでノート奪だつ還かん！　『ノート第一』のスタンスはぶれないようにしないと！　感かん傷しよう的てきになりすぎた……平常心、平常心」

　セラフィーナはクッションを放り投げ、平常心を取り戻すために用意しておいた青いノート（サラマイドリー夢ム・改あらため）を取り出し、さっそくペンの準備をした。

「今日こそダリオさんのイメージを活いかして、新たな物語を作らねば！」

　どうでもいい使命感に燃えながら、野や獣じゆう系（でも本当は優しい）騎士と囚とらわれの姫君の恋物語を錬れん成せいし始めた。

　──見た目怖そうなんだけど本当はすごく優しい騎士が、森の奥の塔に閉じ込められた姫君を偶然見つけてしまうの！　その姫君は騎士が仕える王様の亡くなった后きさきの娘で、新しい后になった継まま母ははの策略によって幽ゆう閉へいされてるのよ～。そんでもって、姫君は好色な伯はく爵しやくに下か賜しされる予定になってたり……クワァ～ッ！　なんたる非道!!　なんたる悲劇!!

　いつものようにグヘグヘと笑いながらペンを走らせていると、図書室のドアがノックされる。

　ミランダが呼びに来たのか、はたまたジャンニーニのお小言か。創作活動を中断されて機嫌悪く扉を開けると、そこにはレオンツィオがいた。

「……入ってもいいかな？」

「……あなたもドアをノックするって礼れい儀ぎ、知ってたのね」

　つい、いつもの調子で憎にくまれ口ぐちを叩いたが、レオンツィオの方はいつものように不敵に笑ったりせず、悲しげに眉を寄せた。

「……やっぱり、僕のこと怒ってるの？」

　普段の自信に満ちたレオンツィオらしからぬ弱気な声に、セラフィーナはたじろぎ、思わず心配してしまう。

「レオ、どうしちゃったの？　なんか変よ。おなかでも痛いの？　風か邪ぜひいたとか？」

　セラフィーナが調子を尋ねてもレオンツィオは何も答えず、黙ってセラフィーナの顔を見ていた。

「とりあえず、中に入りなさいよ。椅子に座ったら？」

　セラフィーナはレオンツィオを招き入れた。レオンツィオはそれに従って素直に図書室には入ったが、椅子には座らず、代わりにセラフィーナの腕を摑つかんだ。

「なっ!?　何すんのよ!!」

　驚きに声を荒らげ、腕を振りほどこうとしてもレオンツィオの手は緩ゆるむことなく、逆に引き寄せられる。

「ねぇ、こうやって簡かん単たんに部屋の中に入れてくれるんだもの、僕のこと嫌いじゃないよね？」

　ほぼ抱きしめるようにセラフィーナを捉とらえ、レオンツィオは低く静かな声で尋ねる。

「ンギャ～～～～～ッ!!　近い近い、近すぎる！　アンタ、普通の距離でしゃべってよ」

「だってサラ、すぐに逃げてくじゃないか。……ね、答えて。僕のこと、好き？　嫌い？」

　セラフィーナが真っ赤な顔で喚いても、レオンツィオはいつものように冗談めかして笑ったりせず、ひどく陰いん鬱うつな様子のままだった。

　セラフィーナは自分を覗のぞき込むレオンツィオの瞳が真剣なことになぜか怯え、咄嗟に目をそらし、顔を背そむけてしまう。

　──や、やめてよ！　そんなこと私に聞くなんて……なんかズルイ！

　好きか嫌いかなんて、わからない。好きな時もあるし、嫌いな時もある。

　ふわふわと行ったり来たりする自分の気持ちをあえて追求され、訳もわからず、恥はずかし紛まぎれに答えた。

「き、嫌いに決まってるじゃない！　ノート返してくれないし、とんでもない借金作らされるし！　普通に考えればわかるでしょ!!」

　セラフィーナが刺とげ々とげしい声で言い放つと、レオンツィオの手にはより力が籠る。

「……やっぱり、嫌いなんだ」

　そうつぶやくと、レオンツィオは泣きだしそうな傷ついた顔になる。その表情の変化に、セラフィーナは自分が彼をいじめたような気になってしまう。

「あ、あのね。嫌いって言ったけど──」

　キツく言いすぎた？　セラフィーナが今更だが訂てい正せいしようと口を開くと、レオンツィオはセラフィーナを強くかき抱いだいた。

「優しくしたら、いいの？　他の女の子みたいにキスしたら、僕のこと好きになってくれる？　……他の人が好きって言ったら笑うくせに、僕が好きって言うと怒るし……どうしたらいいのかわからないよ」

　恐る恐る髪を撫でるレオンツィオの手は、柔やわらかでありながらも、執しゆう着ちやくを匂におわす。

　レオンツィオからぶつけられる感情の種類は初めてすぎて、理解も、まして処しよ理りもできない。セラフィーナは戸と惑まどい、なんと言えばいいのかわからず、ただレオンツィオの腕の中で固まっていた。

　──あ、あれぇ？　これって本気の愛の告白っぽくない？　っていうか、この人、私のこと本気で好きなの？　ヤ、ヤダ、困る、いきなり本気とか言われても心の準備が！　そ、そうだ、こんな時は妄もう想そうを！　妄想をして落ち着きを!!

　セラフィーナが妄想の世界に逃げ込もうとしていると、レオンツィオはセラフィーナの頰をするりと撫でながら固定した。

　どんどん近づいてくるレオンツィオの顔がとても美しく、セラフィーナは見ていられず思わず目を閉じ──

「～～って危ねぇ!!　現実の男とか、ありえないからっ!!」

　セラフィーナは力いっぱいレオンツィオの顔を手で押し戻し、彼の腕の中から逃げ出す。

「あのねレオ、好きとか嫌いの前に、私は現実の男とは馴なれ合あわないの！」

「え～～～!?　なんで？　僕の顔が好きだって言ったじゃないか」

「だから、レオの顔だけ！　観かん賞しようするのは好きってことだから」

　セラフィーナが腕をブンブン振りながら距離を取ると、後ずさったレオンツィオはがっくりと肩を落とした。

「でも、僕はサラが好きなんだ。君と一緒に大きな未来を作りたいんだよ」

　縋すがるように言葉を重ねるレオンツィオに、セラフィーナは改めて釘くぎを刺さす。

「私がすすすす好きじゃなくったって、別にいいでしょ。すすすすす好きとか嫌いとか関係なく城のことはもう他の人巻き込んじゃったから、私もちゃんと最後まで付き合うわ。だから、そういうことのためにすすす好きとか言わないで!!」

　これ以上ないほど『好き』という単語を嚙みながら口にし、抵てい抗こうするセラフィーナに、レオンツィオは少し悲しそうに笑った。そして表情とはうらはらに、明るい声で答えた。

「あぁ、それなら安心だ。城と街を造ることは僕の夢だからね」

　レオンツィオはそう言うと、おとなしく椅子に座った。

「さぁ、明日からの根回しについて検討しよう」

　いつもどおりの顔になったレオンツィオにセラフィーナは胸を撫で下ろし、まだ赤いままの顔で、席に着いた。
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　フラフラと自室に戻り、ほぼ無意識のまま身み支じ度たくを整えベッドに入る。

　いろいろありすぎて、セラフィーナの頭は混乱を極きわめ、逆に何も考えられずに静かになっている。

「今夜は、妄想とかもやめて寝たほうがいい。そうしましょう、そうしましょう」

　大きすぎる独り言を叫んで、セラフィーナが掛かけ布ふを被ると、水みず差さしを届けに来たミランダに失しつ笑しようされてしまった。

「お嬢様、寝る前に妄想していることをそんな大声で発表されなくても……」

「ミラ、こういう時はそっと聞き流して……」

　泣き言にも近い苦情を言い、セラフィーナは恨めしくミランダを睨んだ。

　ミランダはセラフィーナの睨みなど気にした様子もなく、水差しを枕まくら元もとに置くと少し笑う。

「せっかくレオンツィオ様のような美形の男性を間近に見られているんですから、具体的に恋人になった妄想とかされればいいのに」

「デェェェェきるわケないでショォォォ！」

　とんでもなく声を裏返らせ、セラフィーナは否定した。

　いつもミランダと交わすバカバカしい冗談の類たぐいなのに、図書室での出来事を「具体的に」思い出し、心臓が飛び出そうなほど驚いて、あからさまに挙きよ動どう不ふ審しんになる。

「あの人の顔、チチチち近くで見たことなんてナイし、キ、キきす、キスとか想像も、できないシ」
















　ミランダはものすごくいい笑顔になると、荒々しくかつ単たん刀とう直ちよく入にゆうに確認した。

「正直にお答えください。──もうキスくらいはしたんか」

「……してないです、キスとかホントないです。ごめんなさい、してないから、もう許してクダサイ」

　首まで真っ赤にして顔を隠すように縮ちぢこまり、セラフィーナが涙目で答えた。ミランダは大きな胸を震わせ笑うと、優しくセラフィーナの背をさすった。

「減へるものじゃないですから、キスしてって素直に言っちゃえばいいんですよ。……そんなに怖がらなくても、男の人って可愛らしいものですよ」

「……やだ、男の人、怖いもん。そんなの別にしたくないし……」

　余よ裕ゆうで微笑むミランダを悔しげに眺め、セラフィーナは無意識に唇を触っていた。

　──こっちの気も知らないで、勝手に好きって言ったりキスしようとしたり、ちょっとは私の都つ合ごうも考えてよ！

　恋は物語の中にある絵空事。そう思っていたセラフィーナに、突然恋心を押しつけようとするレオンツィオ。空想でしかなかった恋やキスが、いきなり実体を持って現れ、決けつ断だんを迫せまる。

　もう少し待って欲しい。自分の気持ちすら整理できないのに、そんなに急かさないで欲しい。

　眉み間けんにしわを寄せ物思いに耽ふけるセラフィーナに、ミランダは笑いながら忠告した。

「そんな難しい顔をして考えても、思いどおりにはいきませんよ。考えてどうにもならないことなら、感じたままに動いてみたらいかが？」

　ミランダは水差しを取り替えると意い味み深しんに微笑み、困惑顔のセラフィーナにウィンクをして辞じ去きよしていった。
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　水上都市計画の恩おん恵けいを受ける地区から順に説せつ得とくを始めて、一ヶ月がすぎた。

　ダリオたち石工組合アルテの働きや、ピエトラ地区や穀こく物もつ商人組合が取り仕切るチェレアーリ地区の評議委員コンソレの後押しもあり、都市計画は議題にあがる一歩手前までとなった。

　アルゲンターリアは新しい都市計画の噂うわさで持ちきりだ。

　新しい情報に敏びん感かんな商人たちは商機を見定めようと必死で、自らダレッサンドロの屋や敷しきを訪たずね、セラフィーナたちの説明を受けようと列を成なすまでとなっていた。

　もちろん、賛さん成せい派はができると同時に反対派もできた。その反対派の筆ひつ頭とうがテッスート地区の毛け織おり物もの商たちであった。

　反対派対たい策さくについて何かしらのヒントを引き出せないかと、セラフィーナは父の秘書官であり事情通のジャンニーニの元をこっそりと訪ねた。

「ジャンニーニさん、お疲れ様！　あのっ……、お、お菓か子しでも食べない？」

　わざとらしく菓子を持って事務室にやってきたセラフィーナに、ジャンニーニは片かた眉まゆを上げ微び妙みような笑顔を作ると、何も言わず片方の手を差し出し席を勧すすめてくれた。

「さて、お嬢様のような若い娘さんとおやつを食べる時には、どんなおしゃべりをしたら喜ばれるのでしょうかね？」

　皿にタルトタタンを並べ、ジャンニーニは事もなげにつぶやく。

「私みたいな若い娘は、アルゲンターリアの情勢についてのおしゃべりが大好きよ!!」

　ジャンニーニの方から出された助け舟にセラフィーナは飛びつき、彼の気が変わらないうちにと質問を始めた。

「テッスート地区の毛織物商組合はなんであんなにダレッサンドロのやることに突っかかってくるの？　あの組合だってダレッサンドロ銀行の融ゆう資し受けてるんだし、商売が被かぶってるわけでもないんだから、仲良くしたっていいじゃない？」

「元々アルゲンターリアで一番力を誇こ示じしていたのは毛織物商のカッサーノ家で、代々毛織物商組合長を務める家でもありました。毛織物自体がこの街の主産業でしたから、カッサーノ家は政治的にもこの街の顔役であったと言えましょう。しかし、銀行業で成功を収おさめたダレッサンドロ家が経済的にも政治的にも台たい頭とうしてからは、カッサーノはただの商人になってしまいました」

　セラフィーナは、テッスートにある宮きゆう殿でんのようなカッサーノの館を思い出した。

　豪ごう奢しやで煌きらびやかなカッサーノの一族の暮らしぶりからして、さぞかし見み栄えとプライドに重きを置く人々なのだろう。

　そんな彼らからすれば、「成り上がりの金貸し」ダレッサンドロの存在はさぞかし不ふ愉ゆ快かいであろう。

　セラフィーナは呆あきれ顔でため息をついた。

「さらに、テッスート地区はペンディーオ地区の馬車輸ゆ送そう組合とも強いつながりがあります。以前アルゲンターリアで行われた路地の大だい規き模ぼ改かい修しゆうの際、毛織物商組合の強きよう硬こうな圧あつ力りよくによって、ペンディーオ地区とテッスート地区をつなぐ経路の改修を優先的に行った例があるくらいですからね」

　ジャンニーニの言葉にセラフィーナは小さく舌した打うちした。

「……なるほどね。水上輸送に切り替わる都市計画をダレッサンドロの娘である私が推おし進めてるなんて、馬車輸送が生業なりわいの人たちやそのお友達のカッサーノの方々からすれば、なんの利り益えきもなくてムカつくだけ！　ってことなのね」

「そういうことです。彼らのように恩恵の少ない、もっと言うならば新しい都市計画によって損そんをする人々は、強固な反対派となって計画の立ち上げそのものを否ひ定ていしています。現在も、評議会プリオーリの議題に上ることを阻そ止しするために、ひとつの議題をわざと長引かせて議事の進行を大おお幅はばに遅らせ、議題の予定をどんどん後ろにずらし込んでいる。そうして新しい議題に着手させにくくする、なんてことをしていますからね」

　ジラルド曰いわく「バカバカしくてしょうもない手」ではあったが効こう果かは絶ぜつ大だいで、正式に何も決まらないうちに噂ばかりが先行する事態となっている。

　ジャンニーニは落ち込んだ顔のセラフィーナを見ながら、タルトタタンの上で輝くリンゴを一口食べ、よく咀そ嚼しやくし味わう。

「噂は先行すれども、評議会の場にもあがらず正式には何も決まらない状態を見て、計画自体を危ぶむ声も上がり始めています。このまま何も手を打たなければ、都市計画は計画の前段階で頓とん挫ざするでしょうね」

「えええええぇ……」

　思った以上に厄やつ介かいな現状にセラフィーナは、唸うなり声を上げながら項うな垂だれる。ジャンニーニはセラフィーナの様子を気にするでもなく、自分でタルトを切り分け黙もく々もくと食べていた。

「要するに、この都市計画を打ち立てるにはタイムリミットがあるということです。市民たちを丁てい寧ねいに説得することも大事でしょう、しかしあまり時間をかけると、計画自体の信用をなくします」

　ジャンニーニは涼しい顔でタルトを食べ進め、最後の一口分にフォークを突つき立たて笑う。

「何事も、時間をかければいいというものではありません。迅じん速そくにことを進め、相手よりも有利な状況を作る。美お味いしいお菓子は意外と早くなくなるものですよ？　このようにね」

　パクリと最後の一切れを口に入れると、ジャンニーニは静かに咀嚼しゴクリと飲み込んだ。

「……おやつ、大変美お味いしゅうございました。それでは仕事の続きがありますので……」

　けっきょくワンホールあったタルトタタンをジャンニーニひとりで食べ終え、セラフィーナは体よく事務室から追い出された。




「タイムリミット、ねぇ……」

　セラフィーナは対策を考えるべくカッサーノ家の資料を眺ながめていたが、眺めるだけで妙案が浮かぶわけもなく夜が更ふけていくだけだった。

　カッサーノ家に関して言えば、感情問題に近いものがある。今いま更さら、すぐに仲良くなることは無理だろう。

　カッサーノの関係者と婚こん姻いんを結むすんでお近づきになる、なんて方法もあるだろうが、この場合は間ま違ちがいなくセラフィーナがカッサーノの誰だれかと結婚する羽は目めになる。

　そんなの、冗談じゃない！

　問題解決の取っ掛かりさえ思い浮かばない「カッサーノ案件」はとりあえず保留して、ペンディーオ地区の馬車輸送組合について考えてみた。

「……確かにいきなり馬車から船に稼か業ぎようを替えろって言われたって、ハイそうですかとはいかないわよね」

　ペンディーオ地区の馬車輸送組合は、アルゲンターリアが水上都市になれば確実に損をする。

　セラフィーナは頰ほお杖づえをついて、水上都市でも損をしない馬車の活用法を考えていた。

「馬車、馬車、ばしゃ……。今よりも馬車が儲もうかる方法……」

　つぶやきながら、ノートの片かた隅すみにひどく歪いびつな馬の絵を描いた。
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　ガラガラと大きな音を立てて回る、車輪の音と激はげしい蹄ひづめの音。二つが重なり、恐おそろしい音楽を奏かなでています。

　じき追っ手も追いつくだろう。姫は隣となりに座る王子の肩に縋すがりつき、悲しみに震ふるえる声で切り出しました。

「今からでも遅くはありません。どうか、私を牢ろうに戻してください。このままでは、貴方あなた様の御おん身みが……！」

「いいえ、……なんの罪もないあなたが牢につながれ処しよ刑けいを待つなど……そんな非ひ道どう、見過ごすなど、できるはずがない！」

　王子は姫を強く抱きしめ、彼女の耳元で苦しみに歪ゆがむ声で請こいました。

「あぁ、セラフィーナ姫！　どうか、私と逃げると仰おつしやってください。どこまでも共に、二人で逃げると！」

「王子！　愛いとしい貴方！　貴方の想いを拒こばめない私をお許しください」

　姫は王子の背中に腕を回して強く抱き返し、同じ気持ちであることを伝えるのでした。







「そして二人は国境を越え──フゥいィィ！　馬に二人乗りもいいけど、やっぱ愛の逃とう避ひ行こうには馬車の方が似合うわよね。亡ぼう国こくの王女と戦勝国の王子！　引き裂さかれる運命の二人は不安な気持ちを誤ご魔ま化かすために手を握にぎり合ったり、揺ゆれてぶつかったフリして抱きついちゃったり、キスしちゃったり！　ぅぎゃァァァ～!!　たまりませんなぁ～、馬車。馬車、馬車がなきゃダメだろ！　サイコー！　頑がん張ばれ！　ペンディーオ馬車輸送組合!!」

　ハフハフと興こう奮ふんし、いつの間にか広げていた青いノート（サラマイドリー夢ム・改あらため）に物語の一場面を書きなぐりながら、妄もう言げんを垂たれ流す。

「馬車は必要！　絶対馬車はいる子です!!」

「うん、僕もそう思うよ。水路造っても、それは街の中だけの話だから。このアルゲンターリアだけで物流が完かん結けつするわけじゃないしね」

「～～ヒッ!!」

　中途半端な悲ひ鳴めいを上げ、セラフィーナは思わず立ちあがり、隣の席を見る。

　現実を完全に意識から締しめ出して妄もう想そう世界に逃避を決め込んでいたセラフィーナを、レオンツィオは隣に座ってニコニコと眺めていた。

「図書室ここに入る時はノックしなさいよ！」

「したよ。したけど、サラは何かの呪じゆ文もんを唱えながらノートに向かったままで、返事をしてくれなかったんだよ」

「グヌゥ……」

　セラフィーナは悔くやしさと恥はずかしさでギリギリと歯ぎしりし、とりあえず青いノートをそっと隠かくして椅い子すに座り直した。

「……で、私に何か用？」

「用がないと会いに来ちゃダメなの？　僕はいつでもサラの顔を見ていたいんだけど」

「……このクソ忙いそがしい状況を作ってくれた張本人が言うセリフではないと思うわ」

　憎にくまれ口を叩たたいたものの、頰がりんごのように赤くなっていては台無しだ。セラフィーナは赤い頰を隠すように両手で頰杖をついてレオンツィオを睨にらむが、彼は嬉しそうに笑うだけだった。

「……あのね、都市計画の反対派とかが議会で暴れてるそうよ。笑ってる場合じゃないんだから！」

　ムッと眉を寄せ暢のん気きなレオンツィオに釘くぎを刺さし、ジャンニーニから聞いた「困こまった状況」と「タイムリミット」について説明した。

　レオンツィオは少し考え込むように目を閉じると、顎あごに手を当て軽く唸った。

「う～～ん、……水上都市計画がある程度まで進行して港が完成してしまえば、単純に物品の取り扱い量が増えて、陸路輸送量も大幅に増えるけど……何分、先の話だしね」

　セラフィーナも難しい顔で腕組みをし、同じように唸ってみる。

「う～～ん……工事の資材運うん搬ぱんは地形から考えても、最初は主に馬車でしょ？　ペンディーオ地区って損するより、工事特とく需じゆを受ける側だと思うんだけどなぁ」

「まぁ、それだけカッサーノ家の締めつけが厳きびしいってことなのかな？　きな臭くさいことが多い地域って、仲間同士を見張り合わせて密告を推すい奨しようするからね。近いことをやってるんだと思うよ」

「密告か……統とう制せいを取るには効果的かもしれないけど……えげつないわね」

　セラフィーナが肩を竦すくめると、レオンツィオは珍めずらしく厳しい顔をした。

「密告が蔓延はびこった集団ってのは、個人の意見とか未来についての希望とか、そういう当たり前にある思考を放ほう棄きしてる集団だって思ったほうがいい。真正面から説得しても無む駄だだ。彼らは、密告の恐きよう怖ふに支配されてるからね」

　穏おだやかではないレオンツィオの解説にセラフィーナは表情を暗くし、頭を抱かかえた。

「下手にこちらから話を持ちかければ、話を聞いた人がひどい目にあう。……でも、アルゲンターリアの市民である彼らを交こう渉しようから外すことなんてできないわ」

「どうする？　ペンディーオ地区の人々は話を聞きたくても、そう意い思し表示することだって極きわめて難むずかしいだろう」

　セラフィーナはしばらくの間、机に額ひたいを押し当て考えていた。

「そうだわ！　話をしなきゃいいのよ!!」

　ガバリと頭を上げると、セラフィーナは早さつ速そく作業にとりかかった。




　翌日、ペンディーオ地区の各組合幹かん部ぶの自宅に書しよ簡かんが届けられた。

　セラフィーナ・ダレッサンドロの名で送られた書簡の内容は、新しい都市計画の概がい要ようと、都市開発工事の特需についての細かな説明だった。

　新たな都市計画がペンディーオ地区にどれほどの経済効果をもたらすのか。商売人ならば無視できぬ情報が書簡という形で届けられた。

　その書簡は奇妙なことに、すべて封蠟シールがされていなかった。

「なぜ封蠟をしないのですか？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねたニコラに、セラフィーナは口元だけで笑った。

「封蠟がなけりゃ、封蠟を破らなくてもいいでしょ？」

　レオンツィオはそれを聞くと腹を抱えて笑いだし、笑い涙の浮かぶ目元を拭ぬぐった。

「サラ、君って、ホントに最高だよ！　既すでに開いていた手紙をもう一度開けることはできない。カッサーノの意思に反して、君からの手紙を開けて読んだ人物はいないってわけだ」

「あっ！　そういうことですか」

　ようやく理解したニコラは、呆れ顔でセラフィーナのモロ悪役な笑顔を見る。

「こんなことをあえて言うのもなんですけど……お嬢様ってば本当に悪知恵が働くタイプですよね」

「……ありがとう、最高の褒ほめ言葉です」

　結局、ペンディーオ地区からの表立った反応は何ひとつなかったが、水上都市計画への期待とカッサーノに対する不満はペンディーオの人々に静かに浸しん透とうしていったようだった。




「最後に難なん問もんのテッスート地区とカッサーノ問題だけが残ってしまったわけですが……」

　頭を抱えセラフィーナは虚むなしくつぶやいてみる。つぶやいたところで名案が浮かぶわけでもなかったが、現状を改めて口に出して確認してみたのだ。

　涙目でテッスートとの交渉を考えているセラフィーナのもとに、珍しくジャンニーニの方から訪ねてきた。

「コホンッ、……今日、お嬢様をお訪ねしたのは、少しお話ししたいことがあったからです」

　ジャンニーニは前置きをすると、持っていた書類入れから一枚の紙を取り出し、セラフィーナの前に置いた。

「これは、私が見てはいけないものかしら？」

「そう思われたなら、私に確かめないでいただきたいですね」

　ジャンニーニの答えに、セラフィーナはその書類の出で処どころについてそれ以上尋ねず、内容のみに目を通した。

　そこにはカッサーノ家の姻いん戚せき関係を示した図と、身辺調査について書かれていた。よく見ると、つい先ごろまでセラフィーナにしつこくまとわりついていた恥はじ知しらずな「愛人三人男」の名も記されている。

　セラフィーナは書類をじっと見て、あえて尋ねた。

「これは、なんのために調べられたものなの」

「セラフィーナお嬢様に求婚した方は、このような調査票とともにすべてこちらで情報を把は握あくしております。どのような方が何を目的としてお嬢様に言い寄り、このダレッサンドロに入り込もうとしているのか。それを知るためのものです」

　ジャンニーニは淡々と言うと、「愛人三人男」を指差し、彼の名から指を滑すべらせ親の名をたどっていく。

「彼の母親はカッサーノ家の当主の父方のいとこ。そして、テッスートの評議委員ジャコモ様の妻はカッサーノ家の先代当主の妹。さらに、コルシ家当主トマーゾ様のご子息はジャコモ様の末のご息そく女じよと婚約中。……コルシ家は先ごろオベッハという織物産地との取引をカッサーノ家から奪うばい取り、この両家の関係は現在最悪です」

「……つまり？」

「つまり、テッスートの評議委員であるジャコモ様は、カッサーノ家とコルシ家を両天てん秤びんにかけている。ある意味とても危うい状態です。どちらにもいい顔をしなければいけない彼が、どうしてもどちらかを選ぶとしたら、どちらだと思いますか？」

　セラフィーナが食い入るように書類を見つめ、状況を頭の中で整理する。

　現在、勢いがあるのはカッサーノからオベッハを奪い取ることができたコルシ。そして、ジャコモもそれを見越して娘をコルシに輿こし入いれさせようとしている。

　それを裏打ちするように、彼は自分の娘とカッサーノの関係者である「愛人三人男」との婚姻を避さけた。結果、カッサーノの駒こまである「愛人三人男」はコルシに対抗するため、旧敵のダレッサンドロに秋しゆう波はを送っている。

　ジャコモはダレッサンドロとカッサーノの婚姻が成立した場合も考え、あからさまにコルシを選ばず、評議会の場でセラフィーナに苦情を入れるなどしてカッサーノの味方もしている。

「……この先、テッスートが保たもつ一枚岩が割れる可能性がある」

　セラフィーナが小さくつぶやくと、ジャンニーニはわずかに微笑ほほえみ一礼した。

「次の仕事がありますので、失礼いたします」

　彼は書類を回収すると、辞じ去きよしていった。

　セラフィーナはジャンニーニの背中を見送ると、彼の言葉を反はん芻すうしながら、先ほど見た関係図を急いで書き写していく。

「ジャコモとしてはこれからはコルシとの関係を強化したい、でもいきなりカッサーノを切ることもできない。だから、なんとか天秤を動かさないように動き回っている。その努力で、テッスートの一枚岩を維持している。と、いうことは、評議委員の努力じゃどうにもならないくらい、天秤が動いてしまえばいい」

　セラフィーナは自分で書いた関係図を見つめ意地悪く笑った。

「天秤が動きだせばジャコモはコルシを選ぶ。……どうやったら天秤が動くのか。説明の内容を必死で考える前に、こっちを考えたほうがいいわね」

　ククククと声を潜ひそめて嗤わらうセラフィーナの姿は、どう見ても悪役でしかなかった。




　セラフィーナの部屋を出たジャンニーニは廊ろう下かを歩き、曲がり角まで来ると大きなため息をついた。

「そんなところでなく、お部屋にいらしてください。ちゃんと報告に参まいりますから」

　物もの陰かげに隠れ待っていたジラルドをジャンニーニは呆れ顔で見つめ、肩を竦める。

「そんなにセラフィーナお嬢様がご心配でしたら、私などを使わず、ジラルド様が直接お会いになればよろしいのに」

　冷たいジャンニーニの声に、ジラルドは眉を下げ情けなく言い訳をする。

「……だって、サラちゃん、私の話は素直に聞いてくれないから……そのせいで失敗したらかわいそうだし」

「まったく、ジラルド様こそ素直にセラフィーナお嬢様とお話しになったらどうです？　さ、早く書しよ斎さいにお戻りください。ジラルド様には都市計画以外にも、他の仕事がたくさんありますからね」

　ジャンニーニはグズグズと歩くジラルドを追い立て、書斎へと戻っていった。
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「万ばん事じ休きゆうす、ってやつね」

　セラフィーナは頭を抱かかえ、ニコラはため息をつき、レオンツィオは相変わらず暢のん気きに干ほしぶどうをつまんでいた。

「ホント、我が師し匠しようながら、コイツの余よ裕ゆうぶり見てると腹立ちます」

　ニコラは焦あせった様子もないレオンツィオを横目に毒どくづくと、今日の成果を報告した。

「相変わらずテッスート地区の各組合長との面会申し込みはことごとく断ことわられています。どうやら毛け織おり物もの商組合アルテの意向で、セラフィーナお嬢様とのコンタクトを禁止するお触れを地区全体に出しているようですよ。もちろん、評議委員コンソレもトマーゾ・コルシ様もダメでした」

　ニコラの報告を聞いたセラフィーナは顔を顰しかめ、凶きよう悪あくな表情でガリガリと焼き菓子ビスコツトを齧かじる。

「クソッ、忌いま々いましいジジィめ！　私の結婚には小こ煩うるさくくちばし突っ込んでくるのに、肝かん心じんな話になると顔も見せやしないとはね」

　セラフィーナは意識していなかったが、ジラルドにそっくりな口く調ちようで毒を吐はくと、苛いら立だちのままに焼き菓子をまた齧る。

　今のままではこちらの主張も伝えられず、相手が望む条件も探れない。会えないことには、カッサーノとコルシの「天てん秤びんを動かす」そんな策さくも使えないのだ。

　カッサーノたち毛織物商組合もそれがわかっているので、個別にセラフィーナと会うことを頑かたくなに拒こばんでいる。

　とにかく、相手を交こう渉しようのテーブルに着かせなくてはいけない。これ以上テッスート対策にばかり時間が取られるのも困る。セラフィーナは焦っていた。

「正攻法では会っていただけない。それが解った以上、同じ手にこだわる必要ないんじゃないかな？」

　干しぶどうをつまんでいたレオンツィオが何気なく口を開く。

「以前、テッスートのコルシって人が僕に新しい奥方の肖しよう像ぞう画がを描いてくれって、しつこく依い頼らいしてきてたけど、忙いぞがしいって断ってたんだよね。今、描いてもいいって言ったら会ってくれると思うけど……その人、確か毛織物商組合の幹かん部ぶだったような──」

「なんでそういう大事なことを……早く言ってよ！」

　被かぶせ気ぎ味みにセラフィーナは食いつき、レオンツィオに迫せまる。

「どんな手を使ってでも、テッスートのコルシ家とコンタクトを取りたいのよ。個人的になんとかならないの？」

　必死なセラフィーナにレオンツィオは笑いながら、何事でもないような様子でコンタクトを取る方法を提てい案あんしたのだった。







　忍しのぶようにやってきた迎むかえの馬車に、画材を入れる大きな箱と画布を担かついだ華きや奢しやな少年がマエストロとともに近づいてくる。

　羽根飾かざりのついた大きめの帽カロ子ツトを顔が隠かくれるほど斜めに被り、帽子をふちどるように黄金の巻き毛が溢こぼれている。少女のように美しいともっぱら噂うわさの彼のようだ。

　マエストロの助手は馬車に荷物を押し込むと、マエストロとともに自らも乗り込もうとした。

「あの、招待されていない方は、ご遠えん慮りよいただきたい」

　慌あわてて使者が少年を止めると、主しゆ賓ひんであるマエストロがその美しい顔を曇くもらせる。

「おや、それは困ったな。僕はインスピレーションのままに筆を走らせるタイプでね、トマーゾ様の美しいと評判の奥方にお会いしたら、すぐさま描きたくなるかもしれない。その時に助手がいないと……久々に肖像画を描く気になったというのに、残念だよ」

　レオンツィオは助手に戻るように言うと、自分も馬車を降り、荷物を降ろし始めた。

「それではトマーゾ様に、また機会がありましたらよろしく、とお伝えください」

　レオンツィオの言葉に使者は慌てふためいた。

　トマーゾの新しく娶めとった奥方のヴァネッサは美しいが大変わがままで、そのうえ見み栄えっ張ぱりだ。今回も「美しい女性しか描かない」と噂されている天才マエストロに肖像画を描いてもらうため、夫のトマーゾが散々手を尽つくし、やっとレオンツィオの招待に至ったのだ。

　夫の苦労を知ってか知らずか、既すでに奥方はご友人方を招いての肖像画完成披ひ露ろうパーティーの約束までしている始末。

　ここでレオンツィオを屋や敷しきに連れて行けないとなったら、解かい雇こどころですむかどうか。下手をすれば、アルゲンターリアを追われるかもしれない。

　使者は青あお褪ざめ、レオンツィオを呼び止めた。ダレッサンドロの関係者を連れ込ませるな、と強く言われている。しかし、肖像画のための助手ならばやむを得えない。

「失礼しました。どうぞ、助手の方もお乗りくださいませ」

　使者の申し出にレオンツィオは美しく微笑ほほえみ礼を言う。

「あぁ、ありがとう。君みたいに話の解る方が使者で本当に助かったよ」

　彼はそう言うと金髪の助手の手を取り、颯さつ爽そうと馬車に乗り込んだ。




　レオンツィオたちが屋敷に到とう着ちやくすると、豪ごう奢しやなホールでわざわざ待っていたコルシ夫妻の歓かん待たいを受けた。

「まぁっまぁっ！　こちらがレオンツィオ様！　噂に違たがわず、なんて素す敵てきなお方なのかしらっ！」

　派手に着飾ったヴァネッサは興こう奮ふん気味にはしゃぎ、期待に満ちた目をしてレオンツィオに手を差し出した。

「レオンツィオ・ガブリエリでございます。本日はお招きいただきありがとうございます」

　レオンツィオは当主のトマーゾに向かって丁てい寧ねいに礼をし、結果として目の前で手を差し出したまま、レオンツィオのキスを待っているヴァネッサを無視する形となってしまった。

　少しむっとした表情になったヴァネッサに、レオンツィオは悪びれた様子もなく微笑みかける。

「なるほど、お美しい。シニョール・コルシが夢中になるのも仕方ありませんね。さて、シニョールは愛する奥方様のどのような肖像画をお望みでしょうか？」

　レオンツィオは少々大げさにヴァネッサを褒ほめつつ、笑顔をトマーゾに向け尋ねる。

　レオンツィオたちが会話をしたいのは、あくまでトマーゾである。レオンツィオと親密に話し込みたい様子のヴァネッサをあえて無視し、常に彼が会話に参加できるようにしていた。

　王おう侯こうの顧こ客きやくばかり相手にしているレオンツィオが、自分を無視することなく謙へりくだっている様子に満足したのか、トマーゾも鷹おう揚ように構えていた。

「あのウルバーヌスでも名高いマエストロ・レオンツィオが当家の招待に応じただけでなく、肖像画まで受けていただけるとは……光こう栄えいの極きわみですな」

　ふくよかな腹を揺ゆらし機き嫌げんよく笑うトマーゾを確認すると、レオンツィオは助手を呼び、スケッチブックを用意させる。

「失礼。いま、イメージが湧わいたので……」

　そう言ってレオンツィオは木炭を動かし、興きよう味み津しん々しんのコルシ夫妻を前に黙だまったまま絵を描いた。

　それから数分間、レオンツィオはスケッチブックから顔を上げずにいた。ようやく顔を上げると二人にスケッチブックを見せ微笑む。

「……このようなイメージで描けたらと思いまして。いかがですかな？」

　ものの数分で出来上がったスケッチは、奥方が神話時代のようにキトンとヒマティオンをまとった姿だった。

「古代神話の女神のように優美なイメージに仕上げたいのですが……。一度、奥方様がキトンをまとっている姿で何ポーズか描いてみたいのです。構いませんか？」

　レオンツィオが夫であるコルシ氏にお伺うかがいを立てると、ヴァネッサは頰ほおを染めた。

　最近ウルバーヌスでは、物語の一場面風に肖像画を描くことが流は行やっている。主な題材は、神話からであることが多い。

　女神として自分が描かれることにヴァネッサは飛び上がらんばかりに喜ぶと、大きな声で侍じ女じよたちを呼んだ。

「ねぇ、急いでキトンとヒマティオンを用意して！　マエストロをお待たせしてはいけないわ、すぐに着替えなくちゃ！」

　彼女はそう言うと、夫の返事も待たず、女神に扮するために勢いよく客間を飛び出していった。

　彼女の後ろ姿を見送ると、レオンツィオは困ったように笑うトマーゾに改めて向き直る。

「さ、僕たちも神話のように後の世に残る仕事の話をしましょう」

　レオンツィオがそう言うと、後ろに控ひかえていた彼の助手は丸めてあった画布を机の上に置き、するりと開いた。

　画布には見たこともない街の風景と、設計図が描かれている。

　トマーゾはその図が意味することにすぐに気づくと、さっと顔色を変えレオンツィオを睨にらむ。

「私がマエストロをお呼びしたのは、こんな話をするためではない」

　硬かたい声で咎とがめるトマーゾに、同行してきた助手が答えた。

「いいえ、ぜひお話をさせてください。きっとコルシ様もこの計画には興味があるはずです」

　突とつ然ぜん口を挟はさんだ生意気な助手に、トマーゾは苛立ち声を荒らげる。

「部外者は黙ってろ！」

「あら、部外者とは冷たいこと」

　助手はそうつぶやくと、大きな羽根飾りのついた帽子を摑つかみ取った。

　帽子とともに金の巻き毛は剝はぎ取とられ、真っ赤な長い髪がこぼれ落ちる。

　赤い髪を垂たらした助手は青い目を細め、不敵に微笑む。

「ごきげんよう、シニョール・コルシ。お誘いしてもなかなかお会いできないので、こちらから押しかけてまいりましたわ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんといってもいい態度で丁寧に挨あい拶さつをする助手は、「紅真珠ペルラ・ロツソ」と呼ばれる少女の顔をしていた。

「～～～～～っ、警けい備びは完かん璧ぺきだったはずだッ……！」
















　絶ぜつ句くするトマーゾの顔を見て、レオンツィオはいたずらが成功した子どものように笑い、セラフィーナは複雑な表情になってしまう。

「いや、普通にカツラ被って服変えただけだったんだけど……」

　セラフィーナは小さくため息をついて、驚おどろくトマーゾを見ていた。




　あの日、対策を講じていたセラフィーナにレオンツィオから有ゆう意い義ぎな提案があった。

「じゃ、僕が肖像画の依頼を受けてみようか。肖像画の話がしたいって言ったら、彼も会ってくれるだろうからね」

　彼の提案は、行き詰づまっていた状況を打だ破はする一歩になる。

　早さつ速そく、レオンツィオ名義でコルシ氏に「時間ができたので肖像画の依頼を受けてもいい」と手紙を出した。

　すると返信は驚くほど早く届いた。

　トマーゾからの返事には、著ちよ名めいなマエストロに肖像画を描いてもらえる喜びと興奮が綴つづられていた。

　そしてある程度予想はしていたが、残念な一文も添そえられていた。

『現在、政治的な理由でダレッサンドロ家とのつながりを持つことを禁じられている。当家から馬車を仕立てるので、マエストロだけでお越しいただきたい』

「やっぱり、そう言ってくるわよね」

　セラフィーナは文面を見て苦笑いし、レオンツィオに手紙を返した。

　レオンツィオとは会ってもいいが、セラフィーナの同行は許さない。コルシの方から先に宣せん告こくされてしまった。

「じゃ、計画の概がい要ようをまとめておいたから、レオもちゃんと説明できるようにしておいて──」

「それは無理」

　即答するレオンツィオに、セラフィーナは目を剝むき声を荒らげた。

「な？　今いま更さら、何言ってるのよ!?　アンタが説明しなきゃ、誰だれがするのよ!?」

「技術的なことや建物の構造ならいくらでも説明してもいいけど、シニョール・コルシが知りたいのはそんなことじゃないだろうね。契けい約やくについても、通り一いつ遍ぺんなら説明できるけど、僕に交渉はできない」

　少しおかしそうに笑っているレオンツィオを、セラフィーナは厳きびしい表情で見ていた。彼が何を考えているのかわからなかったが、嫌いやな予感しかしない。

「あちらの依頼は奥方の肖像画だからね。シニョール・コルシに直接会えるのは初回だけかもしれない。その一回で交渉の成功を目指すなら、つけ焼やき刃ばの僕がすべきじゃない。君がちゃんと説明して交渉したほうがいい」

「はぁ？　あっちはアンタ一人で来いって言ってるのよ？」

「肖像画を描くには、道具を用意する助手が必要だからね。君はニコラ君の格かつ好こうをしてついて来たらどうかな？」

「ええ!?　チョ、待っ！」

「ニコ君、君の服を貸してくれないかな？　なるべく派手なものがいい」

　そう指示を出すと、レオンツィオはとても楽しそうにセラフィーナの顔を見ていた。

「……かしこまりました。少々お待ちください」

　──こんな顔をした時のレオンツィオを、軌き道どう修正することは不可能だ。

　長年の彼との付き合いでそれをよく知っているニコラは、大きなため息をついて着替えを用意するために自室に戻っていった。

「ニコ君!?　何おとなしく言うこと聞いてるの!?」

　慌てて叫さけぶセラフィーナに、レオンツィオはとてもいい笑顔で言い放った。

「大丈夫だよ。男の格好してしまえば、君の体つきならば女の子だなんて誰も疑うたがわないよ！　……物語みたいだね？」

「～～～～～っ、とりあえずレオは一回死んで!!」

　涙目で憤ふん慨がいするセラフィーナの味方をする者は、残念ながらその場にはいなかった。




　──そして悔くやしいほどに、誰にも気づかれなかったわけですがっ!?

　いつバレるかとヒヤヒヤしているセラフィーナを嘲あざ笑わらうように、誰ひとり助手に扮した彼女を疑う者はなかった。

　──つうか、ピッタピタのタイツとシャツと短めの胴どう衣いなのに……体のライン出まくりな服なんだから、誰か一人くらい気づいてくれてもいいんじゃない!?

　暗い目で思い出し笑いをしてから、セラフィーナは小さく息を吸うと表情を改めトマーゾに語りかける。

「シニョール、あなたも偉い大だいな商人ならいい話も悪い話もちゃんと知っておくべきだわ。話も聞かずに反対だなんてつまらない評議委員の真ま似ねをして、私をがっかりさせないでくださいな。──どんな話にも商機を見み出いだす、それがアルゲンターリアの商人ではなくて？」

　冷れい酷こくな金貸し、ダレッサンドロの令嬢「紅真珠」は尊そん大だいに微笑み、顔を強こわばらせているトマーゾを見下ろした。

「旧きゆう態たい依い然ぜんとした今のやり方では、コルシ家がカッサーノ家の上に行くことは無理でしょうね。大きな転機と商機が用意された街ができるというのに、上昇の機き運うんのあるコルシ家が反対するなんて、私にはまるで理解できませんわ」

　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべ、トマーゾはブルブルと頰を引きつらせセラフィーナの微笑みに見入っている。

　きっと彼は迷っているのだろう。同業者であるカッサーノと全面的に争うことは、組合の中の和を乱す、それは避さけたい。しかし、いつまでもカッサーノの下にいれば、商売は先細りになる。

　彼の葛かつ藤とうを見抜いたセラフィーナは微笑みを深くし、悪あく魔まのように優しくささやいた。

「テッスートの発展は、ダレッサンドロも願うことです。ひとつの家だけが潤うるおうことがテッスートの発展なのでしょうか？　シニョール・コルシは、テッスートの発展とはどんなものだとお考えかしら」

　口ごもり、俯うつむいてしまった彼はしばらく黙ったままでいた。

「……お引き取り願おう」

　トマーゾの重苦しい声に、セラフィーナは肩を竦すくめた。

「残念です、シニョール。あなたとはもっと有意義なお話ができると思い、こちらに参りましたのに」

「……招いたつもりはない」

　悔しそうに声を震ふるわせたトマーゾに、慌てた様子で客間に駆け込んできた使用人が耳打ちをした。

「外にダレッサンドロの馬車の隊列が！」

「なんだと!?」

　追い討うちをかけるような報せに、トマーゾは顔色を失くす。

　彼らの会話を眺ながめていたレオンツィオは画材を入れた箱を開けると、中からとてつもなく派手な赤いドレスを取り出し、セラフィーナに差し出す。

　セラフィーナは胴衣を脱ぬいで、シャツの上からドレスを着ると、首元のシャツが見えないように上からショールを巻いた。

　ドレス姿になったセラフィーナは優ゆう雅がに一礼すると、青い顔の彼にもう一度微笑む。

「どうやら迎えが来たようですわ。きっとまた私と話したくなると思います。ぜひ屋敷にいらしてください。いつでも歓かん迎げいいたしますわ」

　トマーゾにとって不吉この上ない予言をし、セラフィーナはレオンツィオを引き連れ客間の出口に向かった。

「……ウチで馬車を用意します。どうか、そちらで帰ってはもらえませんか」

　セラフィーナの行動の意い図とが解ったトマーゾは、咄とつ嗟さに出口に立ち塞ふさがり懇こん願がんした。しかし、彼女は臆おくすることなく笑顔で切り捨てる。

「もう、遅くてよ。……退どいてくださらない？」

　項うな垂だれる彼の横を通り抜け、セラフィーナたちは大通りに面した正面玄げん関かんから堂々と出て行く。

　大おお仰ぎように居並ぶ従者たちと、ダレッサンドロの紋もん章しようの入った派手な馬車の隊列に、大通りには何事かと見物する人々の人垣が既にできていた。

　ずらりと並んだダレッサンドロの従者たちと野や次じ馬うまたちに出迎えられ、セラフィーナは屋敷から出る。

　見物人たちはコルシの屋敷から出てきたセラフィーナの姿を遠巻きに眺め、ささやき合っていた。

「皆様、ごきげんよう」

　人目を引くほど派手な赤いドレスを着たセラフィーナは、集まった見物人たちに笑顔で愛あい想そよく手を振り、ダレッサンドロの馬車に乗り込む。

「コルシ当主がダレッサンドロと会かい談だんしたようだ」

「コルシ家だけが抜けがけをして、都市計画の情報を手に入れたに違いない」

「カッサーノ家の手前、遠慮していたのに。こんなことならウチだってダレッサンドロと交渉したい」

　噂し合うテッスートの人々に、セラフィーナは馬車の窓から手を振っていた。

　大たい層そう機嫌よく手を振るセラフィーナの姿を見た人々は、トマーゾとの会談で大きな成せい果かを得た表れであると結論づけた。

　テッスートの人々のささやきは次第に大きくなり、馬車が去った頃には騒さわぎといっていいほどの大きさとなっていった。




　馬車の座面に深くもたれ、セラフィーナはようやく大きく息をはいた。

「ォエエエエエエエ～～～～～……緊きん張ちようしすぎて気持ち悪いィ、吐きそう」

　先ほどまでの高こう貴きを通り越し尊大な令嬢の猫甲かつ冑ちゆうを脱ぎ捨て、セラフィーナは早速ボヤきだす。

「つか、ホントなんで男だん装そうに気づかないのよ！　全然楽しくないよ、こんなの。男装モノの展開だったらありえないでしょ!!　とりあえず誰か一人は見破れ、コンチキショ～～～」

　キィキィと喚わめくセラフィーナに、レオンツィオは腹を抱えて笑う。

「完璧だったよ、サラの男装！　実に可か愛わいらしい少年だったじゃないか」

　ご満まん悦えつといった様子で笑うレオンツィオをセラフィーナは憎にく々にくしげに睨み、巻いていたショールをかなぐり捨てた。

「こんな思いして上手くいかなかったら、レオのこと恨うらむからね!!」

「上手くいくさ。サラだって見ただろ、シニョールの青い顔と屋敷の前の人だかりを。あれだけの人間が、ダレッサンドロの馬車と屋敷から出ていくセラフィーナ・ダレッサンドロの姿を見たんだ。君とコルシが接触したことはテッスート中の人々が知ることになる。──もちろん、カッサーノの人々も、ジャコモ評議委員も」

　レオンツィオの言葉にセラフィーナは顔を歪ゆがめて笑い、走る馬車から窓の外を見た。

「……そうね、テッスートの人々はともかく、カッサーノとジャコモにはこの話が届いてもらわないと。派手に揉もめてくれれば、こっちも助かるんだけどなぁ」

　カッサーノとコルシが仲なか違たがいすれば、毛織物商組合の足並みは一気に崩くずれる。

　足並みさえ乱せば、勝手に自じ滅めつしてくれるだろう。沈しずむ船からは鼠ねずみよりも早く逃げ出す。それが商人の正しい姿だから。

　セラフィーナは悪い顔で笑いながら、過ぎていくテッスートの街並みを見ていた。

　まだ知らぬ先へふみ出すことは、誰だって怖い。大人でも子どもでもそれは同じだ。しかし、いつまでも同じ場所にはいられない。時間は先にしか進まないし、待ってもくれない。

「……先に進むって楽しいことばかりじゃないけど、嫌なことばかりでもなかったわよ」

　流れていくテッスートの街並みに小さく声をかけた。

　その声は車輪の音にかき消され、セラフィーナ自身の耳にも届かなかったのに、レオンツィオは笑って答えた。

「未来はいつだって明るいさ。まだ何も決まってないからこそ、自分たちで選ぶことができるんだからね」

　独り言を聞きとめられた恥はずかしさにレオンツィオを睨むと、彼は笑いながらセラフィーナと並んで窓の外を眺めた。




　セラフィーナたちがダレッサンドロの屋敷に戻って一時間もしないうちに、屋敷には都市計画を尋ねるテッスートの人々が現れ始めた。

　セラフィーナは時間を区切って数人ずつ説明会を行うことにした。

　客間に通されたテッスートの商人たちは互いの顔を気まずそうに見ていたが、セラフィーナが都市計画のメリットとデメリットを説明する頃には、互いのことなど気にせず真しん剣けんな顔で質問をしていた。

「新しい都市ができるからといって、アルゲンターリアの機能すべてをそちらに移い行こうするわけではありません。現在のアルゲンターリアと新しいパルーデ、それぞれの街の利点を生かし、住み分けを行います。せっかくある現在の都市を捨てるなんて、そんな愚おろかしいことは考えてもいません」

　毛織物職人に答え、セラフィーナは綿織物商人に向き直る。

「確かに、今あるアルゲンターリアから様々な組合が移転すれば活気は失われるかもしれません。しかし、こうは考えられませんか？　アルゲンターリアの面めん積せきが広がる、と。単純に商売が行える土地が増えるのです。今より取り扱える商品の数も幅はばも広がる。市場全体を考えれば、むしろ活気は増すでしょう」

　セラフィーナは落ち着いた顔でうっすらと微笑み、不安と期待に揺れるテッスートの男たちに語った。

「停てい滞たいは商売の大敵。過か密みつがこれ以上進めば弊へい害がいしかありません。アルゲンターリアの未来は先細りです。人が集まる場があるからこそ、商売は賑にぎわう。そんなこと、小娘の私よりも諸先輩方の方が詳くわしいのではなくて？」

　いまだ決断できない年上の商人たちを相手に、セラフィーナはツンと顎あごをあげ余裕の表情だった。

　さすがジラルド・ダレッサンドロの娘。セラフィーナの豪ごう気きさを、テッスートの男たちは畏い怖ふにも似た気持ちで見ていた。




　その夜遅く、ダレッサンドロの屋敷を一人の男が訪れた。

　夜の闇やみに紛まぎれ裏口からこそこそと屋敷に入る姿は泥どろ棒ぼうのようだが、彼はれっきとした客人であった。

　裏口で待っていた秘書官は彼の顔を確認すると一礼し、そのまま主の書しよ斎さいへと案内した。

「てっきり、コルシさんが先に来ると思ってましたが……貴方あなたの方が先でしたか、ジャコモさん」

　ジラルドの揶や揄ゆにも似た言葉にジャコモは笑顔を僅わずかに歪めたが、そこは百戦錬れん磨まの古ふる狸だぬき、余裕がある様子で挨拶をする。

「こないエエ晩に、おっさん同士顔突き合わせなあかんなんて、ホンマきついわ。ダレッサンドロ様とこのお嬢様も大たい概がいにして欲しいですわ」

　そう言って席に着いたジャコモは、単たん刀とう直ちよく入にゆうにジラルドに尋ねた。

「で、そのお嬢様はどの程度わてらに花持たしてくれる気で？　このまま手ぶらで帰ったら、わてかて賛成派なんてまとめられへんのですわ」

　明あけ透すけなほどズバリと自分の利益リターンを確認するジャコモに、ジラルドは苦笑いして答えた。

「それはセラフィーナに尋ねていただかないと……結婚にしてもなんにしても、私の言うことなど全く聞かない娘でしてねぇ。躾しつけが行き届かなくて、いやはや、お恥ずかしい」

　焦じらすようにそう言って含み笑いをし、まだ余裕の顔のジャコモに首を傾かしげてみせる。

　捉とらえた鼠をなぶるようなジラルドの物言いに、ジャコモの頰は笑顔の形を保たもっていたが、口元はひくついていた。

　セラフィーナたちが用意できるリターンは物事の優先権、そんなものしかない。しかし、それだけではテッスートには旨うまみが少ない。そこでジャコモは、ダレッサンドロの全権けん限げんを持つジラルドを直ちよく接せつ訪ねた。

　朝を待てず深夜近くに会談を持ちかけたジャコモの事情を十分承しよう知ちしているジラルドは、本物の余裕の表情で通つう告こくした。

「私が用意できるものは、パルーデ開発で移転して空いた地所への優先的な斡あつ旋せんと、移転に関わる費用の低金利貸し付け、そんなものです。この件に関しては、これ以上の交渉も譲歩もできません。私もそろそろ眠い。最近昼間の評議会プリオーリが長引いて、なかなか昼寝シエスタもできませんからね」

　ジラルドは意地悪く笑い、ジャコモの答えを待った。しばらく思案していたジャコモは諦あきらめたように小さく息を吐き、肩を竦める。

「それ、わてが交渉の末もぎ取った、ってことにしていただけるんなら、昼寝の時間お返ししますわ」

　その言葉に、ジラルドは口の端を上げて笑う。

　評議会での議会進行の妨害をしない、その約束をジャコモから吐き出させた。これで、セラフィーナたちの都市計画は議題にあげられ、先に進むことができる。

　ジラルドは満足げに頷うなずき、ジャコモにこう溢してみせた。

「いやいや、ありがとうございます。少しは娘にいいところを見せないと……。ここ数年、父親の威い厳げんは暴ぼう落らく傾けい向こうで底を知りませんからね」

　娘を持つジャコモはその言葉に微び妙みような顔で笑い、手を差し出す。

「そりゃ、どこでも同じですわ。どんな交渉相手よりも、娘は難むずかしゅうて困りますわ」

　二人は苦笑しながら、交渉成立の握あく手しゆを交かわした。




　翌日も、セラフィーナたちは押し寄せるテッスートの商人たちへの対応に追われていた。

　カッサーノ家の号令の下、互いを牽けん制せいして都市計画の情報を積極的に集められずにいたテッスートの商人たちは、コルシ家のぬけがけによって見張り合っていた建たて前まえをかなぐり捨てた。

　堰せきを切ったようにダレッサンドロの屋敷に詰めかけ、一時間毎ごとに行われる説明会に参加するため列を作る始末だ。

「大成功だね」

　商人たちでごった返す玄関ホールを見てレオンツィオが笑うと、セラフィーナは疲れきった顔で人混みを眺める。

「成功しすぎたわ。他の地区みたいに組合の代表を集めて説明して、その情報を下ろしてもらうってやり方ができないからしょうがないけど……。正直、説明会で参加費とったら儲もうかるんじゃないかしら？　って、レベルだわ」

　セラフィーナは冗談交じりに笑い、急きゆう遽きよ手伝いに来てくれた父の事務官たちに指示を出す。

「部屋に入れる椅子の数を増やしましょ！　あと、私の隣となりに二、三人座る場所を確保して、事務官の方も座ってください。対応は私がします、威い嚇かく用に座っていただくだけですから、自分の仕事しながらでけっこうですよ」

　セラフィーナの指示に、事務官たちは笑顔で応えていた。

　大きなプロジェクトに立ち会うということは、事務官たちにとって興奮する仕事でもある。

　意識しているのかはわからないが、そんな働く喜びを自分たちに与えてくれたお嬢様に、事務官たちは心の中で感謝とエールを送っていた。




　セラフィーナたちが説明会に追われていた同時刻、評議会ではやっと議題にあがった「パルーデ水上都市化計画」について議論されていた。

　その計画の壮そう大だいさや費用の莫ばく大だいさに評議員の中でも賛さん否ぴは分かれ、議会は珍めずらしく荒れた。

「費用はダレッサンドロ様が全額負ふ担たん、と言っても、入居や営業許可とこちらも出費がかさむ。そのことについてはどうお考えで!?」

「しかし、今のままでも、補修工事に金を食われ高こう騰とうする賃料に悩まされで、どのみち高額の負担は避けられない！」

「そうだ、アルゲンターリアは狭せまいのに賃料が高くて出店できないという商人がたくさんいる。その対策はどうするんだ」

「近きん隣りん国で大規模な市場が開かれたら、アルゲンターリアでの取引を一気に取られかねない」

「しかし高いですよ、五百万フィオリーノ……。ダレッサンドロ様は回収する気でいらっしゃるんでしょう。我々に債さい権けんを押しつける気じゃないでしょうな？」

　それぞれの地区の事情で議論を戦わせる評議委員たちに、ジラルドは薄うすく笑い提案する。

「確かに大きな話です。アルゲンターリアに住む人々すべてに関わる、そう言っても過か言ごんではないでしょう。そこで、私から提案があります。ここは計画の賛否ではなく、全住民集会アレンゴを開催するかしないか、それの決をとったらどうでしょう？」

　ジラルドの提案に評議委員たちがざわめいた。

「全住民集会はその名のとおり、投票権を持つすべての市民に直接判断を問う、すべての市民の平等を重んじる共和制のアルゲンターリアにふさわしい制度です。しかし、この制度も形けい骸がい化かし、近年はほとんど機能していない。嘆なげかわしいことです」

　すべての決定を評議会ですませている張本人は空々しく嘆いてみせると、また続けた。

「だからこそ、この都市計画はアルゲンターリアの市民で審しん議ぎし、採さい決けつを取るべきです。それこそがアルゲンターリアの未来を決めるやり方だとは思いませんか？」

　アルゲンターリアを代表する銀行家ジラルド・ダレッサンドロの主張は、共和制の精神に則のつとった素す晴ばらしいものだ。これに反対するのは、アルゲンターリアの市民の参政権を否定するのと同じである。

　ジラルドの主張に、ジャコモは皮肉な笑みを浮かべた。

　ジラルドは最初から評議委員たちを説せつ得とくし、議決する気などなかったのだ。

　──おぉ、怖。恐おそろしいお人や、ダレッサンドロ様は。この計画使ってカッサーノはんを削そぎ切ぎりにするおつもりや。

　ジラルドの人のよさそうな微笑みを見ながら、ジャコモは胸の中だけで舌したを出し、賛成の札に手をかけた。
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　日が暮れても途切れない説明会待ちの商人の列を片付け、ようやく仕事を切り上げたセラフィーナは、クタクタに疲れた状態でやっとありつけた夕食をほぼ無意識で口にする。

「ヤバイ、疲れすぎて蜂はち蜜みつが異常に美お味いしい、もうミツバチの巣ごと齧かじりたい……」

「……料理人が泣いちゃいますから、そういった発言はお控えくださいませ」

　ミランダの叱しつ責せきにセラフィーナは一応の反省を見せ、おとなしく子羊の肉を切り分け口に運ぶ。

　明日もこの調子で一日が過ぎるのだろうか？　スケジュールの心配をしながら咀そ嚼しやくしていると、セラフィーナ以上にヘロヘロになったジラルドが食堂に現れた。

　父の姿を見たセラフィーナが身構える前に、ジラルドは片方の手をあげ、軽く振る。

「サラちゃん、全住民集会の開かい催さい決まったから。あとミラ、書斎に蜂蜜たっぷりかけたパニーニ運んで。夕飯それだけでいいから……」

　それだけ言うとジラルドは食堂を去っていった。

「ちょっと！　お父様、全住民集会って……つうか、もう少し丁寧に説明していってよ！」

　セラフィーナは慌てて席を立ち、父の後を追っていく。

「ホント、よく似た親子ですこと」

　駆けていくセラフィーナの後ろ姿をミランダは苦笑いで見送った。




「ちょっと！　お父様待ってよ！　全住民集会ってどういうことよ？　まずは評議会で意見集約してから、全住民集会にかけるんじゃないの!?」

　セラフィーナは廊ろう下かを走りながら、先行するジラルドに大声で尋ねる。

「まだ評議委員も全員説得できてないのに、いきなり全住民集会なんて無む茶ちやすぎるわ！」

　金かな切きり声に近いセラフィーナの質問に、ジラルドはようやく歩を止め振り向いた。

「サラちゃん、全住民集会では住民一人につき一票が原則だ。力のある大商人であろうと貧まずしい職人であろうと、ひとりには一票しかない。それは知っているね？」

「も、もちろんよ！　アルゲンターリア市民で、成人した者なら誰でも全住民集会への参加が認められるもの」

　セラフィーナの答えに頷くと、ジラルドはピッと人差し指を立てた。

「都市計画が持ち上がれば、細々とした仕事が増え庶しよ民みんは潤う。当然ながら入居費用や営業許可に金を払う立場の商店主や雇やとい主よりも、従業員である庶民の方が圧あつ倒とう的てきに数が多い。この状況で、都市計画に反対する庶民はどれほどいるというのだろうね」

「そ、そうね」

「サラちゃん、評議委員全員を説得するのは、ダレッサンドロの力を最大限に駆く使ししても無理だよ。皆それぞれに利り権けんやメンツがある。そんな彼らを金で屈くつ服ぷくさせるのは、上手い手じゃない。それならば、初めから賛成してくれそうな人たちにお伺いを立てたほうがいい。──アルゲンターリアは自由と平等の共和制国家だ。市民の自由意思は絶対だ。例えカッサーノであっても、市民の決定には従わなくてはいけない」

　今更のような正論でもって全住民集会に持ち込み、カッサーノを筆ひつ頭とうとして根づいている旧勢力の反対派を、庶民の敵としてねじ伏せる。

　全住民集会での決議、という正義の御み旗はたと大義を使い、煩いカッサーノたちの口を塞ぐ、ということだ。

　セラフィーナはゴクリと唾つばを飲み込み、「冷れい徹てつな政治家」ジラルド・ダレッサンドロの顔を見上げた。

　彼は緊きん張ちようした面持ちになった娘に薄く笑い、こうつけ加えた。

「とはいえ、市民全員がこの計画に賛成ってことでもない。今のところ賛成反対半々ってところかな？　全住民集会では三分の二の賛成が可決の条件だよ。さて、どうやって賛成数を増やすのか。それはサラちゃんの仕事だ」

「──え？」

　いきなり振られた言葉にセラフィーナが目を見開くと、ジラルドはニンマリと笑い手を振り逃げ出した。

「チョッ、待ッ!!」

「とりあえず、父さんができることはもうやったから！　あとはサラちゃんが頑がん張ばりなさいね。父さん、他にもいっぱい仕事あるから！」

　チャオ！　と言い捨てジラルドは書斎へと走り去っていった。

　逃げ足が異い様ように速い。セラフィーナが新たに知った、父の特性であった。




　全住民集会に漕こぎ着けたことをレオンツィオに知らせると、彼は少し驚いた顔をしてから笑った。

「集会を開くことを評議会で認めさせるまでには、それなりに時間がかかると思ってたんだけど……さすが、シニョール・ダレッサンドロは豪ごう腕わんだね」

　ジャンニーニから評議会での経けい緯いを聞いてきたセラフィーナは、豪腕という単語に苦笑した。

　──豪腕っていうより、後ろから思いっきり蹴けり倒したって感じで議会通したけどね。……確かに「さすが」だわ、ジラルド・ダレッサンドロって人は……。

　交渉に明け暮れるようになって、セラフィーナは父のすごさを改めて思い知らされた。

　──それに比べて私は、なんて、比べることだっておこがましいかも……。

　卑ひ屈くつになりそうな気持ちを無理やり追い出し、セラフィーナは顔を上げ、レオンツィオの目を見る。

「全住民集会開催は明日の発表から二週間後、闘技場コロツセオ跡で演説と投票が行われるわ」

　硬い顔のセラフィーナに、レオンツィオも真剣な顔で考え込む。

「準備期間がほとんどないな……」

「そうなのよ……元々全住民集会は話し合いをして議決を取る、規き模ぼの大きな議会みたいなものだわ。だから、全住民集会の告知期間はあっても、議題の説明期間なんて設もうけてないわ」

　セラフィーナはガシガシと髪をかき乱し、唸うなり声を上げる。

「もっォォォぉ～～～!!　こうなってくると、お父様のインチキぶりがありがた迷めい惑わくになってくるのよ！　全住民集会までもっと時間がかかるって思ってたけど、二週間じゃいくら説明会したって市民全員に情報なんて行き届かないわ！」

　セラフィーナは頭を抱えて、説明会の規模を拡大する方法を考えたが、いい案は浮かばない。

「この計画に協力的な地区は、自主的にそれぞれの組合を経けい由ゆして都市計画の周しゆう知ちをしてるからね。反対派の多い地区ほど情報をばらまきたいのに……困ったことだ」

　本当に困っているのか確かめたくなるほど軽く言うと、レオンツィオはフムと顎に手を当て考え込んだ。

「明日の午後には全住民集会の開催通知の触ふれ書がきが街の辻つじに立てられるわ……そしたら、あとはもうコロッセオの舞台に上がる衣い装しよう考えるくらいしかやることないわ」

　セラフィーナのやけっぱちな独り言に、レオンツィオはポンっと手を打った。

「僕らの方で都市計画を知らせる触書を出せないかな？」

　レオンツィオの発言にセラフィーナは目を見開いて立ち上がる。

「それだ！」

　セラフィーナは早速紙を手に取り、ガリガリとペンを動かす。

「まずは、都市計画の意い義ぎと必要性、費用負担のことと、恩恵の大きさと……」

　ブツブツとつぶやきながら都市計画の周知文を書いていく。

「……できた！」

　インクで汚れた指先で鼻先をこすり、やり遂とげた顔で完成した文章をレオンツィオに見せる。

「どうかしら？　これを読めば、全部わかるわ」

　ツンと顎をあげ、自信満々で胸を張るセラフィーナから原げん稿こうを受け取り、レオンツィオはじっくり読み始める。

「フフフ……、まぁ、文章を書くのはそれなりに得とく意いっていうか？」

　褒めちぎられること前ぜん提ていでいるセラフィーナに、原稿を読み終えたレオンツィオは顔を上げにこりと笑った。

「うん、すごいけど、これが街角に貼はられてても僕だったら読まない」

「そうでしょ、すごいでしょ──ってなんでっ!?　すごくわかりやすく書いてあるじゃない!?」

　期待はずれの批ひ評ひようにセラフィーナが眉まゆを吊つり上げると、レオンツィオはこともなげに切り捨てた。

「だって、こんなに小さな字でたくさん書いてあったら、よっぽど知りたい人でも読むの大変だと思う。それほど興味のない事だったら、こんな字の多いもの見もしない」

　あまりにも的てき確かくな指し摘てきに、セラフィーナはガックリと椅い子すに座り込む。

「じゃ、どうすんのよ……」

　机に突っ伏したセラフィーナの姿を見ながら、レオンツィオはしばらく考え込む。

「全住民集会の知らせって、開催することと、日時と場所ぐらいしか書かないんだよね……」

「……そうよ。それぐらいしか知らせることないしね」

　セラフィーナの答えにレオンツィオはまたフムと顎に手を当て目を閉じた。

「じゃ、僕たちもそれに習えばいいんだよ」

　そう言ってレオンツィオはペンを取って何やら書きつけ始めた。

「ここに絵を入れて……こんな感じかな？」

　レオンツィオは書きあがった原稿をセラフィーナに見せた。

　そこには、計画にある美しい街の絵と「新しい水上都市があなたを待っている！」とだけ書かれていた。

「これじゃ綺き麗れいなだけで、具体的なことは何にも伝わらないじゃない……」

　セラフィーナのダメ出しにレオンツィオは楽しそうに笑った。

「それは全住民集会で説明するんだろ？　それなら、先に都市計画にいい印象を持ってもらえれば十分じゃないか」

　レオンツィオは笑顔のまま手を伸ばし、セラフィーナの鼻の頭についたインクの汚れを指先で拭ぬぐう。

「宗教画だって、字の読めない人たちに話をわかりやすく伝えるためのモノだったからね。当日、君が僕の描いた絵を解説してくれれば、それで十分な説明になるんじゃないかな？」

　とても優しく鼻先を拭う彼の指先の感触に、セラフィーナの心臓はバクバクと暴れだす。

　──にゃァァァァァ～ッ!!　ヤメテ！　そういうの、ちょっとカッコイイとか思っちゃうからヤメテぇぇぇぇ!!

「そ、そ、それもソウヨネ……」

　真っ赤な顔になるセラフィーナにレオンツィオはクスクスと笑い、ようやく指を離した。

「ごめん、擦こすったらインク拡ひろがって真っ黒になっちゃった。顔洗ったほうがいいね」

「……アンタ、ホントいい加減にしないと今度こそ殴なぐるからね」

　鼻先が黒くなったセラフィーナは顔を赤くしたまま捨てゼリフを吐き、慌てて洗面室に駆け込んだ。




　全住民集会の一週間前にはレオンツィオの描いた絵と短いフレーズだけのチラシが街角のいたるところに貼り出された。

　美しい街の絵と短くも明るいフレーズに、街の人々の噂は好意的なものへと変わっていった。

　しかし、このまま都市計画が進むことを好意的に受け入れられない反対派が、何もせずにいるということはなかった。

　彼らはセラフィーナたちの手法を真似て、廃すたれたアルゲンターリアの絵とともに「借金でアルゲンターリアが沈む！」というチラシをいたるところに貼り出した。

　両者の宣せん伝でん合がつ戦せんの結果、街の人々の関心は大いに高まり、賛成派と反対派が街角で議論し合うまでになった。

「賛否両論ってのはいいことだよ。人は興味のないことには賛成も反対もしないからね。多くの人がこの都市計画に興味を持つ、それこそがこの議決を通す鍵かぎだよ」

　話題となり盛り上がるのはいいことだ。誰の興味も引けない都市計画になるよりは、ずっとマシだ。

　ジャンニーニを通したジラルドの助言もあり、セラフィーナたちは反対派を潰つぶすような手法はあえて取らず、彼らが騒ぐことすら賛成派の市民をより獲得する宣伝の一いつ環かんとした。




　全住民集会を翌日に控えた朝、朝食が終わった頃にレオンツィオがセラフィーナを訪ねてきた。

「そういえば、サラはまだパルーデに行ってなかったよね。一回現場を見ておかないかい？」

「……今日も説明会があるんだけど」

「もう何度も立ち会ってる事務官さんに任せちゃダメなの？　明日のためにも、パルーデの今の姿を見ておいたほうがいいと思うけど」

「でも……」

「現場の状況知らないんじゃ、開発がいいことだって推おせないんじゃない？」

「うっ……それも、そうね……」

「よし、じゃ決まりね！　早速パルーデに行こう」

　少々強引なほどのレオンツィオの誘いにセラフィーナは仕方なく頷き、渋しぶ々しぶパルーデへ向かう馬車に乗った。

　港を横切り、海沿ぞいの街かい道どうを進み、閑かん散さんとした浜辺へと向かっていく。

　馬車の中、レオンツィオは黙ったまま海岸線を眺めていた。セラフィーナはその横顔を眺め、自分が随ずい分ぶんと遠くに来てしまったことを感じていた。

　──そういえば私、アルゲンターリアの外に出るのどれくらいぶりかしら？

　彼と出会わなければ、この寂さびれた海辺の道を馬車で走ることもなく、曇った空の下に横たわる海を見ることもなかっただろう。

　屋敷の中で息を潜ひそめ、空想の中で遊ぶ。それはそれで幸せだったが、忙しく立ち回る高こう揚よう感かんのある幸せを知ることもなかったはずだ。

　──思いもよらなかった道を私は行こうとしてるんだ。自分の足で歩かなきゃいけない道を、私は歩きだしたんだ。レオの手に引かれて……。

「意外と遠いのね」

　セラフィーナがつぶやくと、レオンツィオは笑った。

「そうでもないさ」

　静かに笑うレオンツィオの横顔がとても綺麗で、セラフィーナは意味もなく悔しくなって、彼の足を軽く蹴った。




　馬車を停め少し歩くと、岩だらけの磯いそとその先に続くのは灰色の広大な干潟ラグーアだった。

　強い磯の香りと冷たい潮風に顔を顰めると、レオンツィオは干潟の先を指差し風音に負けない大きな声で言った。

「海の色が変わっている場所があるだろ。あそこから水すい深しんが深くなるんだ。あのあたりに港を作る予定だよ」

　彼の示すあたりを眺めると、確かに灰色だった海の色が、深い群ぐん青じように変わっていた。

　あんな遠くまで、埋うめ立てをし水路を張りめぐらせ、建物を建たて、人の住む空間を造っていくのか。

　──本当にできるのかな、私。こんな広くて大きな場所に。何もないトコロから街なんて造れるのかしら？

　セラフィーナは途と方ほうもない大きさに飲まれそうになったが、足を踏ん張り強い潮風に向かって、その強さに負けないように叫んだ。

「本当に広いのね！　こんなに広いと街も造りがいがあるわね！」

　強気に笑うと、レオンツィオも嬉しそうに笑った。

「……君で、本当に良かった」

　レオンツィオはセラフィーナを見つめ、そうつぶやいた。

「え？　何？　聞こえない！」

　潮風にかき消されたレオンツィオのつぶやきを聞き直したが、彼は答えず別のことを語った。

「僕はたくさんの街を見てきた。怖い君主に優しい君主、やる気のない君主や情熱的な君主もいた。……いい街には名めい君くんがいて、衰すい退たいした街には暗あん君くんがいたよ」

「当たり前じゃない。名君がいい政治をしたら街は良くなるんだもの、暗君が街を衰退させるのは当然よ」

　セラフィーナがつっけんどんに答えると、レオンツィオは寂しく笑って彼女を見つめた。

「そうだね、でも本当は少し違うんだ。街が一いつ旦たん衰退を始めると、どんどん加速して政治のスピードでは衰退に追いつかなくなる。その衰退が始まった街ではほとんどの政せい策さくが効果をあげず、名君でも暗君と呼ばれる結果になり、否定される。暗君が衰退を呼ぶこともある、でもね、──衰退した街が暗君を産むんだ」

　レオンツィオの静かな声にセラフィーナは何も言えず、ただ彼の真剣な目を見ていた。

「プロエリウムのヴァレンシア卿きようも衰退に逆らおうと、必死だった。あの人だって街のため人々のために名君であろうとしていたんだ。でも、それは他の街を破は壊かいすることで活気を生む方法だった。……以前サラは僕がこの街に詳しすぎるって言ったよね。その理由はね、随分前からこのアルゲンターリアを調べてたからなんだよ」

　顔を強ばらせるセラフィーナにレオンツィオは痛みを堪こらえるように顔を歪め、そしてまた口を開いた。

「ヴァレンシア卿の命でアルゲンターリアを調べてた。アルゲンターリア攻略の方法を考えるために、ね」

　その言葉にセラフィーナの唇は震える。青褪め黙りこくるセラフィーナから目を逸らし、レオンツィオは話を続けた。

「現地調査でアルゲンターリアに来た時、僕はこの街がすごく好きになったんだ。活気があって、人々は楽しそうに働き、混こん沌とんとして、常に成長しようとしている。この街が本当に欲しいって思ったんだ。だから……」

　レオンツィオは言い淀よどむと、改めてセラフィーナを見つめ直す。

「だからその時僕は、自分の造った兵器がどんなふうに街を壊すのか、直視する気になった。自分の造ったものの恐ろしさと向き合う気になれた。……アルゲンターリアを壊すことなく手に入れたかったから」

　セラフィーナは何も言えず、ただレオンツィオを見ていた。彼は、セラフィーナから目を逸らさずに言葉をつむいでいく。

「破壊で活気を生むことの善悪なんてわからない。でも僕はそんなやり方嫌なんだ。もっと別の方法があるって証明したかった。──街は成長する、ちゃんと衰退をはね除のけることができるって、僕の手で示したかったんだ」

　レオンツィオは僅かに微笑み、セラフィーナに深々と頭を下げた。

「サラを巻き込んでごめんね。でも、君じゃなきゃダメだったんだ。限りない幸せを想像できるサラじゃなきゃ……」

　セラフィーナは顔を強ばらせたまま、レオンツィオの下げられた頭を見ていた。

「……いつまでも頭下げてないで、顔あげなさいよ。……あと、もっとこっちに来て少ししゃがんで」

　レオンツィオはおとなしくセラフィーナの言葉に従したがい、顔を上げると一歩前に進み少しかがんだ。

「これでいいかい？」

「……歯ぁ食いしばれ!!」

　突然の命令とともにセラフィーナは手を振り上げ、音高くレオンツィオの頰をぶった。

　あまりにも予想外の出来事に、レオンツィオはキョトンとした顔で怒り心しん頭とうのセラフィーナを呆ぼう然ぜんと見つめている。

「しおらしくそんなこと思うくらいなら、もっと堂々としててよ！　アンタの証明なんかに、私や街の人を巻き込むな！　そこは皆の幸せのためって開き直れ、馬ば鹿かァ!!」

　驚いた表情で打たれた頰を押さえるレオンツィオに、セラフィーナは怒ど鳴なり続けた。

「小難しいこと考えなくたって、街が発展して豊かになってみんな幸せになりますって答えでいいのよ！　アンタに証明してもらわなくたって、それが何よりもの実証でしょうが、アンタホントに馬鹿じゃない？」

　悔しい、悔しい！　そんな気持ちでセラフィーナは胸がいっぱいだった。

「私の気持ちめちゃめちゃにかき乱しておいて！　私のこと好きだって言うなら、私のためだけに街造ってよ！　証明なんてバカなこと考えてひとりで答えださないで！　もっと私のことだけ考えていればいいのよ!!」

　セラフィーナは肩で息をしながら、レオンツィオの襟えり首くびを摑み、がくがく揺さぶる。

「今の一発で、とりあえず今までアンタがしたこと私が全部許してあげるわ。だから、くだらないこといつまでも言ってないで、もっとこの私のために働きなさい！　これは命令よ!!」

　セラフィーナはそれだけ言うと襟首から手を離し、レオンツィオを睨んだ。

「レオの描いた街の絵、綺麗だと思ったわ。コルシ夫人のスケッチもすごく素敵だった。レオは綺麗なものだけ造っていればいいのよ。これまでのことなんて私は知らない。私の知らないことでグチグチ言われたって、困るの！　レオの過去なんて、私は興味ないんだからね!!」

　レオンツィオは目を見開き、セラフィーナの怒った顔を見ていた。

「こんなつまんないこと聞かせるために、私をここに連れてきたわけ？　なら、もう一回ぶつからね。ほら、さっさとパルーデの案内をしなさいよ！」

　レオンツィオは泣きだしそうな顔で笑うと、怒りで頰を染めるセラフィーナの髪を撫なでた。

「……ありがとう。君を好きになって本当に良かった」
















　レオンツィオは聞こえないほど小さな声でささやくと、いつもの笑顔を浮かべ手を差し出した。

「うん、ちゃんと案内するよ。ついて来て。あっちの方からは、港の予定地がもっとよく見える」

　レオンツィオはセラフィーナの手を強く握にぎりしめ、群青の海が見える地点を目指して岩だらけの海岸を並んで歩いて行った。
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　いつもより早く朝食を終えたセラフィーナは、ミランダの手を貸りて、用意しておいたドレスを着る。

　赤のサテン地のドレスの上に、白はく銀ぎんの地に金きん糸しで花鳥の刺し繡しゆうが施ほどこされた足首まであるパントゥフルのチュニックをはおり、銀の飾り紐ひもを締しめる。

　赤い髪は金のブロケードのリボンでまとめて背中に長く垂たらし、真珠を散りばめた櫛くしを挿さす。

　セラフィーナは花嫁のような衣い装しようをまとった、鏡に映る自分を睨にらむ。

「お嬢様、眉まゆの間にものすごいシワができてますわよ」

　ミランダは鷹おう揚ように笑い、櫛の位置を直す。

「……ミラ、私、ちゃんと紅真珠ペルラ・ロツソに見えるかな？」

　少しでも気を抜くと、弱い気持ちが侵しん食しよくを始める。セラフィーナは震ふるえてしまう自分を誤ご魔ま化かしながら、引きつる笑みでミランダに尋たずねた。

「お嬢様はいつでもダレッサンドロの宝、この家の大事な真珠ペルラですよ。本物の真珠なんですから、他人の評ひよう価かなど気にする必要ございません」

　ミランダの励はげましにセラフィーナはぎこちなく笑い、拳こぶしを握にぎりしめると、鏡の中の少女に言い聞かせた。

　──大丈夫、イケてる！　今日の私は結構イケてる!!　イケてるから、演説もイケる!!

　無理やり自分を鼓こ舞ぶし、緊きん張ちようで笑っている膝ひざをバシバシと叩たたいた。




　その昔、民みん衆しゆうたちを興こう奮ふんさせた剣けん闘とう士したちの戦いの場コロッセオは、今日は議会という名の主義主張の決闘の場となる。

　古代と同様、民衆は自分たちの未来を決める言論戦を一目見ようと多く詰つめかけ、開始予定時間の前だというのにコロッセオは満員となっていた。

「……まるでお祭り騒さわぎだな」

　かつては王おう侯こうが座っていた特別観かん覧らん席から会場を眺ながめ、ジラルドは皮肉げにつぶやく。

「仕方ありません、市民にとっては未来を占う一種の祭さい事じなんでしょうから」

　ジャンニーニの返事にジラルドは苦く笑い、これから娘が立つ、まだ誰だれもいない壇だん上じようを見つめた。

「──ということは、セラフィーナはさしずめ託たく宣せんの巫み女こという役回りかな」

　大昔、男たちが命をかけて殴なぐり合った死闘のリングは、客席の喧けん騒そうとは打って変わり静けさを保たもったまま。

　これから始まる新たな死闘を、不ぶ気き味みなほど穏おだやかに待っている。

「セラフィーナはこの戦いで何を得えて、何を失うんだろうね」

　静かな眼まな差ざしで壇上を見つめ、父は娘の望む形の勝利を祈った。




　全住民集会アレンゴは正午から始まった。

　評議会プリオーリ議長による開かい催さいの宣言の後、さっそく今回の議題である「パルーデ水上都市化計画」についての説明がなされる。

　ピエトラ地区代表の評議委員コンソレが、アルゲンターリアの抱かかえる問題である輸ゆ送そう路ろの悪さや建築物の修しゆう繕ぜん回数の多さを説明し、都市の拡かく大だいが早急に必要であることを訴うつたえる。

　すると対抗して、ペンディーオ地区代表の評議委員が巨額すぎる開発費用を槍やり玉だまにあげ、財ざい務む体質の不健全さから計画の頓とん挫ざを心配してみせた。

　賛成、反対の意見が交かわされ、その度に市民たちは共感し頷うなずいたり、反発しヤジを飛ばしたりと、集会は大いに盛り上がっていた。

　計画立案者として演説を行う予定のセラフィーナは、轟ごう々ごうと市民たちの声で渦うず巻まくコロッセオを控ひかえの間から一人で見下ろす。彼女の緊張は頂ちよう点てんを迎むかえていた。

　予想していたとは言え、恐おそろしいほどの市民の数だった。四万人は収しゆう容ようできると言われている会場の席はすべて埋うまっている。

　これほどの賑にぎわいを見せたのは、剣闘士が殺し合いをしていた頃以来かもしれない。

　セラフィーナは感かん慨がい深く観客たちを見つめ、遠い過去に思い馳はせていた。
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　鋼はがねのような肉体を持つ剣闘士は憂うれいを帯おびた目で、真っ白い砂の上に赤い血けつ痕こんの散らばる闘技場を見つめていました。

　あと、一戦。あと、一戦勝てば解放奴ど隷れいとして自由を勝ち取ることができるのです。

　敗軍の将であった彼は今までの屈くつ辱じよくにまみれた日々を思い出し、闘志に満ちた目を観客たちに向けるのでした。

　ふと、その中に金色のリボンを結んだ女性の姿を見つけ、彼は驚おどろきとまどいます。

　有力貴族の娘である彼女は不安に揺ゆれる目で、彼を見つめていました。

　二人の目が合い、視線は絡からまり……。彼女は金のリボンを解くと、彼に向かって投げ渡します。

「必ず勝って！　そして私を迎えに来て！」と──







「ひゃっふぅゥゥゥゥ～～～っ！　元敵将の剣闘士と姫君！　滾たぎりますなぁ！　この後は、二人で逃とう避ひ行こうで決まりだな、こりゃ！」

　緊張の度合いが頂点に達し、おかしな方向に思し考こうが飛んでいく。

　青いノート（サラマイドリー夢ム・改あらため）を開き、ガリガリとペンを躍おどらせ、フツフツと湧わき上がる物語をものすごい勢いで綴つづる。

　完全な現実逃避妄もう想そうの構かまえで、セラフィーナは逃げたくなる待ち時間をなんとかやり過ごしていた。

　──わかってるもん！　こんなことやってる場合じゃないってことくらい。でも何か別のこと考えてないと、逃走しちゃいそうだから仕方がないんです!!

　心の中で弁明しつつ、傍はたから見れば余よ裕ゆうすぎる態度で自分の出番を待っていた。

　そんなセラフィーナの砂山より脆もろい平常心を揺さぶるように、会場は異い義ぎと怒ど号ごうの応おう酬しゆうが続いている。

　──ヤベェェェェェェ～～ッ!!　めちゃめちゃ揉もめてるじゃない～。……本当に、ウチに帰りたい……。

　誤魔化しようなく震える体、干上がるほど乾かわいた唇とふやけるほどに汗あせばむ手のひら。

　ついこの間まで図書室に閉じこもり恋物語を書き散らしていた女子が、四万人相手に演説をする。背伸びごときでは足りないほどの力量を必要とする重大な仕事だ。

　何度も己を励まし、控えの間の椅い子すに座っていたセラフィーナは、込み上げる恐きよう怖ふと緊張で、どうにかなってしまいそうだった。

　──今いま更さらだけど、どうしてこんなことになっちゃったんだろう。私の話なんて、誰も聞いてくれなかったら、どうしよう……。

　時間も刻こつ々こくと迫せまり、セラフィーナの瞳から涙が落ちそうになった時、控えの間に一人の男が駆け入ってきた。

「間に合った……!!」

　駆け込んできたのは、今日に限って朝から姿を見せなかったレオンツィオだった。

　今頃になってようやく現れたレオンツィオに、セラフィーナはキレ気ぎ味みに詰きつ問もんした。

「アンタ、ドコ行ってたのよ!?　こんな時に来ないなんて……私だって逃げたいって思ってたんだから！」

「ごめん、ごめん。思った以上に手間取って……はい、コレ」

　そう言って、レオンツィオは持っていた紙の束たばをセラフィーナに渡した。

「何よ、工事の説明とかなら後にして──」

　文句を言いながら紙を捲めくると、そこには美しい女性と凜り々りしい騎き士しが抱き合いキスをしようとしている絵が描かれていた。

　セラフィーナは驚きながらもその美しさに見入り、紙束を捲っていく。

　どれも物語の一場面を切り取ったかのように、美しい男女が恋を語り合う場面が描かれている。

「……これって」

　どんどん頰ほおが熱くなる。セラフィーナは、紙面に閉じ込められた、儚はかなくも美しい恋の姿に心震わせレオンツィオに尋ねる。

「ずっと考えてたんだ、サラが本当に喜ぶこと。……サラって僕が好きって言ったりキスしようとすると、メチャクチャ怒るだろ？　だから他の方法で好きだって伝えて、喜んで欲しかったんだ……君が書いたお話の挿さし絵えだよ。君を想って描いたんだ。自分でも綺き麗れいに描けたと思う。気に入ってもらえた？」

　少しはにかんで笑うレオンツィオの言葉に、セラフィーナは紙束をそっと胸に抱いた。

　レオンツィオは兵器の設計図ではなく美しい絵を描き、新しい城と街を生み出そうとしてしている。自分は図書室から出て人と渡り合い、アルゲンターリアに未来を呼び込もうとしている。

　自分たちは何も間ま違ちがってない。ちゃんと前に進もうとしている。

　──私の言葉は、きっと届く。レオに届いたみたいに、みんなにもきっと届く！

「うん、すごく綺麗で……すごく嬉しい」

　セラフィーナはレオンツィオを見上げ、笑顔を見せた。

「セラフィーナ様、ゲートに移い動どうしてください」

　その時、議会の進行役が呼びに来た。

　セラフィーナは青いノートの上にレオンツィオの挿絵を置くと、腕を伸ばしレオンツィオの首に抱きつき、精せい一いつ杯ぱい背伸びをして彼の頰にキスをする。

「～～ッ!!」

　珍めずらしく顔を赤くしたレオンツィオに、彼以上に顔を赤くしたセラフィーナは叫さけぶように言い捨てた。

「今のは挿絵のお礼……的なものだから!!」

　そのままセラフィーナは控えの間を飛び出し、演説の壇上へと走っていった。




　石段を上り壇上に立つと、セラフィーナは顎あごをあげ、ぐるりと取り囲む観客席を見渡した。

　多くの市民のざわめきと視線は、質量を持ってセラフィーナにのしかかる。膝をつきそうになるほどの重さを持つソレを、セラフィーナは背筋を伸ばしてはね除のける。

　この会場にいる人たちは、敵でも味方でもない。それぞれひとりひとりの個人で、それぞれの幸せのために前へ進もうとする、自分と同じ、ただの人。

　それならば──セラフィーナは精一杯の笑顔を向け、礼を取り、胸と言わず体いっぱいに息を吸い込み、腹の底から第一声を上げた。

「アルゲンターリアを愛し、アルゲンターリアの未来を憂うれう、アルゲンターリアの市民の皆様！　私はジラルド・ダレッサンドロの娘、セラフィーナ・ダレッサンドロと申します。今回、皆様にご提てい案あんした新しい都市計画の発ほつ起き人にんでございます」

　歓かん声せいとブーイングの上がる会場を見回し、セラフィーナは微笑ほほえみを浮かべたまま堂々と立っていた。

　小こ刻きざみに震える足でぐっと踏ん張り、市民が静まるのを待つ。ざわめきが収おさまると、セラフィーナは改めて姿し勢せいを正し、演説を始めた。

「今回の都市計画、唐とう突とつだと驚く方もいるでしょう。しかしながら、アルゲンターリアは以前より問題を抱えていました。──アルゲンターリアはいい街です。活気があって、衰すい退たいの予よ兆ちようをうまく潰つぶしてきました。多くの先人たちのその努力は素す晴ばらしいものです。でも、この街には活気がありすぎて、もう成長がこの街の枠わくに収まりません。このアルゲンターリアには成長を受け入れる余よ白はくが既すでにない。──アルゲンターリアという器はもう皆さんの活動を支えるには小さすぎるのです」

　セラフィーナは一息つくと、拳を握り締める。

「私はこの街が好きです。ここにいる皆さんも同じ気持ちだと思っています。そして、この次の世代、また次の世代と、ここに住む人々に愛される街であって欲しいのです。この街が衰退することのないよう努力を重ねた祖そ先せんたちがそうしてきたように、私たちも明日のために今日の変へん革かくを受け入れるべきです」

　次の言葉を待つ市民を見渡し、セラフィーナは大きく深呼吸してから口を開いた。

「アルゲンターリアの市民の、アルゲンターリアの未来を信じる賢けん明めいな皆さん。これからの決議、賛成でも反対でも構いません。しかし、どうか前に進むための決断として、あなたの意見を投じてください。私たちは日々前に進んでいます。停滞のための努力など、私たちには必要ないのです」

　頰を紅こう潮ちようさせセラフィーナはもう一度市民を見渡し、「ご静せい聴ちようありがとうございました」と締めの言葉を添そえ深々と一礼し演説を終えた。

　少しふらつく足取りで壇上から降りると、ドッと歓声が上がり割れんばかりの拍はく手しゆが鳴る。

　セラフィーナを讃たたえる市民の声に、セラフィーナは振り向きもう一度深々と一礼し、嬉しそうな笑顔で大きく手を振った。

　アルゲンターリア一求婚される少女──紅真珠ペルラ・ロツソ。

　その名の意味が大きく変わった瞬間。それが、この時であった。
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　バタバタと忙せわしく事務官たちが走り回る中、セラフィーナはこっそり執しつ務む室しつを抜け出し、図書室へと逃げ込んだ。

「ぅもぉォォォ～～～～～っ！　忙いそがしすぎるって！　いつになったらちゃんと休めるのよ!?」

　カウチにダイヴすると、セラフィーナは足をバタつかせ不満の声を上げた。

「都市計画案通ったんだから、そろそろ私はお役御ご免めんでいいじゃない……」

　大きなため息をついてクッションを抱きしめ、しばらく目を閉じ横たわる。

　全住民集会で「パルーデ水上都市化計画」は賛成多数で可か決けつとなり、正式に決定した計画は多くの人が関わる一大プロジェクトとなった。

　ジラルドからはめでたく（？）五百万フィオリーノの借用書が渡され、「パルーデ水上都市化計画」は着々と動きだしている。

　セラフィーナは計画の発案者であり、一番の債さい権けん者しやということで代表責任者という地位が与あたえられた。

　とはいえ、実じつ務むの細かなところを素人しろうとのセラフィーナにできるはずもない。その道のスペシャリストである事務官や技官に任せ、セラフィーナは名前だけの責任者としてお役御免になるはずだった。

　ところが、「何事も勉強」と、ジラルドは借用条件にセラフィーナの業務拘こう束そくを入れた。結けつ局きよく、セラフィーナは開店休業の名ばかり責任者から、すべての決けつ済さいに関わる激げき務む責任者となったのだった。

「も、休みくれぇぇぇ～～ッ！　私に妄想する自由時間を、続きを書く休みをォォォ!!」

　涙目で労働条件を嘆なげいていると、図書室の扉が開いた。

　ヤバイ！　と咄とつ嗟さに隠かくれようとすると、よく知った笑い声が聞こえる。セラフィーナは慌あわてて身を起こし、スカートの裾すそを直す。

「大丈夫、僕だよ」

　レオンツィオは当たり前のようにセラフィーナの隣となりに座ると、笑顔のまま尋ねる。

「お話の続き書けた？」

　その問いにセラフィーナは大きなため息をつき、呆あきれ顔でレオンツィオを見る。

「誰かさんが大事に巻き込んでくれたから、そんな時間ないの！」

「それは残念」

　悪びれた様子もないレオンツィオにセラフィーナはムッとした顔になる。

「続きよりも、あなた大事なこと忘れてない？　城と街造れることになったんだから、いい加減に緑のノート返してよ！」

　眉を寄せ請せい求きゆうすると、レオンツィオは笑顔のまま切り捨てる。

「ダメだよ。だって、城を建たてたらノートを返すって言っただろ？　城が完成したらちゃんと返すよ」

「……一体いつになるって言うのよ」

　セラフィーナの不ふ機き嫌げん極きわまりない低い声に、レオンツィオは嬉しそうに答える。

「そうだなぁ……四十年後くらい？」

「アンタ、返す気ないでしょ!?」

　憤ふん慨がいするセラフィーナに彼は微笑み頷くと、怒った顔の彼女の髪にキスをした。

「だから、頑がん張ばって二人で一緒に城建てようね。そしたら三十五年くらいに短たん縮しゆくするかも……」

「ふざけんなっ!!」

　首まで赤くして暴れるセラフィーナを宥なだめながら、レオンツィオは幸せそうに笑っていた。







　荒ぶる外洋を越えると、穏やかな青に包まれた明るい湾わんにたどり着く。

　苦難に満ちた航こう海かいを労いたわり、船乗りたちを歓かん迎げいするように、海上にそびえる美しい水上都市が見えてくる。

　かつて、この街は世界の中心だった。

　鬱うつ屈くつした暴力と不ふ条じよう理りが支配する中世と呼ばれた暗黒の時代は終わりを告げ、人々は人道と自由を謳うたう新しい時代の幕開けを歓かん喜きを持って受け入れた。

　そんな輝かしい時代に平等と自由の精神によって治められた交こう易えきの都は、闊かつ達たつな商業と華はなやかな文化で栄さかえ、人と物が集まりそして旅立つ、文明という名の血液を送る心臓の役割を果たした。

　海に浮かぶ美しの都、アルゲンターリア。その中心には、勝利の女神に愛されしこの街のシンボルともいうべき城がある。

　優ゆう雅がにして威い厳げんに満ち、華か麗れいでありながら堅けん固ごで難なん攻こう不ふ落らく。美しさも機能も頂点を極めた真珠のごとく美しい奇跡の城──ペルラ・アルゲンターリア城。

　その奇跡の都と美しい城がひとりの少女のワガママから生まれたことは、あまり知られていない。

　その少女は街を駆け回り、大人たちに自分のワガママを認めさせ、奇跡を起こす足がかりを作ることには成功しましたが……。

　さて、そのワガママをどのように現実にしたのか、それはまた別のお話。


ＥＮＤ
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　初めましての方もそうでない方もこんにちは。群むら竹たけくれはと申します。

　このたびは本書「城と天才と私　初恋の価格は国家予算!?」を手にとってくださり誠まことにありがとうございます。

　いつもながらのキャラクター名決まらない病びようで大変ご迷惑をおかけした担当様、サラとレオが美男美女で「あの中身が残念な子たちでごめんなさい」なまでの素す晴ばらしいイラストを描いてくださったユカ先生、編集部のみなさまはじめ、この本に携たずさわってくださった多くのみなさま、応援してくださった方々、本当にありがとうございます。

　今回のお話の主役、サラちゃんとレオ君はとても偏かたよったスペックの持ち主ぬしです。万能にはほど遠い、未完成な人間です。

　彼らはとても若いのでそれが当たり前で、未完成であるからこそ経験する、悩んだり間ま違ちがったり空回りしたり、そういうモダモダしたちょっと気き恥はずかしい成長の物語として作ったお話です。

　まだまだ完成には時間のかかる二人ですが、少しは成長できたでしょうか？

　それでは、また皆様にお会いできることを、願っております。
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お話を作るとき、いろんな資料を調べたり、色々なお話を読んだりします。

それが面白くて、ついつい当初の目的を忘れて色々手を広げ……。

今回最終的に辿りついた岸辺は、「更級日記」となっております。







イラスト

ユカ

Yuka




この度はイラストを描かせていただき光栄です……！　やはりラブコメはよいものです。二人の今後が気になります……！

そしてまだ処分しきれていない黒歴史なブツがあれこれあるので、何とかしておかないとな……と思いました（笑）

http://mischief522.web.fc2.com/
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初はつ恋こいの価か格かくは国こつ家か予よ算さん!?













著者／群むら竹たけくれは

イラスト／ユカ









2014年12月15日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　田熊理子









(c)2014 Kureha MURATAKE





本電子書籍はビーズログ文庫『城と天才と私　初恋の価格は国家予算!?』（2014年12月26日発行　初刷）を元にして制作しております。















item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-19-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg





item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/p000-00-11-1.jpg





item/image/p000-00-57-1.jpg





item/image/p000-00-13-1.jpg





item/image/p000-00-34-1.jpg





item/image/p000-00-55-1.jpg





item/image/p000-00-30-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-76-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg





item/image/p000-00-78-2.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-46-1.jpg





item/image/p000-00-65-1.jpg





item/image/p000-00-42-1.jpg





item/image/p000-00-70-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
ERERHL &KL, LAEZD5%F |
FH>TULD, R

Y
BREHNDFLYSORR
EW). Y5 CEoTR.

i BEERD, SHIORRLBEHA.
HE-T WY I —U T CBBELET B,

| BACHALSOHRES.

2R - SRR O RBHANE,






item/image/p000-00-18-1.jpg





item/image/p000-00-37-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg





item/image/p000-00-35-1.jpg





item/image/p000-00-58-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		第六章



		第七章



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-54-1.jpg





item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-82-1.jpg





item/image/p000-00-24-1.jpg





item/image/p000-00-62-1.jpg





item/image/p000-00-50-1.jpg





